
    
      



    

  









    
      ＭＦ文庫Ｊ

プシュケープリンセス３

刈野ミカタ



    

  
    
      口絵・本文イラスト●萩原音泉

編集●庄司智



    

  
    
      

contents



〈Prologue〉

　静止した世界で

　Step Out



〈move 1〉

　咲き解く嵐樹の園

　Break Away



〈move 2〉

　紅蓮に満ちる焦熱

　Reunion



〈move 3〉

　黒雨残照

　Clear Effort



〈move 4〉

　白日迷夢

　Blind Alley



〈stalemate〉

　絶無に落ちる境界

　Act a Lie



〈checkmate〉

　散り結ぶ風花の縁

　Find the Will



〈Epilogue〉

　流れ続く意志に

　With You



    

  
    
      


〈Prologue〉静止した世界で　Step Out





　どうしてこんなことになったのか。

　脱出への何度目かの挑戦。そして何度目かの失敗を経て、火ひノの見みはひとりごちる。

「ダメだな」

　うつむかせていた顔をあげると、すぐそばにいたテュエッラと目が合った。

　紅こう玉ぎよくの大きな瞳ひとみは不安げに揺れ、うかがうようにこちらを見てくる。

「ヒ、ヒノミ……どう、しよう……？」

　桜色の唇くちびるが紡ぐ言葉は表情そのまま脅おびえたように震えていて、火ノ見はつきそうになったため息をこらえると、平然とした様子を装って軽口をたたく。

「泣くな」

「……ぅ、な、泣いてなんて」

「泣きそうにもなるな」

「泣きそうにもなってない！」

「じゃあやっぱり泣いてるのか」

「ぐ……お、お前はどうしてそうすぐに――」

「どちらでもないというのなら」

　むきになるテュエッラを遮さえぎるようにして、火ひノの見みは続ける。

「前を向け。下ばかり見るから、後ろばかり振り返るから勘違いされる。過去の失敗より、未来のために現い在まできることを考えろ」

　わずかに目を見開いたテュエッラは、なぜか頬ほおを赤く染めてそっぽを向いた。

「ふ、ふん、そんなこと……わかっている！」

　その反応はとてもわかっているように見えなかったが、少なくとも弱気の虫は追い払えたらしい。火ノ見はそのことに安あん堵どして小さく息をつくと、ぐるりと頭を動かす。

　正面には校門。背後には校舎。頭上にあるのは、傾きかけた夕暮れの太陽。

　夏休みの県立雛ひな形がた高校はどこまでも静かで、どこまでも――不気味だった。

（さて……）

　開かれた校門を見すえて、火ノ見は考える。

　何度目になるかわからない思考と試行。



　どうやってここから出るか？



　何度もたてられた問いは、答えに届くことなく何度も消えていった。

　そうして火ノ見が辿たどり着くのは、テュエッラに禁じたはずの追つい憶おく。



　どうしてこんなことになったのか――



    

  
    
      


〈move 1〉咲き解ほどく嵐らん樹じゆの園　Break Away





　　　１



「どうしてこんなことになった!?」

　テュエッラの張り上げた声に、火ひノの見みは振り返らなかった。代わりに空を見あげて、真昼の太陽を顔いっぱいに浴びる。

　朝からもう何度も繰り返してきたやりとりに、さすがにため息が出た。

「……おまえが望んだからだろ、テュエッラ」

「望んでいない！」

「じゃあ、誰だれが望んだんだ。僕か？」

「うーっ、違う！　そういうことを言ってるんじゃない！」

　火ノ見の前に回りこみ、テュエッラは大げさに手を振り回す。

「私が望んだのは……その、だから、つまり――ヒノミと雛ひな形がた遊園地に来ることで」

「だから、来てるんだろ。僕と雛形遊園地に。どこに問題がある？」

　火ノ見の視線は、メリーゴーランド、コーヒーカップ、絶叫マシン、観覧車……道行く大量の人々を巡り、最終的に正面のテュエッラに落ち着く。

　夏の太陽にも負けない輝く金色の髪。日焼けなどとは縁遠い陶器のような白い肌。どれだけ人ひと混ごみにもまれようと、決して埋没しない異世界の美び姫きは、細い眉まゆをしかめ、薄桃色の唇くちびるを突き出し、端たん麗れいな顔にあからさまな不満の表情を浮かべていた。

「問題・大・あり・だ！」

　腰に当てていた手を振り上げ、ここぞとばかりに語り出す。

「ああ、確かに私たちは今雛形遊園地に来ているな。待望のときだ。念願の場所だ。私の悲願だ。そこまでは問題ない」

「おまえの駄だ々だのこねようが尋常じゃなかったからな」

「……う、うるさい！　揚げ足をとるなっ」

「何度も言うが、ただ遊びに来たわけじゃないからな？」

「そ……それはこっちのセリフだ！」

「いや、こっちのセリフであってる。雛形遊園地にまで来たのはあくまで探索のためだ」

「……う」

　眼まな差ざし強く見つめると、途端にテュエッラが勢いをしぼませた。

　火ノ見はそんな彼女の様子に苦笑しそうになり、慌てて奥歯を噛かみしめて渋い顔を作る。

　汐しお月つき彼方かなた――セレネの一件に決着がつき、夏休みに入ってからの数日。

　火ひノの見みたちは、王子派『キング』、そして実じつ妹まいである火ひ魅み子こを捜索するため、積極的に雛ひな形がた市内を散策していた。

　もちろん、そこには当然のように同行者の姿があるわけで。

「火ノ見」

　背後からかけられた静かな声音に、火ノ見は首だけ振り向ける。

　そこにいたのは、露出の多い薄うす衣ぎぬを身に纏まとい、整いすぎて冷たく見える顔だちの少女。

　紫がかった短い髪を揺らし、セレネは切れ長の瞳ひとみを一度まばたいて言う。

「舞まいが……席を、取った」

　指さす先にはお洒落しやれなカフェテラスがあり、丸テーブルに陣取った舞が小さく手を振っていた。

「ああ、悪いな」

　任せっきりにして。そう続けるはずだった言葉は、割り込んできたテュエッラに奪われる。

「悪いのはお前たちだ！　お前たちがいるから……、ううう、邪魔者め！」

　セレネを指さし、ヒステリックに言うテュエッラに、指さされたセレネはわずかに首を傾けて淡々と口を開く。

「セレネたちは、王女派『ナイト』。『ク姫イ様ーたンち』を護まもるために、同行するのは、当たり前」

「嘘うそをつけ！　少しもそんなこと思っていないくせに！」

「そんなこと、ない。少しは、思ってる」

「少しか!!」

「……ほんのわずかに」

「より減ったわっ!!」

「もう、一声……？」

「なん……この、あぁぁぁもうっ！」

　周囲の喧けん噪そうをよそに言い合うテュエッラたちの様子も、火ノ見からすれば見慣れたものだった。

　だからここで口を挟むと、矛先がすべてこちらに向くのもいやというほど理解している。

（相変わらずよくわからないな……）

　火ノ見は内心だけでため息をつくと、二人を放置して幼なじみの待つテラスへと足を向ける。

「あ、火ノ見、さっき店員さんが注文とりにきたんだけど」

　柔らかい色合いのキャミソールにふわふわしたフレアスカート姿の舞が、先に声をかけてきた。

「舞まいに任せる」

「うん、そう言うと思って適当に頼んでおいたわ」

　笑顔で口にする舞は、手にしたメニューを閉じ、両りよう肘ひじをついて組んだ手の上に顔をのせる。その拍子に黒絹の長い髪がするりと肩をすべり、白いテーブルに波を描いた。

「雛形こ遊園こ地に来るのも久しぶりよね。覚えてる？　小さいころに一回だけ一緒に来たことがあるんだけど」

「……ああ」

　小学校に上がる前。十年以上昔のことだ。

「あのときは観覧車なんかなかったわよね。あ、あそこのアトラクションも新しくなってる。こんなきれいなカフェテラスができたんだったらもっと早く来ればよかったなぁ。あ、クラスの子から話だけは聞いていたんだけどね、やっぱり見ると聞くとじゃ大違いよね」

　嬉き々きとして一気に語る舞を見て、火ひノの見みはテュエッラに感じたのと同じ不安を覚えた。

　いや、舞に限ってまさか……。

　そうは思うものの、確かめずにはいられない。

「なぁ、舞」

「うん？　――あ、それたぶんこっちです」

　トレイを手にしたままさまよっていた店員に声をかけ、注文の品をテーブルに並べてもらう。

　ジャンボパフェ二人前。

「おい……舞」

「火ノ見も甘い物好きだったでしょ？」

「いやまぁ、嫌いじゃないが……」

　昼食にパフェというのはどうなんだ？

「わかってないわね火ノ見。普段できないことをする……それが遊園地の醍だい醐ご味みでしょう？」

　すくいあげたアイスにぱくつき、至福の表情を浮かべる幼なじみに、火ノ見は口にしかけた言葉を飲み込む。

　遊びに来たわけじゃないだなんて、言うだけ無駄な気がした。

「それで、火ノ見は何を言おうとしてたの？」

「……口元、アイスついてるぞ」

「え？　あ――う、うわ……」

　一転して顔を赤らめ、うつむく舞に、火ノ見は小さく笑ってアイスを一口。

（たまにはこういう日があっても……いいのか？）

　見るともなしに観覧車を眺めて、物思いにふける。

　彼方かなたの一件で、舞まいは王女派『ナイト』の力を取り戻した。

　それまでは舞の身を案じて相手の出方を見ていたが、元より狂者――王子派『ナイト』『ルーク』『ビショップ』、王女派『ルーク』『ビショップ』の力を持つ『ク自イ分ーたンち』の戦力的優位は変わらない。

　積極的に打って出る――そう決めて雛ひな形がた市内を探索した二週間。

　まったく手がかりを掴つかむことができず、仕方なく雛形遊園地にまで来た。

　雛形遊園地は雛形の三大レジャー施設の中でも群を抜いて人が集まる。もしかしたら『キング』の『被ひ憑ひよう依い者しや』も来ているかもしれない――。

（……そんな都合のいいことが起きるはずないのにな）

　してみると、最初から息抜きのつもりだったのだろうか。

　自分でも気づかず、無意識に。

　テュエッラの願いを聞くという形で――。

「あ、あ、火ひノの見みアイス！」

「ん？」

「こぼれる！」

　舞の声に、火ノ見は自分が大量のアイスをすくったまま固まっていたことに気づき、口に運ぼうとして――身を乗り出した舞にスプーンの先ごと奪われた。

「……」

「……あ」

　スプーンから口を離した舞が、ばつの悪そうな表情を浮かべて上目づかいに見あげてくる。

　意図せず近くなった距離。

　バニラの甘い香りに混ざるシャンプーの匂におい。

　前まえ屈かがみになり、大きく開いた服の隙すき間まからは、レースのついたピンク色のブラジャーが見えて――

「な・に・を・し・て・る・？」

「っ、……テ、テュエ！」

　火ノ見と舞のちょうど真ん中。

　テーブルの上に浮遊するテュエッラが、仰のけ反ぞるようにして離れた火ノ見と舞を交互ににらむ。

「白昼堂々、いい度胸をしているなぁ……？」

「――白昼、じゃなかったら、いいの？」

「お前は口を挟むな！」

　さりげなくついてきていたセレネに噛かみつくような答えを返すテュエッラに、舞が慌てて取り繕うように言う。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、あのねテュエ、あたしは、別に、他意があったわけじゃなくて」

「ほう。ならばマイ、お前は他意なく男のスプーンをくわえるんだな？」

「……そ、その言い方には他意があるなぁ」

「チャンスを狙ねらっていたんだろう？　ヒノミと……その、か、間接……キ、キ――ううっ、ハレンチだ!!」

「ハ、ハレンチって、だからあたしは――」

「舞まい」

　火ひノの見みの一言に、舞は慌てて口元を押さえ、顔を伏せて周囲をうかがい見るようにする。

　声が大きすぎたことに気づいてくれたらしい。

「ほらっ、やっぱりあったんじゃないか他意！　マイはやっぱりずるい!!」

「ず、ずるいって言われても」

「舞には、肉体が、ある……だから、火ノ見と触ふれ合える」

「セレネまで……」

「そう言うお前だって一度は肉体を得られただろ。ヒノミとだって――ヒノミと、だって……」

　きゅっと寄せられる眉まゆに、伏せられる睫まつ毛げ。

　それまでの勢いをなくして肩を落とすテュエッラに、場の空気が重くなりかけて――

　火ひノの見みは薄くため息をつくと、おもむろにアイスをひとすくいし、

「ほら」

「――へ？」

　舞まいにではなくテュエッラへ。銀のスプーンを差し向ける。

「アイス。食べたいんだろ」

　投げやりな口調だったためか、テュエッラは怒るのではなく警戒するように唇くちびるを引き結び、上目づかいに見てきた。

「……お、怒ったのか？」

「怒る？　なんでそんな必要があるんだ」

「だって、私が無む茶ちやを言って……って別に無茶なんて言ってない！」

「自分で自分に突っ込むな」

「あう……じ、じゃあ、なんでそんなアイスを食べろなんて――まさかヒノミお前っ」

「幻プ想シ世ユ界ケ人ーはこちらの世界のものには触ふれられない。忘れるわけあるか」

　ついでに言えば、幻想世界人は一般人に認識もされない。だから普通の人間が見れば、今火ノ見が話しかけている相手は、テーブルの上に浮くテュエッラではなく、対面の席に座る舞に見えるはずだ。

「……火ノ見？」

　その舞に訝いぶかしげに尋たずねかけられて、火ノ見は軽く肩をすくめてみせる。

「テュエッラ。僕はおまえの手を握ったことがある」

　狂者、榛はしばみ桐きり子こ。そして、彼女を操っていた透とおると名乗る『未デ来ユのナ子ミ供ス』との戦い。

　あの戦いの中で、火ノ見とテュエッラは互いの手を取りあった。

　本来なら触れ合うことのできないはずの幻想世界人と現象世界人ウーシアが、お互いの手を通して繋つながったのだ。

「あ、あれは……私たちの憑ひよう依い率が、一時的に高くなったからで」

　頬ほおを染め、顔をそらすテュエッラに。

「一時的じゃないだろ」

「え……」

「僕たちはそれからずっと一緒にいた。……まぁ、離れたときもあったが」

　ちらりとセレネに視線を向け、すぐにテュエッラへと戻す。

「一緒にいればいるほど、『縁イデア』は深く強く結びつく。そして『縁』が深く強く結びつけば、この世界のものにだって触れることができる」

「そんな簡単なことじゃ――」

「試しもしないで、無理だと決めつけるのか」

　火ひノの見みはスプーンを揺らして言う。

「僕が手にするアイスだぞ？　可能性がないとも言えない」

　はっとした表情でテュエッラがこちらに向き直り、

「…………う、うん」

　決意をこめて、強くうなずく。白い喉のどが小さく嚥えん下かしたのは、これから口にするアイスの味を想像したからだろうか。

　火ノ見はそんなテュエッラを見て、表情を緩ませると、

「ほら、口をあけろ」

　銀ぎん色いろのスプーンに載ったアイス。もう完全に溶けてしまって、白く濃い液体となったそれを、嬉うれしさ半分恥ずかしさ半分の表情を浮かべるテュエッラにゆっくりと差し出す。

「あ、あ～ん」

　そうして、わざわざ声を出し、ためらいがちに口を開いたテュエッラの前で――火ノ見はおもむろにスプーンの先をＵターンさせると、そのアイスを自分の喉に流し込んだ。

「あ……、あ？　――ああっ!?」

　目を丸くしたテュエッラが、震える手で火ノ見を指さす。

「な、なに、なに、なに……して……」

「おもしろいほど簡単に引っかかるな」

　そう口にするやいなや、火ノ見はほとんど溶けてしまっていたパフェの残りも一気にかきこみ、あっという間に器を空からにした。

「あ、ああ、ああああっ！　……わ、私の、アイス」

　ふらふらと器に引き寄せられ、情けなく顔を歪ゆがめたテュエッラに、火ノ見は胃の中の甘さをこらえて言う。

「受じゆ肉にくすれば、好きなだけ食べられるだろ」

「――」

　受肉。

　その一言がテュエッラの顔をこわばらせて――火ノ見はふいに胸の奥を引っかかれるような痛みを感じる。

　ほんの一瞬で消えた不協和音。

　今。

　テュエッラに「当たり前だ」と答えて欲しかったような。

（なにを……馬ば鹿かな）

　テュエッラの望みは受肉。そのために『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を戦っている。そんなことはわかりきっていることで、火ノ見がわざわざ望むようなことじゃない。

　わざわざ望むようなことじゃないのに、望んだ理由。

　おかしな考えに頭を振った火ひノの見みは。

「……」

「……」

　こちらをじっと見つめるテュエッラと目が合ってしまって、浮かべられた表情に心臓を鷲わし掴づかまれるような想おもいを抱く。

　どうして、そんな、不安そうな顔をしているのか。

「問題の、すり替え」

　張り詰めた沈黙を破ったのは、火ノ見でもテュエッラでもなく、セレネだった。

「火ノ見は、問題を、すり替えている」

　指さす先には、空からになったパフェの器。

「そ……そうだヒノミ！　今大事なのはお前が私のアイスを食べてしまったということで――」

　一転して、いつもどおりの雰囲気で追及してきたテュエッラに、火ノ見は自分でもわからないうちに安あん堵どの息をついていた。



　　　２



　雛ひな形がた遊園地内での『キング』探索は、思いのほか楽しいものとなった。

　舞まいに誘われ、強引に乗せられた絶叫マシンやコーヒーカップは非常に刺激的だったし、二人と見せかけて四人で乗り込んだ観覧車は、窮屈な反面会話が弾んだ。

　大半が探索と関係のないことだということには気づいていたが、火ノ見はそれを口に出さなかった。

　毎日気を張り詰めていては、肉体はもとより精神がもたない。そこまで言うのは大げさにしても、こういった息抜きもたまには必要なんじゃないか。

　これからはもう少しテュエッラの提案にも耳をかたむけよう――日が暮れはじめたころには、本気でそう思えるまでになっていた。

　……そのテュエッラ本人が、心ここにあらずじゃなければ。

「舞」

　帰りのバスに乗り込もうとしていた幼なじみを呼び止め、火ノ見は一息で言いきる。

「悪い、先に帰っていてくれ」

「――え？」

　ステップに片足を載せたまま、面食らった顔をする舞は、まばたき多く火ノ見を見つめてくる。

　火ノ見は視線を自分の背後に向け、どこか遠くを見つめるテュエッラを指し示すと、なにも言わずに踵きびすを返す。

「火ノ――」

　舞まいのあげた声は出発時刻を知らせるバスのブザー音に遮さえぎられ、

「駅で待ってるから！」

　ドアが閉じる寸前。

　聞こえてきた言葉に、火ひノの見みは振り返らずにうなずいた。



　　　◆◇



　雛ひな形がた遊園地から駅までの田舎道。

　バスなら十数分で着く距離を、火ノ見は黙々と歩き続ける。

　車ばかりが通る道に人の姿はなく、話す時間だけはたっぷりとあった。

「……どうしてバスを使わなかったんだ」

　後ろからかけられた声に、火ノ見は前を向いたまま言う。

「なにか話したいことがあるんじゃないのか」

「べ、別に……家に着いてからでも話せる」

「家に着いたら話したくなくなるかもしれない」

「それならそれで――」

「よくない」

　首だけ振り向けると、テュエッラが驚くように目を見開いていた。

　火ノ見はばつの悪さに薄く唇くちびるを噛かみ、早口に続ける。

「……話したいことは、そのとき吐き出せ。変にため込むから他ほかのことにまで影響が出る。今日だっておまえの望みどおりに雛形遊園地にきたのに――」

「違う！」

　跳ね上がった声が火ノ見の足を止めさせる。

　身体ごと向き直った先で、テュエッラは拳こぶしをきゅっと握りしめ、顔をうつむかせていた。

「私は……」

　そこでまた押し黙るテュエッラに、火ノ見はなにも言えなくなる。

　彼女の浮かべる表情に、以前見たような不機嫌さはなかった。

　あるのはただ、焦しよう燥そうや不安といった、掴つかみどころのない感情。

　遊園地にいるあいだも時折浮かべていて、だからこそ――ずっと火ノ見が気になっていたこと。

　――話したいことは、そのとき吐き出せ。

　自分で口にした言葉に背を押されて、火ノ見は口を開く。

「テュエッラ。『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を勝ち抜き、願いを叶かなえる権利が得られたとして……本当に受じゆ肉にくは可能なのか？」

　唐突な問い。

　火ひノの見みの中で引っかかり続けていた言葉が、するりと喉のどを通り抜けて、テュエッラの目をしばたたかせる。

「な、なんだ……急に」

　戸と惑まどうように応じたテュエッラは、視線をそらして。

「受肉については――」

「確証はない、そういう話は前に聞いた。だが、確証はなくてもそのとっかかり……きっかけになるようなことはあったんじゃないのか？」

　受肉なんて、おとぎ話の眉まゆ唾つばもの。そう口にしたのはセレネだ。

　けれど、その彼女自身が身をもって受肉に近い体験をしていた。

　受肉は決して起こらないことじゃない。

「……ない、と言えないこともない」

　歯切れ悪く言うテュエッラに、火ノ見は薄くため息をつく。

「曖あい昧まいだな」

「う、うるさい……！　でも、それは、本当に曖昧だから仕方ないんだ。『標ひよう失しつ』に関かかわることだから」

「『標失』？」

　世界からの『縁イデア』を切られ、存在したという事実を抹消される、死よりも恐ろしい現象。

　かつて火魅子妹が遭あった災難。

「前々回の『王位争奪戦』で、王女派の旗頭――私からすれば大おお叔お母ば上うえに当たる方が『標失』した。……だが、その方は別の王女派の人間の証言から、受肉したのではないかとも言われている」

「……？　『標失』した人間を覚えていたのか？」

「『縁』を深く世界に結んでいる幻想私世た界人ちは、『標失』した人間のことも完全には忘れない。著しく記憶が薄れはするがな」

「もし本当に受肉したのなら、『標失』したわけじゃないんだから記憶は薄れないだろ」

「だから、『標失』したあとで受肉した、あるいは『標失』と受肉がセットになっていると考えられるんだよ。大叔母上は現在の私と同じような状況、つまり十分な『縁』を吸収していたから、そのせいだとも言われたりしているがな」

「つまり、本当に受肉したのか、そして受肉したとすればどうやってという具体的な部分がわかっていないんだな」

「……そうだ」

　なるほど曖あい昧まいだった。

　曖昧だからこそ――

「リスクが高すぎる」

「え？」

「願いの力でも、受じゆ肉にくできるかどうかはわからない」

「……なにが、言いたいんだ？」

　訝いぶかしげに尋たずねるテュエッラに、火ひノの見みは反射的に口を開いた。

「心配してるんだ」

「――――へ？」

　頭の上から抜けるような声。

　テュエッラの目が丸くなったのを見て、火ノ見は慌てて取り消す。

「いや……違う。そうじゃない。心配しているわけではなく――――」

　心配しているわけではなく、心配しているわけではなく、心配して――いないわけでもない。

「……」

「……」

　再びの、気詰まりな沈黙。

　湿った風が火ノ見の頬ほおをなで、火ほ照てった肌を刺激する。

　今日の自分はどこかおかしい。なにを焦あせっているのだろうか。

　……いや、焦っているのは今日に始まったことじゃないのかもしれない。

　セレネとの一件を経て、火ノ見はいつの間にかテュエッラと二人ですごすのが当たり前になっていることに気づいた。

　そして、それを失いたくないと思っている自分にも。

　受肉にはリスクが伴う。

　自分の存在を天てん秤びんにかける。

　そのリスクを回避するために、テュエッラがもし受肉を望まず、王になることだけを望んだら――。

　そんなことはありえないはずなのに、ただ考えるだけで、火ノ見の胸にはすわりの悪いざらついた感情がとぐろを巻く。

　いっそこのまま『王おう位い争そう奪だつ戦せん』が終わらなければ――そう思ってしまっている自分を自覚せざるをえない。

（……ありえないな）

　失笑。そんなエゴ、通るわけがない。

　通るわけのないエゴ。

（僕は……テュエッラを）

　その先に続ける言葉をどうしても口にできなくて、火ひノの見みはぐっと奥歯を噛かみしめた。
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（怒っているのか……？）

　テュエッラは、黙り込んでしまった火ノ見をうかがい見て、小さくうなだれる。

　――本当に受じゆ肉にくは可能なのか。

　火ノ見の言葉は、テュエッラ自身何度も考えたことだった。

　考えすぎて、逆に思考を放棄してしまったほどに。

　考えても仕方がない。信じてがんばるしかない。

　そう思って、テュエッラはここまできた。

（受肉……）

　最初は世界からの拒絶を肌はだ身みに感じたのが理由だった。

　つまらない世界からの離脱。存在意義の確保。

　けれど、この世界で火ノ見と出会い、共にすごして、テュエッラの考えは少しずつ変わっていった。

『被ひ憑ひよう依い者しや』なんて、しょせん『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で利用するだけの存在。献身的な協力に、願いという報償を与えるただの契約関係。それだけのはずだったのに。

　共に戦い、ときにはケンカをして、身体は無理でも心と心を触ふれ合わせるうちに――いつの間にかかけがえのない存在になっていた。

　火ノ見と、ずっと一緒にいたい。

　そのために、受肉してこの世界にとどまる。

　言葉にすると、死にたくなるほど恥ずかしい。思っただけで顔が熱くなり、心臓の鼓動が速まる。すぐそばにいる火ノ見に気づかれやしないかと冷や冷やする。

　そして、なによりも――

（ヒノミは……受け入れてくれるかな）

　たとえ受肉できても、「よかったな。じゃあ、僕はこれで」と言われてしまえばそこまでだ。

　それでは受肉しても意味がない。今はもう、そうとまで思える。

　だから、テュエッラは確証が欲しかった。

　火ノ見が自分をそばに置いてくれるという確証が。

　でも。

（そんなもの、あるわけがない……）

　恋愛をテーマに扱った雑誌や映画を見て勉強したけれど、わかったのは確証を持つことなどできないということだけだった。

　幻想世界エリユシオンと違って、この世界には確かな『縁イデア』の繋つながりなどないから。

　他人の心は決してわからない。

　できるのは、わからない心を探り、深めて、絆きずなに変えていくこと。

　そのために二人きりで遊園地に行きたいとごねたのに……。

（……アホヒノミ）

　火ひノの見みはきっと、テュエッラがただ遊園地に行きたいだけだと思ったに違いない。

　受じゆ肉にくしたあとのテュエッラの不安なんて、考えつきもしないのだ。

　火ノ見が考えつきもしないなら――

　自分から訊きいてしまえばいいんじゃないか。

　ふと脳のう裏りをよぎった閃ひらめきに、テュエッラは慌ててかぶりを振る。

　そんなことができたら、苦労していない。

　でも、逆に考えれば……できないから苦労している？

（よくわからなくなってきた……）

　わかるのは、火ノ見がさっき口にしていた言葉。

　――話したいことは、そのとき吐き出せ。

「あ、あの、ヒノミ！」

　いきなり大きな声を出したからか、火ノ見はびっくりしたように眼鏡めがねの奥で目をまばたかせて、こちらを見てきた。

「……なんだ？」

　その鋭い眼まな差ざしに、テュエッラはあっさりとひるみ――

（ダメだ……！）

　思い直して、ぐっと歯を食いしばる。

　勇気を振り絞って、火ノ見を見つめ返す。

（む、難しいことじゃない。訊くだけ、訊くだけ――）

　そう自分に言い聞かせながら、高まる緊張を意志の力でねじ伏せ、思いきって――

「――、――」

　口を開けない。

　言葉を紡ぐ前に、どうしても悪い光景ばかりが浮かんでしまう。

　もし、火ノ見に拒絶されてしまったら――

（か、関係ない！）

　そんなことは少しも思っていないのに、思ったことにして。

　テュエッラは強引に唇くちびるを開き――



　どくり、と。



　唐突に。

　胸の中に生まれた懐かしい感覚に、目をまたたく。

　それは。

　この世界では感じるはずのない、鮮明な『縁イデア』の繋つながり。

「どうした」

　不審げに尋たずねてくる火ひノの見みを見て、テュエッラはゆるく首を横に振る。

　違う。この感覚は『被ひ憑ひよう依い者しや』から得られるものとは根本的に異なる。

　そう、これは――幻想世界エリユシオンそのものと繋がる感覚。

「そんなバカな……！」

　自分で出した結論に自分で驚き、テュエッラは感覚の元となる方向へと向き直り、火ノ見に振り返った。

「ついてきてくれ、ヒノミ！」



　　　４



　テュエッラの先導で、火ノ見が辿たどり着いたのは雛ひな形がた高校だった。

　夏休みらしく閑散とした雰囲気。

　校門前から見あげた校舎は、傾いた太陽に赤く照らし出されている。

「ここだ……間違いない」

　胸に手を当てていたテュエッラが険しい表情で呟つぶやき、

「おい」

　火ノ見は額ひたいの汗を拭ぬぐってその小さな背中に尋ねる。

「先に説明だけしろ。なにがあるんだここに」

　ついてきてほしい。その一言だけでここまで走ってきた。

　なにがあるにせよ、準備くらいはしておきたい。そう思う火ノ見に。

「……わからない」

　胸元をぎゅっと握りしめるようにして、テュエッラはどこか苦しげに言う。

「ただ、感じるんだ……ここに、懐かしい――幻想世界の感覚を」

「幻想世界の感覚？」

　うなずくテュエッラは、にらみつけるような眼まな差ざしを校舎へ差し向ける。

「幻想世界をまとめあげる王家の血筋には、幻想世界の『縁』を感じとる特別な力がある。こちらの世界にきたとき、失った感覚だ。……それを今、この場所から感じる」

　手の平を開閉させ、また握りしめる。

「――そんなことはありえるわけがない。ありえるわけのないことが起きている。だから……確かめなくちゃいけない」

「お……おい」

　火ひノの見みの制止も聞かず、テュエッラは一方的にしゃべってずんずん先へ進んでいってしまう。

　仕方なく火ノ見もまた校門を通り抜けた――瞬間。

「――っ？」

　火ノ見の身を不可解な現象が襲った。

　頭のてっぺんから足のつま先まで、一陣の風が体内を通り抜けるような感覚。

　吹き抜けた風が運び去ったのは――

「……ヒ、ヒノミ？」

　同じ異変を感じとったのか、こわごわと声をかけてきたテュエッラに、火ノ見は自分の手の平を見つめながら言う。

「力が……なくなった？」

　正確には『クイーン』以外のすべての力が。

「ど、『同どう体たい』するぞっ！」

　テュエッラの合図に首しゆ肯こうし、身体を一つにしてみても。

「……ない」

　狂者――榛はしばみ桐きり子こを倒して手に入れた、王子派『ナイト』『ルーク』『ビショップ』、王女派『ルーク』『ビショップ』の力。五クラスもの『縁イデア』が、知識が。

　きれいさっぱり消え失せている。

《ど、どういうことだ……？》

　頭中に響くテュエッラの動揺する声。

　火ノ見は顎あごに手を当て、ゆっくりと思考を巡らせると、

「テュエッラ。まだ幻想世界エリユシオンの感覚とやらはあるか？」

《え？》

「僕を通すことなく感じる『縁』だ」

《あ……ああ》

「――なら、罠わなというわけではないのか」

《わ、罠？》

「おまえに幻想世界の『縁』を感知させ、この場所におびき寄せる。その上で僕たちの力を奪ったと考えれば、一応の辻つじ褄つまは合う」

《力を奪ったって……誰だれが？》

「『キング』か火ひ魅み子こ、そのどちらかが間違いなく関係しているだろうな」

《なんのために力を……》

「さぁな」

《んな、肝心なところが適当だぞっ！》

「そんなことはいくらでも考えられるだろ」

『クイーン』の弱体化。あるいは……『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画に関かかわるなにか。

　いずれにせよ、火ひノの見みたちをここにおびき寄せ、力を奪おうとしただけなら、今も幻想世界エリユシオンの『縁イデア』が感じ取れるのはおかしい。目標はもう達されているのだから。

　つまり、その先があるはずだ。

「いずれにせよ、今は舞まいたちと合流するのがベストだろう。僕たちだけでは太刀打ちできないかもしれない」

《…………》

「なんだ？」

《……やけに、素直なんだな》

「素直……？　まあ、おまえと比べればな」

「――ぐっ、そういうことを言ってるんじゃない!!」

『同どう体たい』を解いたテュエッラがまくしたてるように言い、けれど火ノ見と目が合うと、一転してどこか遠えん慮りよするような様子を見せる。

「その……やけに素直にマイたちを頼ろうとするんだな」

　今までの火ノ見なら、巻き込みたくないとでも言いそうなのに――。

　口にされない言葉を読み取って、火ノ見はテュエッラから視線をそらす。

「無む茶ちやをして僕たちが負ければ、舞とセレネにも被害が及ぶ」

「む……、ふ、ふん……そうか。結局はマイたちのことを心配して」

「それに、下手に離ればなれになるとろくな目に遭あわないってことは、前回の件で懲りたからな」

「――――」

「…………とにかく、駅まで行くぞ」

　気まずくなりそうな沈黙を自ら破り、火ノ見は急ぎ校門をくぐり抜けようとして――テュエッラと向かいあう。

「……な、なんだヒノミ？」

　口ごもり、顔を赤らめ、上目づかいにこちらを見あげるテュエッラに。

「……」

　火ノ見は再度背を向け、校門から外に一歩を――踏み出せない。

　いや、踏み出すことはできるのだ。

　校門の外ではなく中に。

　確かに踏みしめた外への一歩は、いつのまにか校門の中への一歩に変わっている。

「……おい？」

　いぶかしげなテュエッラをよそに、急ターン、急ダッシュしてみても。

「うわっ!?　ちょ、さっきからなにやってるんだお前っ！　同じ場所でぐるぐるまわって！」

　同じ場所でぐるぐるまわる――？

「……そういうことか」

「なにがっ？」

　苛いら立だたしげなテュエッラに、火ひノの見みは嘆たん息そくして、重々しく呟つぶやいた。

「どうやら、閉じ込められたらしいな」
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「やはりダメだな」

　裏門を背に、火ノ見は諦あきらめたような口調で言う。

「出られない」

　正門横の壁、グラウンド脇わきのフェンス。様々な場所から外へ飛び出そうと試みてみたが、着地した先は常に元の敷地内だった。

　ケータイも開いてはみたものの、電波云うん々ぬんの話以前に13月42日66時66分の表示を目にして、そのまま閉じる。

　明白な異常事態。

「この学校の敷地内……あるいは外と内の境界に、なんらかの細工がされている」

「そ、そんなあっさりと……」

「事実だ」

　自分で言っておきながら、まるで現実感がない。現実には到底ありえない出来事。

　ありえないことが起きている――。

（いや……起きてしまえばそれが現実なのか）

　テュエッラが感じた幻想世界エリユシオンの『縁イデア』。それがこの世界の『縁』を持つ自分になんらかの形で作用しているのかもしれない。

　考え込む火ひノの見みに、テュエッラが焦あせったように声をあげる。

「そ、そうだ、『同どう体たい』はっ？　『同体』して壁を破壊すれば」

「無駄だろうな。物理的レベルでどうにかなる話じゃなさそうだ」

「で、でも試さないことには……」

　力なく言うテュエッラを、火ノ見はまっすぐ見つめる。

「テュエッラ、おまえだけなら外に出られるんじゃないか」

「……え？」

「この場所の異常が『縁』に起き因いんするんだとすれば、元より僕以外の『縁』と無関係なおまえには影響がないはずだ」

「……なにが言いたいんだ」

　押し殺すような声。威嚇するような口ぶりに、火ノ見は目を細める。

「舞まいたちを迎えに行ってくれ」

「いやだ」

「今はわがままを言ってる場合じゃないだろ？」

「下手に離れればろくな目に遭あわない」

「は？」

「ヒ――ヒノミが言ったんだろ！　私と離れたら、その……」

「……あのときとは状況が違う」

「状況が違っても！　私と離れることに変わりはないっ！」

　うつむくテュエッラは、ぎゅっとドレスの裾すそを掴つかむ。

「もう……あんな気持ちを抱くのは……いやだ」

「――」

　せつなげなテュエッラの表情に、火ノ見は奥歯を強く噛かむ。熱くなる顔をそらして、素そっ気けなく言う。

「……元はと言えば、ここまでおびき寄せられたおまえのせいなんだけどな」

「う。そ、それは…………ごめんなさい」

「……」

「……」

「……、まぁ……起こったことは、仕方ない」

　ぎこちなく言って、火ひノの見みはがりがりと頭をかく。

　どうも調子が狂う。おかしくなる。すぐに――テュエッラへの想おもいを考えてしまう。

　関係ない。関係ない。

　今はそんなことを考えている場合じゃない。

　関係あるのは、考えるべきなのは、異常事態の原因を突き止め、最善の手を模索することだ。

　火ノ見はかぶりをふって校舎を見あげると、短く深呼吸し、

「調べてみるか」

　呟つぶやいて一歩を踏み出した。
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「おかけになった電話は、電源が入っていないか、電波の届かないところに――」

　ため息をついた舞まいは、何度かけても機械的な音声しか流さないケータイを閉じて、周囲を見まわす。

　駅の入口には、ひっきりなしに人の出入りがあった。夏休みであるからか、遊園地帰りの客が多い。駅員も忙しそうに動き回っている。

　ふと見あげた時計は、駅に着いてから二時間以上の経過を知らせていた。

「……おかしい」

　傍らでセレネが呟くのを聞いて、舞は前髪を指に巻きつけるようにして考え込む。

（確かに……おかしい）

　火ノ見は予定がズレる場合、必ず連絡を入れてくれる。

　もちろん、用事がまだ終わっていないだけかもしれない。

　でも。

　同じように、なにか事情があって――あるいは事件に巻き込まれて来られないという可能性も、十分に考えられる。

「……舞」

「うん、わかってる」

　セレネからかけられた声に、舞は小さなうなずきで応こたえると、すぐ近くに人がいないことを確認しながら口元を手で隠して話す。

「不自然だよね」

「ケータイが、通じないというのは、異常」

「電池切れっていうのも考えられなくはないけど……」

「セレネたちとの、連絡手段は、確保するはず」

　そう。自分たちはまだ『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の戦いの中にあるのだ。

『クイーン火ノ見たち』と王女派『ナ舞イたトち』はいざというときのために連携しなければならない。

　そのことを、あの火ひノの見みがうっかりで忘れるとは思えなかった。

　であれば。

「『キング』に……襲われた？」

　自分で口に出しておきながら、舞まいの背せ筋すじを冷たいものが這はう。

　自分たちのいないところで火ノ見たちが襲われた――。

　いや、待て。火ノ見たち『クイーン』は『狂者』の絶大な力を吸収している。襲われたところで、よほどの不意打ちでもされない限り、やられたりはしないはずだ。

　それに、もし火ノ見たちがすでに倒されていれば、王女派の敗北は決定し、セレネも送そう還かんされて――

「……柊ひいらぎ火ひ魅み子こ」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉が、舞の顔をあげさせた。

「柊火魅子――『センター』が、火ノ見を襲った、可能性もある」

　まっすぐに見つめ返してくる紫紺の瞳ひとみ。

　その瞳に宿った複雑な感情を読み取って、舞はセレネがほんの一週間前には『センター』の人間、汐しお月つき彼方かなたという『未デ来ユのナ子ミ供ス』として動いていたことを思い出した。

「そうか、『センター』のことも考えなくちゃいけないんだよね……」

　少し前の舞にとって、『センター』は自分の母親が働いている職場、ただそれだけでしかなかった。

　だが、『王位争奪戦』に巻き込まれ、火ノ見やセレネから聞かされた話によって、その認識は変わっている。

（ううん、今は現実に起きていることだけを考えなくちゃ）

　頭を振った舞の視界に、ふわりと薄うす衣ぎぬが舞う。

「……探して、くる」

　そう口にしたセレネが一人動こうとするのを見て、舞は慌てて声をかけた。

「待って！　……あ」

　思わず出てしまった大きな声。集まる視線に、舞はうつむいて顔を赤くする。

　一般人は幻プ想シ世ユ界ケ人ーが認識できない。一ヶ月以上前に知ったことで、とっくに慣れたはずなのに、いまだに忘れることがある。

「……ごめん、なさい。セレネの、せいで」

　気遣わしげに声をかけてくるセレネに、舞は軽く首を横に振り、小声で呟く。

「……ううん。あたしがうっかりしてただけ」

　きっとセレネはいつもそばにいるからだ。いつも一緒にいるから、安心して忘れてしまう――。

（……それって、もしかして）

　自分の母親にも当てはまることじゃないだろうか。

　母親だから。いつも一緒にいるから。

　だから――『センター』の人間でも、この件には関係ない。そう思っている。

　実際に確かめてもいないのに。

「――」

　なにか得体の知れない衝動に突き動かされるように、舞まいはその手に握っていたケータイ電話を操作し、たちまち母親の番号を呼びだす。

　そうして通話ボタンを――押せない。

　親指をボタンに添えたまま、凍り付く。

「……舞？」

　セレネの問いに、舞は力ない微笑ほほえみを浮かべて天井を見あげた。

（まいったなぁ……）

　肉親を疑うこと。それがどれだけつらいことなのか、舞は考えたこともなかった。自分の半身、いや自分をこの世に産みだしてくれた人。

　もちろん、舞だってつまらないことで親を疑ったことぐらいはある。たとえば昨日だって、自分のプリンが冷蔵庫から消えたのを知ったとき、まっさきに疑ったのは母親だった。

　そんな些さ細さいなことではなく、本気で疑うということ。それが疑われれば、自分と相手の関係が崩れる、自分と相手の絆きずなを叩たたき切るようなこと――そういう意味での疑いは、一度も抱いたことがなかった。

　今。自分はそれを抱きかけている。

　抱かなければとても訊きくことのできないことを、訊こうとしている。

　それは想像以上につらいことだった。

（火ひノの見みは……ずっとこんな想おもいをしていたのかな）

　妹の存在を消されてしまった火ノ見。そのせいで、実の両親すら信じられなくなった彼。

　今になって、火ノ見の気持ちが本当の意味でわかった気がする。

「舞……動くのなら、早く、しないと」

「……う、うん。そうね」

　セレネの急せかすような言葉に、けれど舞は指を動かせない。

　そう簡単には親を疑えない。どうしても別の方向へと考えが向いてしまう。

『センター』は確かにあやしい。でも、そうやって注意をそらすのが『キング』の策略かもしれない。そもそも『センター』の人間は、火ひ魅み子この計画を『標ひよう失しつ』して――。

「……『標失』？」

　ふと抱いた疑問。

　単純な問いが舞まいの指を淀よどみなく動かし、その番号を呼びだす。

　電話の相手は三度目のコールで応じた。

「もしもし――レティアさん？」
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「……誰だれもいないな」

　こわごわとしたテュエッラの声が、薄暗い廊下に響き渡る錯さつ覚かく。

　校舎内にはまったく人の姿が見あたらなかった。

　夏休みなのだから当たり前――と言い切るには、少しばかり様子がおかしい。

「な、なぁヒノミ、今日は部活とかも休みなのか？」

　火ひノの見みも抱いていた疑問。

　ずばり言い当てた異世界の少女に、火ノ見は苦笑を返す。

「おまえ、本当に詳しいな」

「ふ、ふん、当たり前だ。伊だ達てにヒノミの後をついてまわっているばかりじゃないんだぞ。ヒノミは知らないかもしれないけどな、体育の授業で着替えの時間とかに、いろいろ校内を見て回ったりもして――」

「いや、知ってる。授業中もたまにふらふらと外に出てただろ」

「そうだ。そうして、常に情報を仕入れているんだ」

「余計な情報ばかりな」

「そう、余計な――ってそんなわけあるかっ！」

　軽口を叩たたきながら、火ノ見は周囲を十二分に警戒する。

　いるはずの生徒がいない。それはグラウンドを見て回ったときにすでにわかっていたことだ。

　だから今、校舎内を歩き回って火ノ見が認める違和感は、別の理由に起き因いんしていた。

「テュエッラ。まだ幻想世界エリユシオンの『縁イデア』とやらがどこから出ているのかわからないのか？」

「……わからないというか、ずっとわかっているというか」

「ずっとわかっている？」

「雛形こ高校こに着いてからはまったく変わっていないんだ。ここにくるまでは明らかな濃淡があったんだが……」

「ここにくるまでは電波状態の良よし悪あしがあったが、すでに電波の立ちきっている現状、それ以上の変化はわからないということか」

「電波……なるほど、うまいたとえかたをするな」

　腕を組み、なにやら思案顔のテュエッラに、火ひノの見みは別の疑問を口にする。

「敵が僕たちをこの場所に留とどめようと考える理由はなんだと思う？」

「え……？」

　ぱちぱちとまたたかれる紅こう玉ぎよくの瞳ひとみ。

「僕たちの力がなくなったことと、学校の異常な状況はまず間違いなく関係している。その上で、敵はなにを思って僕たちをここに閉じ込めたのか」

「少なくともアエラス兄様――『キング』が私たちの力を奪ったのだとすれば、すぐに襲ってくるはずだから、その可能性は排除してもいい……んじゃなかったのか？」

『キング』じゃないのだとすれば、必然的に火ひ魅み子こ、あるいはその息のかかった『未デ来ユのナ子ミ供ス』が仕組んだことになるが。

「決めつけるのは危険かもしれないな。『キング』がなにを考えているのかはいまだにわからない」

『キング』は頭の切れるタイプだと聞いている。火ノ見に似ているとはセレネの弁だ。

（とはいえ……僕が『キング』だったら）

　力を失い、舞たち仲間とも離れているこの状況は、絶対に見逃さないだろう。

　であれば、この状況を引き起こしたのはやはり火魅子たちなのだろうか。

　しかし、それでもなぜ力を奪い、ここから出られないようにしたのかという謎なぞは残る。

「……私たちはただ閉じ込められたのではなく、集められた、とか」

「集められた？」

　テュエッラの問いかけに、火ノ見は視線を上に向ける。もちろんそこに監視カメラなどは見当たらない。

「――そうか、問題は誰だれがということ……テュエッラおまえ、『キング』の能力に関しては、まったく心当たりがないんだったな？」

「え……あ、ああ。何度も言ったが、私たちは――」

「別々に育てられた」

　それゆえ、能力は知りえない。

　お互いに。

「こちらが向こうの能力を知らないように、向こうもこちらの能力を知らない……つまり、『キング』はテュエッラの能力を見抜くために様子を見ているのだとしたら」

『キング』の能力が、たとえば場所に根ざす結界型の罠わなのようなものであると仮定する。

　その能力でまず火ノ見たちをおびき寄せ、王女舞派『ナたイトち』と分断させた上で、結界を突破する際に使用する能力を観察しようとしている――。

　一応の筋は通るが、しかし。

「どうしてこのタイミングなのかがわからないな……」

「それに、相手から力を奪うような能力は聞いたことがないぞ」

「セレネならまだしも、おまえの『聞いたことがない』はあてにならない」

「なっ!?　わ、私はこれでも幻想世界エリユシオンの姫君なんだぞっ？」

「かわいそうに」

「何に対する同情だぁぁ!!」

　吠ほえるテュエッラを軽やかに無視して、火ひノの見みは一階の廊下の端に到達する。

　すぐ横のドアを開き、空き教室を見回すも、これまで同様特に変わったところはなかった。

「これで校内は一通り見てまわったことになるな」

　職員室や保健室など、いくつか扉の開かない部屋もあったが、それらは施せ錠じようが義務づけられている場所なので自然と言えば自然だ。

　だから不自然なのは、施錠されていない校舎内にまったく人がいないということだけ。

「残っているのは……部室棟だけか」

「……ん？　いや、ヒノミ――」

「この状況を引き起こした人間が敷地内にとどまっているとして、わざわざ部室棟にとどまる理由はなんだろうな」

「え？　あ、ああ、えーと……」

「やはり、なにを考えるにせよ、情報量が少なすぎるか」

「……ふん、たりない情報は自分の足で集めるしかないだろ」

　腕を組むテュエッラを見て、火ノ見は言う。

「なぜだろうな。おまえに正論を言われると反発したくなる」

「ぐ……こ、この、あまのじゃく！」

「まぁ、たりない情報は自分の足で集めるしかない」

「なんで自分で言い直したっ？　私に言われて動くのがいやだからか!?」

「ああ、それだテュエッラ。その被害妄想が実におまえらしい。安心した」

「な、く……もぉぉぉっ!!」

　テュエッラの叫び声に小さく笑みを漏らした火ノ見は、来た道を戻ろうとして、目の前の扉を開ければ部室棟に近いことを思い出す。

　部室棟。

『狂者』榛はしばみ桐きり子こや、操られた舞まいと戦った場所。

「……？」

　かすかな違和感。薄いもやのかかったような感覚に首をかしげる。やはり連日のなれない『調査』で疲れているのだろうか。

　頭を振ってドアを開けると、後ろのテュエッラが固まったように足を止めていることに気づいた。

「どうした？」

「……やっぱりおかしい」

「なにが」

「ヒノミ、お前さっき残っているのは部室棟だけだって言ったよな？」

「ああ。グラウンド、体育館、校舎内を見てまわったんだから――」

「練れん武ぶ館かんの中は？」

「…………練武館」

　そういえば、そうだ。

『狂者』や操られた舞まいと戦った場所も、部室棟ではなく練武館の前だった。どうして勘違いしていたのだろう。

（――勘違い？）

　それは本当に勘違いなのか。

　自問する火ひノの見みを、どこか思いつめた表情のテュエッラが追い抜いていく。

　向かう先は左奥の部室棟ではなく、右奥にある練武館。

「お……おい、ちょっと待て」

　火ノ見の声にも振り返らず、テュエッラは開きっぱなしのドアを抜けて、躊ちゆう躇ちよなく練武館の中を突き進んでいく。

　仕方なく彼女を追う火ノ見は、練武館に足を踏み入れ、

「……」

　全身を包む不ふ可か思し議ぎな感覚に、眉まゆ根ねを寄せる。

　もう何度も授業で来たことがあるはずなのに、はじめて足を踏み入れたような新鮮さ。

　なにかおかしい。

　しかし、そのなにかをはっきりと言葉にできない。

　こんな感覚、以前もどこかで味わったような――と思ったところで、はたと気がつく。

「……『標ひよう失しつ』？」

　世界から『縁イデア』を切り放し、記憶から抹消する技術。それが練武館に適用されていたのだとしたら。

　火ノ見の脳のう裏りに閃ひらめきがよぎったのと、テュエッラが足を止めたのは、ほぼ同時だった。

「今、不自然な『縁』の乱れを感じた」

「『縁』の乱れ？」

　問い返す火ノ見に、テュエッラはなにも言わず、左手の扉を見つめる。

　違和感はどうやらそこから生じているらしい。

　ちらりと目配せしてきたテュエッラに、火ノ見は小さく首しゆ肯こう。

　一歩を踏み出し、扉に手をかけ――勢いよく開け放つ。

　途端に鼻をつく、薬品のようなにおい。

　顔をしかめた火ひノの見みは、目をこらして相応に広い室内を見まわす。

　光量が少なく、雑然としたその部屋は、そこかしこに竹刀やらマットやらが置かれていて、一見すると体育用具室のように見える。

　しかし、体育用具室にしては広すぎるし、なにより――部屋の奥。

　格子状の窓から差し込む斜陽に、照らし出される小さな人影。

　低い天井から垂れ下がる透きとおった鎖状のものに全身を縛られ、ぼろぼろの衣服を身にまとったその人物は、うなだれるように顔をうつむかせていて、表情が判然としない。

　ただ、その肩口で切り揃そろえられた美しい金髪、この世ならざる美び麗れいな風ふう貌ぼうを目にして、火ノ見は傍らのパートナーに振り返った。

「……バカ、な」

　火ノ見が声をかける前に。

　愕がく然ぜんと呟つぶやいたテュエッラは、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを大きく見開き、唇くちびるを震わせて、衝撃的な言葉を口にした。

「アエラス兄様……！」
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「……アエラス？」

　火ノ見の問いに、テュエッラはとっさに答えることができなかった。

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』における、最大にして最後の敵『キング』。

　兄であり、憧あこがれの存在でもあった『静せい嵐らんの王子』アエラス。

　その彼が、思いもよらない形で現れたということに、戸と惑まどっているというのもある。

　けれど、なによりも――。

「どうして……幻プ想シ世ユ界ケ人ーが鎖に縛られている？」

　火ノ見の口にした疑問は、テュエッラの抱くそれとまったく同じものだった。

「――アエラス兄様！」

「お、おい」

　背中にかかる制止の声を振りきって、テュエッラは変わり果てた姿のアエラスへと駆け寄る。

『王位争奪戦』の最中、敵である『キング』に『同どう体たい』もせずに近寄るという無む謀ぼう。

　そんなことは、頭の中から消え去っていた。

　思い出すのは、年に数度の顔合わせ。

　王子派と王女派が一堂に会する場で、アエラスはいつだって毅き然ぜんと振る舞い、そして妹である自分に優しくしてくれた。

　容姿や背格好はそっくりなのに、自分とはまるで違う器の大きさ。

　王者の風格というのはああいうものを指すのだろう。

　いずれはその兄と戦わなければならない。それがわかっていてなお、テュエッラはアエラスに好意と尊敬の念を禁じえなかった。

　なのに。

「アエラス兄様っ、アエラス兄様！」

　近くで見るアエラスは、ひどい状態だった。

　わずかに上下する胸の動きから、最悪の事態だけは避けられているようだったが、テュエッラがいくら声をかけてもぴくりとも動かない。

　黒を基調とした衣装はぼろぼろで、全身に巻き付く不ふ可か思し議ぎな鎖によってあちこち擦さつ過か傷しようのようなものができている。

「ひどい……っ」

　眉まゆをしかめたテュエッラは、鎖を外そうと胸の辺りに手を伸ばし、あることに気がつく。

「――え？」

　黒のフロックコートの下、破けた白いシャツからはだけた薄い胸。



    

  
    
      



    

  
    
      　男性ならば本来露出しているはずのその場所に、幾重にも巻かれた細い布。

　その下に隠れる二つの胸の膨ふくらみは、どう見ても――。

「女……？」

　背後からの火ひノの見みの声に、テュエッラは振り返って、慌てて手を広げる。

「み、見るなっ！」

「……？　なんでおまえが焦あせる」

「う、ううるさいうるさい！　女性の胸をのぞき見るなんて非常識だ不謹慎だ無ぶ遠えん慮りよだ!!」

「そうだな」

　あっさりと引いた火ノ見は、軽く肩をすくめて言う。

「おまえよりあったしな」

「んな……っ!?」

　がーん、と固いもので頭を殴られたようなショックを受け、思わずよろめいたテュエッラは、ちらりとアエラスの胸を見て、納得しそうになる自分を懸命に奮い立たせる。

「む、む、胸というものはだなっ、大きければいいというものでもなく、触ってわかるやわらかさ、見てわかる形の良さなど多角的な評価が求められるもので――」

「そういうどうでもいいことは別にしてだ」

　あっさりと遮さえぎる声が鋭さを増す。

「本当にそれはアエラスなのか？」

「――」

　こちらをまっすぐ見つめる切れ長の瞳ひとみ。その語気の強さに押されるようにして、テュエッラはちらりと後ろを振り返った。

「あ……ああ、間違いない。火ノ見も見ればわかるだろう？　私とアエラス兄様――『キング』は」

「双子か」

「……そうだ」

　アエラスとテュエッラ。

　外見も背格好も、ほとんど変わらない。外面的な部分で違っているのは、性別だけだったはずなのに――

「……どうして」

　混乱したまま呟つぶやいたテュエッラに、腕を組んだ火ノ見がさも当たり前であるかのように言う。

「最初から女だったんじゃないのか」

「――そんな」

「馬ば鹿かな、ということはないはずだ。おまえたち二人は、ほとんどの時間を離れてすごしていたんだろ？　気づかなかったとしてもおかしくはない」

「でも」

「それよりも、こいつがおまえの言うとおり本物の『キング』であるのなら、どうしてこんな状態になっているのか……そっちのほうが問題だろう」

　火ひノの見みは油断なく気を配るようにしながら、アエラスへと手を伸ばし、その手を空振らせる。

　そのまま、鎖も触ってみようとするが。

「やはり両方とも触ふれられないか……テュエッラ、おまえは？」

　そう促されて、テュエッラも鎖をほどこうとしてみるが、結果は火ノ見と同じだった。

「……こちらの世界で幻プ想シ世ユ界ケ人ー同士は触れられない」

　憮ぶ然ぜんと口にするテュエッラに、火ノ見は首をわずかに傾けるようにして言う。

「なら、なぜこの鎖はアエラスを捕えている？　この鎖はなんなんだ？」

「え……そ、それは」

　そうだ。幻想世界人は、こちらの世界の物質にも触れられない。にもかかわらず、幻想世界人であるはずの彼女は、こうして鎖に自由を奪われている。

　なぜか。

「な……なんでだろう？」

「…………おまえは、本当に」

「ちょっ、こ、こらヒノミおまえ、そのため息！　本当に、の後になにを続けるつもりだったんだおい!?」

「訊ききたいのか馬ば鹿か姫」

「ってすでに答え言ってる!!」

「よくわかったな馬鹿姫。さすがは馬鹿姫」

「――ぐうぅぅっ、もうっ！」

　ぎりぎりと奥歯を噛かみしめるテュエッラを横目に、火ノ見は飄ひよう々ひようと続ける。

「単純に考えて、鎖はそちら側のものなんじゃないのか」

「そちら側って――幻想世界エリユシオンの？」

「争いがないからといって、鎖までないってことはないだろ」

「そ、そりゃあ、あるけど……ってそういうことじゃない！　幻想世界のものをこっちの世界に持ってくるなんてことは」

「できなくはないはずだ。現に幻お想ま世え界た人ちがこっちに来ているわけだしな。あるいは、こちら側で作ったのかもしれない。『標ひよう失しつ』を技術として確立できているんだ、不可能じゃないだろう」

「それは……いや、たとえ鎖が幻想世界のものだとしても、こちら側に『縁イデア』をつなぐことができなければ意味がない」

「だから、そのためのこの環境だとしたら？　この場所に幻想世界エリユシオンの『縁イデア』を感じる。そう言ったのはテュエッラ、おまえだ」

「――――」

　確かに、幻想世界の『縁』があれば、幻想世界の物質も存在できなくはない。

　つまり、この場所に幻想世界の『縁』が満ちていたのは、『クイーン』を閉じ込めるためではなく、『キング』を捕まえるためだった――？

　相変わらず頭の回る火ひノの見みに、テュエッラは目を丸くして舌を巻くが。

「とはいえ、『キング』を捕まえるためだけに、ここまで大がかりなことをやったとは到底思えないけどな」

「……は？」

　前言を丸ごと覆くつがえすような発言。

「ん？　当然だろ」

　開いた口が塞ふさがらないテュエッラに、火ノ見はさらりと言う。

「そこまで大きな力を持っていて、どうして『キング』だけを捕まえるのに学校一つを巻き込む必要がある。どう考えても――」

「はぁ!?」

　テュエッラのあげた声に、火ノ見が顔をしかめ、そうして両者共に口を開きかけたそのとき。

「ぅ、う……」

　聞こえてきたのは、うめき声。

　それがすぐ後ろ、うつむいたままのアエラスから発されたものだと知って、テュエッラはいち早く彼女に向き直った。

　ゆっくりと持ちあがる頭。さらさらと落ちるブロンドの下、疲ひ弊へいのにじむ顔に浮かぶ感情は――恐怖。

　鎖ごとのけぞるようにして、アエラスはろくにこちらを見ずに言う。

「……っ、だ、誰だれだ？　ま、またわたしを傷つけて――」

「アエラス兄様！」

　脅おびえるアエラスに、テュエッラは自分の顔をめいっぱい近づけて、懸命に訴える。

「私です、アエラス兄様……！　あなたの妹……テュエッラです」

　手を握ってあげられないのがもどかしい。鎖を外せない無力を呪のろわしく思う。

　いったいどんな目に遭あわされたのか。幻想世界での毅き然ぜんとした態度など見る影もなく、恐れおののいた様子を見せるアエラスに、テュエッラはうつむき唇くちびるを噛かむ。

「…………テュエッラ？」

　小さな呟つぶやき。その確認するような響きが、テュエッラに顔をあげさせた。

「そうですアエラス兄様！　私がわかりますか？」

　見開かれた同じ色の瞳ひとみがテュエッラを映し、すぐに伏せられる。

　そうして浮かべられたのは、安あん堵どと苦く渋じゆうの相あい反はんする表情。

　どこか諦あきらめるような口調で、アエラスは驚くべきことを口にした。

「テュエッラ……わたしを、送そう還かんしてくれ」

「――――え？」

　思いもよらない言葉。想像だにしなかったセリフに、思考が停止する。頭の中で繰り返される単語が、テュエッラの胸中を容赦なく揺さぶる。

　王になることをあれだけ望んでいたアエラスが、自ら敗北を認めようとしている――？

「送還、と言ったな」

　目を見開くテュエッラの後ろから、火ひノの見みが口を挟む。

「あんたは今一人に見える。送還をしようにも『被ひ憑ひよう依い者しや』の姿がなければどうにもならない」

「――ヒノミっ！」

「実際にやるかどうかはまた別の話だ」

　勇んだテュエッラをいなすようにして、火ノ見はアエラスだけを見つめる。

「『被憑依者』……わたしは、自分からは、誰だれとも契約していない」

「誰とも契約していない……？　どういうことだ？」

　火ノ見の問い返しに、アエラスは苦しげにうつむき、ぽつりぽつりと話しだす。

「わたしは、この世界に降こう界かいしてくると同時に、わけのわからぬ人間に囚とらわれた。その者たちは『縁イデア』を自由に操り、わたしと別の人間の『縁』を結びつけ、無む理り矢や理り契約状態にすると、この不可解な鎖で自由を奪った……」

　アエラスの話を聞いて、テュエッラが思い浮かべたのは、『狂者』を利用し、最初に対たい峙じした、透とおると呼ばれていた『未デ来ユのナ子ミ供ス』だ。

　彼は確かに、アエラスを降界直後に捕えたと言っていた。

「それからずっとここに囚われていたのか？」

「……そうだ。……この場所に、ずっと」

　言こと葉ば尻じりを小さくするアエラスに、テュエッラは胸の奥がきゅっとすぼまるような感覚を覚える。

　こんな寂しい場所に。ひと月以上も。――ひとりで。

　怒りより先に、申し訳なく思う。

　毎日のように学校に通っていたのに。

　気づくことが、できなかった。

「アエラス兄様……」

　やりきれなさを噛かみしめるテュエッラに、アエラスは顔をうつむかせて、うめくように言う。

「頼む……テュエッラ。ほど近いどこかに、わたしの形だけの『被ひ憑ひよう依い者しや』が存在するはずだ。その者を、倒して――」



「そういうわけにはいかないんだよ」



　遮さえぎる第三者の声は、背後から聞こえてきた。

　振り返るテュエッラが目にしたのは、ドアの前に立つ、長い栗くり色いろの髪の少女。

　見覚えのある、ありすぎる彼女の姿に。

　誰だれよりも早く、傍らの火ひノの見みが声をもらした。

「――火ひ魅み子こ」
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「――火ひ魅み子こ」

　火ひノの見みの声に、火魅子は端整な顔を一瞬だけほころばせ、すぐに真顔に戻った。

「ひさしぶりだね。おにいちゃん」

　警戒の込められた声は、低く小さい。

　猫科の動物を思わせるしなやかな肢体にまとうのは、二の腕もあらわな桜色のキャミソールに、スカートのようなシルエットのティアードパンツ。

　すらりと伸びる長い足はボーダーのニーソックスに覆おおわれ、足先のスニーカーがとんとんと地面をたたく。

「やっぱり、ここにたどりついちゃったんだ」

　やっぱり、ということは。

「……僕たちがここにくることをわかっていたのか」

　監視。尾行。火ノ見の脳のう裏りに浮かぶ穏やかでない言葉の数々は、けれど。

「ううん。おにいちゃんたちなら探し当てちゃうかなぁって気がしただけ」

　どこか寂しそうに、火魅子は口元だけに笑みを浮かべる。

　妹のその表情に、火ノ見は胸がかき乱されるのを感じて――

「アエラス兄様をこんな目に遭あわせたのはお前か」

　火ノ見の前に割り込んできたテュエッラの姿に、目を見張る。

「おい、テュエッラ……」

「アエラス兄様をこんな目に遭わせたのはお前かと訊きいている」

　唸うなるように言うテュエッラは、火ノ見の声を聞いていないようだった。一心に前を、ドアの前に立つ火魅子だけをにらみすえる。

「それはまた答えるのがむずかしい質問だなぁ」

　火魅子は飄ひよう々ひようと肩をすくめてみせ、テュエッラの静かな激情をゆるやかにいなす。

「とりあえず、アエラスちゃんを閉じ込めるように命令したのはわたしじゃないよ。……命令したのはね」

　意味深な言い回し。

　アエラスを閉じ込めるよう命令したのは火魅子ではない……？　火ノ見がその言葉の真意を問う前に。

「いずれにせよ、アエラス兄様を辱めた人間であることには変わりないわけだな」

「そうだとしたら？」

「――許さない」

　テュエッラの低い宣言に、火ひ魅み子こは小さく笑った。

「テュエはアエラスちゃんと敵同士じゃない。それなのに、どうしてそんなに怒っているの？」

「お前はヒノミがバカにされたら怒らないのか？」

「怒るよ。怒るに決まってる」

「それと同じことだ」

「……ふーん。テュエにしてはまともなことを言うね」

「してはってなんだ、してはって！」

「言葉どおりの意味だけど」

「く、ぐ……っ、そういうところばかりヒノミに似て……！」

　悔しげに拳こぶしを握りしめるテュエッラに、火魅子の微笑ほほえみは変わらない。

「それに、テュエは一つ間違ってるよ。わたしとおにいちゃんは別に敵同士なんかじゃない」

　独白のような言葉はまっすぐこちらへと向き、火ひノの見みはその返答を拒否する。

「火魅子。どうして僕たちをここへ閉じ込めた？　『狂者』の力を奪ったのもおまえの仕業なのか？」

　冷たい問い。

　意識して感情を込めずに投げた言葉が、妹の表情を再び硬いものへと変えていく。

「どうしても……そういう話になっちゃうのかな？」

「他ほかに話すことがあるのか」

「つれないね、おにいちゃん。いくらでもあるでしょ？　たとえば……どれだけわたしがおにいちゃんのことを好きか――」

「火魅子」

　無む理り矢や理り明るい方向へ持っていこうとする言葉を。

　火ノ見は断ち切る。

「僕たちは、敵同士だ」

「――」

　強こわばる表情。

　沈黙する火魅子を見て、火ノ見の脳のう裏りをよぎるのは、数週間前に起きた一連の事件の記憶だった。

　セレネ――彼方かなたの肉体を奪い、こちらの世界に戻ってきた火ひ魅み子こ。

　彼女は、戻ってきたと同時に火ひノの見みの唇くちびるを奪い――いや、違う。そうじゃない。そんなことはどうでもいい。

　今は、火魅子を突き放し、真実を聞き出さなければならない。真実を聞き出した上で、彼女の計画を阻害する。それだけが大事で、それ以外のことはなにも――

「そっか」

　色を失った声。

　変に乾いた言葉が、火ノ見の耳じ朶だを打つ。

「わたしたちは敵同士、なんだね」

　うつむく火魅子の顔は見えない。

　ただ、不自然に孤を描く唇。赤い赤い唇だけが火ノ見の網膜に焼き付く。

「なら、敵同士……やるべきことはやらないと」

　打ち鳴らされる指。

　それが合図だったのか、扉の外から現れたのは、十数人からなる、奇妙に印象の残らない少年少女たち。

「『未デ来ユのナ子ミ供ス』……！」

　テュエッラの呟つぶやきにも、火魅子は答えない。

　表情をなくした彼女が口にするのは、儀礼的な確認。

「『王おう位い争そう奪だつ戦せん』における願いの力がね、『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画に必要なの。だから、そのときまでアエラスちゃんは送そう還かんさせられない。おにいちゃんたちは、ここを知ったことでアエラスちゃんを送還できるようになっちゃったから」

「もう自由にはさせられない、というわけか」

　先んじて問い返した火ノ見に、火魅子は『未来の子供』を部屋中に配することで答えとする。

「くっ、ヒノミ！」

「…………ああ」

『同どう体たい』状態は、運動能力のみならず五感もまた飛躍的に向上させる。文字どおり四方八方からの視線を感じながら、火ノ見が抱くのは小さな疑問だった。

　火魅子は、なぜこうもあっさり自分たちを『同体』させたのか。

　彼女には『同体』を禁じる『縁イデア』の糸がある。それを使われてしまえば、実質的にこちら側に打つ手はなくなるのに。

（もしかして――）

　脳のう裏りをよぎった推測が、眼前で目を細める火魅子に重ね合わされて。

「なに、おにいちゃん？　いまさら怖おじ気けづいちゃった？」

　挑発するように言う火ひ魅み子こを、火ひノの見みは黙って見つめ続ける。

「……どういう意味なのかな、その目」

　かすかに苛いら立だちの混じった言葉に、首を横に振ってみせる。

「意味なんてない。相手をするのは、はじめから火魅子ただ一人だけだろ」

「…………そうだね」

　再度鳴り響く指先をこすらせる音。

　その音と同時に、部屋中の『未デ来ユのナ子ミ供ス』が糸の切れた操り人形のように力なく床に崩れた。

《な――なにを……》

「勘違いされると嫌だから、先に言っておくけど」

　ドアから離れ、一歩、二歩とこちらに近づいてくる火魅子。

「『未来の子供』を操ることだけが、わたしの力じゃない」

　五メートルと離れていない距離で、止まる。

「もちろん、『同どう体たい』の禁止もしないよ。それじゃあつまらないから」

　両手を広げて、余裕の笑顔。

「その代わり――本気でかかってきてね、おにいちゃん」

　口元に浮かぶ歪いびつな笑みが、火ノ見の目を細めさせた。

《ヒノミ……ここまで言われて黙っていることはないぞ》

　頭中で呟つぶやくテュエッラは、火ノ見に告げる。戦え、と。

　しかし、火ノ見は。

「火魅子。おまえはどうしてここにいる？」

「――」《な……》

　テュエッラですら絶句してしまうような、素そ朴ぼくで、だからこそ根本的な問い。

《なにを、いまさら……》

「……おにいちゃんは、敵にそれを訊きくの？」

　呆あきれとともにテュエッラが呟き、薄い笑みとともに火魅子が訊く。

　答える火ノ見は、呆れも笑いもしなかった。

「答えが得られるのなら誰だれにだって訊く。タイミングも関係ない。違うか？」

《…………》

「ふふ、それは本当におにいちゃんらしいけど――でも、言わないよ」

　くすぐったそうな笑顔が、瞬時に酷薄な表情へと変わる。

「ねぇ、おにいちゃん。わたし言ったよね？　おにいちゃんは、全力を出したわたしには絶対勝てないって」

「……」

「今、試してみよっか？」

　そう口にして、火ひ魅み子こはゆっくりと戦闘態勢を取る。

　細い右腕を前に出し、上体を低く構えた奇妙な姿勢。猫科の瞳ひとみが獲物を見定めるように細まる。

　かすかに動く指先が、不可視の糸――『縁イデア』を御する『触しよく手しゆ』を伸ばしていることは、想像にかたくなかった。

「もしも、おにいちゃんがわたしに勝てたら……」

　たわめた足に蓄積する、運動エネルギー。

　膝ひざの形をした弓の弦は、限界ぎりぎりまで引き絞られ――

「教えてあげるよ！」

　一気に放たれた。
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　矢のような突とつ貫かん。

　迷いのない火魅子の一撃に、火ひノの見みは寸前で身体を捻ひねることでどうにか事なきをえる。

《こ、こいつ……っ、本当にただの人間か!?》

　テュエッラの悲鳴じみた叫びは、天井に足をつける火魅子を見てのものだった。

　あたかもそちらが地面であるかのように、天井で低い姿勢を取る火魅子は、こちらに向かって勢いよく天を蹴ける。

《ヒノミっ！》

「……」

　間髪入れず使用した『超速移動ハイエンド』は、火ノ見の身を室内奥、アエラスの囚とらわれたその場所へと移動させた。

《冗談じゃないぞ……『被ひ憑ひよう依い者しや』でもないくせに、どうしてあんな力を》

「――『被憑依者』、かもしれない」

　テュエッラの呟つぶやきに答えたのは、思わぬ人物だった。

《アエラス兄様……》

「……わたしの『被憑依者』は、無む理り矢や理り契約を結ばされた何者かだ。わたし自身顔も見ていない。漠然と『縁』を感じていたが、それもわからなくなった。だから――」

「それは違うよ」

　無造作にこちらに歩んでくる火魅子は、両手の指先を動かし続けている。

「わたしのこの力は、純粋に『縁』を操って得ているもの。もちろん、『異い界かい』と化した場所限定の能力だけどね。――アエラスちゃんの『被憑依者』はちゃんと別に存在している」

《それも『未デ来ユのナ子ミ供ス』か……！》

「ノーコメント……と言いたいところだけど、まぁ隠していても仕方ないしね。そうだよ。『契約の儀式テスタメント』ができないから、常にある程度近くにいなくちゃダメっていうのがネックになってね。そんなの『未来の子供』ぐらいにしか頼めないでしょう？」

《は、意志がないのをいいことに、道具のように使っているんだな……外道め》

「……心外だなぁ」

　どこか傷ついたような表情をして、火ひ魅み子こは細い肩をすぼめてみせる。

「わたしは『未来の子供』を救おうとしている。『未来の子供』も自分たちが救われるのを望んでいる。両者の利害は一致しているんだよ？　お互いに協力し合うことのなにが悪いの？」

《たとえ『未来の子供』が救いを求めていて、それをお前が叶かなえようとしているのだとしても、道具のように利用している事実に変わりはない》

「…………テュエとはわかり合えそうにないね」

　低く響く声。

　足を止めた火魅子は、顔をうつむかせてふるふると首を横に振る。

　片側で結われた長い栗くり色いろの髪が、首の動きに合わせて大きく揺れた。

「――気が変わったよ」

　そう呟つぶやき、火魅子が両手を交差させる。

　その手の動きと同時に、壁際で倒れていた『未来の子供』たちが息を吹き返したかのように次々と立ちあがった。

《……っ、貴様！》

「当てつけるつもりはないけど、後ろめたい気持ちにもなりたくないから」

　どこか矛む盾じゆんする言葉を連ねて、火魅子は切れ長の瞳ひとみを細める。

「わたしも――全力を尽くすね」

　その言葉が合図。

　四方八方に散っていた『未来の子供』が、火ひノの見みめがけて殺到する。

《く、ヒノミ！》

　テュエッラの促す声に従って、火ノ見は能力を使用した。

『超速移動ハイエンド』。

　文字どおりに速度を超えた肉体が、絶望的な包囲網をあっさりと切り抜け、火魅子の目の前へと移動する。

「――」

　交錯する視線は一瞬。

　火ひ魅み子こは物理法則を無視した動きでその身を瞬時に浮き上がらせると、壁に両足をつけ、左手を小さく振る。

　同時に散開する『未デ来ユのナ子ミ供ス』は、火ひノの見みを遠巻きに囲む陣形をとった。

《ふん、あくまでこちらを逃がすつもりはないというわけか》

　出口付近を念入りに封鎖する『未来の子供』の壁。

「……ここまできておあずけっていうのはさすがに厳しいからね。一応の保険だよ」

《は、あいにくと、私たちに逃げる気などさらさらない！》

　高らかに宣言するテュエッラに、火ノ見は小さくため息をつく。

「勝手に決めつけるな」

《え――逃げるつもりがあるのか!?》

「……そういうことを言ってるんじゃない」

　火ノ見は頭を振って再び天井に足をつけた火魅子を見る。

　上下逆さまであるためか、火魅子の顔からはなんの感情もうかがえない。

　なんの感情もうかがえないからこそ――火ノ見は自分の中に芽生えた確信を深めることができた。

「次で、決めるよ」

　冷たい宣言は、天井から降り落ちてくる。

　柊ひいらぎ火魅子の決意。

　決意は覚悟となり、右手を通して行動へとつながる。

　ぱちりと鳴らされる指が、室内奥にいた『未来の子供』をいっせいに動かし、天井に張り付く火魅子は――動かない。

　彼女は明らかに火ノ見の能力使用を待っていた。

『超速移動ハイエンド』を使用し、移動したその瞬間を狙ねらい撃うつ。

　合理的で、冷れい淡たんな選択。

　だから――火ノ見は思う。

　そんな選択を、させるわけにはいかない。

《――？　ヒノミ!?》

　動かない身体。発動しない能力。

　異変を察したテュエッラが声をはねあげる。

《な、なにをして――ああ、ちょ、能力が発動しないのなら、せめて》

「テュエッラ」

　急速に接近する『未来の子供』を無視して、火ノ見は言う。

「『同どう体たい』を解いてくれ」

《は、はぁ!?　バカなことを言って――ってバカぁぁっ!!》

　一際大きな声は、眼前まで迫った『未デ来ユのナ子ミ供ス』が原因らしく。

　火ひノの見みはなんの構えも取らず。

『未来の子供』の振り下ろした拳こぶしを、その身に――受けなかった。

　眼前。

　まさに目と鼻の先で、ぴたりと止まる拳。

　拳を止めた『未来の子供』の顔に表情らしい表情はない。

　印象に残るようで残らない、埋没する無個性をそのままに表わしている。

「………………なんのつもりかな？　おにいちゃん」

　天井からの声は機械的なようで、わずかに歪ゆがみを伴っていた。

《……え？　あ……た、助かった？》

　遅れて気づいたらしいテュエッラが、安あん堵どするような息をつき、すぐに思い出したようにまくしたてる。

《こ、こらぁヒノミっ!!　お、お前はいつもいつもなにを考えて》

「テュエッラ、悪い。――『同どう体たい』を解いてくれ」

　遮さえぎる火ノ見は静かに繰り返す。

「頼む」

《――――》

「……おにいちゃん。そんな願い、誰だれが聞くと――」

　火ひ魅み子こが言い終わる前に、火ノ見の目には太陽を思わせる金色の髪を翻ひるがえした少女の姿が映る。

　腰に手を当て、やわらかそうな頬ほおを膨ふくらませる少女――テュエッラは、不満げな様子を隠そうともせず、一心に火ノ見をにらみつけてきた。

「まったくだ！　そんな願い、誰が聞くと思う!?」

「……」

　火ノ見はかすかに頬をゆるませながら、無言でテュエッラを指さす。

「……ふん、私以外の誰が、という話だ」

　腕を組み、そっぽを向くテュエッラは、文句を言いながらも自分を信じてくれているのだと実感できて。

「ありがとう」

　誰にも聞こえないように口の中だけで呟つぶやき、火ノ見はいつの間にか地面に降り立っていた火魅子に向き直る。

「……理解できない」

　眉まゆ根ねを寄せ、言葉どおりの表情を浮かべる火魅子は。

「動かないで」

　近づこうとした火ひノの見みを制するように、左手の指先を突き出す。

「動けば『未デ来ユのナ子ミ供ス』の束縛が解けて、おにいちゃんの意識は……永遠に飛ぶことになる」

　脅しの意味も込められた鋭い声音に、けれど息を飲んだのはテュエッラだけだった。

「かまわない」

　あっさりそう言って、火ノ見は歩みを再開する。

　同時にすぐそばの『未来の子供』が動きだし――

「ヒノ――」「そのままでいい！」

　テュエッラの『強制同どう体たい』を制す一喝。

　それはそのまま『未来の子供』の動きも止めることとなった。

「……どうした火ひ魅み子こ？　僕が言ったのはテュエッラのことだけだぞ。『未来の子供』を止めろとは」

「黙って!!」

　荒げられた声。

　火魅子の発した怒声は、火ノ見に新鮮な想おもいを抱かせる。

　十年前。火ノ見がまだなにも知らず、火魅子とただの兄妹きようだいでいられたころ。

　火魅子が本気で怒って声を張り上げるようなことは、一度もなかった。

　苦虫を噛かみつぶしたような顔で火魅子は言う。

「答えておにいちゃん。それは……どういうつもりなの？」

「どういうつもりもなにも、見たままだろ」

「答えになってない……！」

　火魅子の振った左手に呼応し、三人の『未来の子供』が火ノ見の前に立ちはだかるが、火ノ見は彼女たちを軽く手で押しのけて歩を進める。

「……っ」

　ぎり、と火魅子の歯ぎしりが聞こえた気がした瞬間、火ノ見は押しのけた『未来の子供』から一撃を喰くらい、無ぶ様ざまに床を滑った。

　衝撃で眼鏡めがねが飛び、フレームがわずかに歪ゆがむ。

　しかし、それだけだ。

「ヒノミっ！」

「――大丈夫だ」

　テュエッラの声に軽く手をあげて答え、ズボンに付着した埃ほこりを払って立ちあがると、目の前には『未来の子供』。

「…………」

　火ノ見は薄くため息をつくと、さっきしたのと同じように押しのけようとし、その手を掴つかまれた。

　華きや奢しやな腕からは想像もつかないような強い力。

　ぎしりと歪ゆがむ骨に痛みが走っても、火ひノの見みは表情を変えない。まるでそれが自分のものだとわからないかのように、無関心に自分の腕を見つめ、されるがままにする。

　みしみしと鳴る火ノ見の右手首に――先に音をあげたのは火ひ魅み子このほうだった。

「……戦って、よ」

　絞り出すような声。

　顔をうつむかせ、唇くちびるを震わせる火魅子は、まるで自分の腕が痛んでいるかのように強く強く自分の右手首を掴む。

「勝負してよ！」

　懇こん願がん。そうとしか受け取れない言葉に。

　火ノ見は右手首の拘束がゆるむのを感じながら言う。

「言ったはずだ。僕は火魅子には勝てない」

　全力の火魅子には勝てない。数週間前の戦いで火ノ見が実際に口にした言葉。

　そのセリフに、火魅子はどこか脱力するように顔をあげて、恐る恐る尋たずねる。

「じゃあ…………負けを認めるの？」

「いいや。負けるつもりもない」

　即座の返答に、火魅子が表情を凍り付かせた。

　妹のその表情を目にして、火ノ見はいまさらながら自分がひどいことを口にしているのだと実感して、苦笑したくなった。

　火魅子に残酷な選択はさせたくない。そのための行動だったはずなのに、結局つらい想おもいを抱かせている。

　でも。

　それでも――火ノ見は言う。

「勝負しなければ、勝つことも負けることもない。だから僕は――戦わない」

「――――」

　息を飲む火魅子とまっすぐ見つめあう。

　あたかも眼まな差ざしで互いの力をはかりあうかのように。

　そうして、先に折れたのは。

「……はぁ」

　肩を落とし、張り詰めた気を抜くように息を吐いた火魅子。

「本当に……おにいちゃんには、かなわないな」

　浮かべる表情は苦笑だった。

　腕を下ろすのと同時に『未デ来ユのナ子ミ供ス』たちも床に伏す。

　戦闘解除をその身で示して見せた火ひ魅み子こは、安あん堵どと寂しさ、相あい反はんする感情をない交ぜにした笑顔で静かに言った。

「わたしの、負け」
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「……いいのか、火魅子」

　神妙に尋たずね返す火ひノの見みに、火魅子はサイドに結ったポニーテールを揺らして、首を横に振る。

「いいよ……だって、どうせおにいちゃん、アエラスちゃんを送そう還かんしないでしょ？」

　火魅子の視線の先には、アエラスの姿。

「当たり前だ。そんなことヒノミがするわけない」

「……そこでどうしてテュエが答えちゃうのかなっていう疑問はあるけど。まぁ、だからこれは」

「けじめ、だろ」

　先んじて口にした火ノ見は、わずかに首をかしげて。

「僕に勝つと言った以上は勝たなければならない……初しよ志し貫かん徹てつ、有ゆう言げん実じつ行こう。違うか？」

「……ううん、違わない」

「変わってないな。昔から」

「おにいちゃんも……変わってないよ。肝心なときにそうやってわたしの思ってることを全部当てちゃうところとか」

「兄貴、だからな」

「あははは……じゃあ、わたしがおにいちゃんを傷つけられないってこともわかっちゃってた？」

「……ああ」

　正確には、火ノ見を打ち倒す覚悟――その迷いを、だが。

「たとえ敵同士でも、僕が火魅子を傷つけられないように、火魅子も……僕を傷つけられないんじゃないかと思った」

「そっかぁ……そこまで見抜かれちゃってたのなら、勝てるわけないね……」

　どこかすっきりした顔で言う火魅子に、火ノ見が見とれかけたところで――ふと割り込んできたのは、白いドレスを翻ひるがえすテュエッラ。

「うぅぅ、私を無視して話を進めるなぁっ!!」

「それで、火魅子」

「ヒノミっ!?」

　食ってかかるテュエッラをさらりと無視すると、火ひ魅み子こが同情するような視線をテュエッラに向けたが、結局は火ひノの見みに向き直り小さくうなずいた。

「……うん。負けは負けだから。質問には答えるよ」

　瞳ひとみを閉じ、一息入れて、再び目を開く。

「わたしがここにいたのは、おにいちゃんたちにアエラスちゃん――正確にはアエラスちゃんの『被ひ憑ひよう依い者しや』を見つけ出されて倒されるのを防ぐため。これは別に理由を言わなくてもいいよね？」

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』における願いの力が『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画に必要だから。火魅子は戦う前にそう言っていた。

「そして、計画の中心点――『王位争奪戦』の降こう界かい範囲の中心点であり、最も『異い界かい』化した場所がここ、雛ひな形がた高校なの」

「『異界』化は……火魅子を呼び戻すためだけじゃなかったということか」

　雛形高校を『異界』化しなければならない理由が、『共有幻想』計画を進める上でも存在した。

「それに、計画を実行するための中心点というのは……まさか、ここから全世界に発信するとでも言うつもりか？」

　テュエッラの問いに、火魅子はまっすぐの眼まな差ざしを向け、真剣な表情で答える。

「いまさら知ったところでどうにもならないから言っちゃうけど……そうだよ。ここが世界の中心点になる」

　まっすぐ立てた人ひと差さし指を、直下の地面へ。

「おにいちゃんたちの持っていた、他ほかの『憑依者』の『縁イデア』を収集できたのも、もっと言えばアエラスをずっとここに拘束していたのも、それが理由」

　はじめからここで変革のスイッチが押されることが決まっていた。だから、『狂者』との戦闘も舞まいとの戦いもここで起こるように仕組んだ。すべては『共有幻想』計画のために。

「さながら……雛形高校は『共有幻想』計画の祭さい壇だんといったところか」

　アエラスも狂者も、果ては『王位争奪戦』まで。

　人も物も関係なく、あらゆる事柄が『共有幻想』計画のために用意された供く物もつ。

「ふざけるなっ!!」

　叫んだのは、異世界の姫。

　むきだしの肩を震わせ、目をつりあげて、テュエッラは火魅子をにらみすえる。

「五組もの契約者たちをいたずらに敗北せしめ、アエラス兄様をひと月以上も幽ゆう閉へいした理由が……っ、そんな、そんなふざけた計画のためだと――っ？」

「……ふざけているかどうかは、テュエに判断されることじゃないと思うけど」

「お前にとってふざけていなければ、私たちを巻き込んでいいとでも言うのか！」

　顔も触ふれんばかりに近づき、一気にまくしたてるテュエッラを、火ひ魅み子こも負けじとにらみ返す。

「そこまで言うのならわたしも言わせてもらうけど、じゃあ、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』はふざけていないのかな？　幻想世界エリユシオンの王を決めるだとか言ってるけど、現わ象た世し界た人ちにはまったく関係のないことなんだよ？　それなのに勝手に巻き込んで、戦わせて。それはふざけていないとでも言うつもりなのかな？」

「……！　それは……」

「火魅子、それはすべての人間を巻き込もうとしているおまえが口にできることじゃない」

「……おにいちゃん」

「ヒノミ……」

　不満と安あん堵ど。相あい反はんする二人の眼まな差ざしを受けて、火ひノの見みは薄く息を吐く。

　昔の自分なら、もしかしたらお互いにそれぞれ言い分があるとでも言っていたかもしれない。

　幻プ想シ世ユ界ケ人ーを巻き込もうと、この世界の人間を巻き込もうと、自分の正義を貫いているのであれば仕方がない、と。

　けれど。

「おにいちゃん」

　いきなり目の前にまで近づいていた火魅子が、火ノ見の腕を抱き寄せるようにして上目づかいに見あげてくる。

「わたしは、『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画がこの世界の人たちみんなにとっていいことだと思ってるんだよ？　確かに、その方法は少し無む茶ちやなのかもしれないけど……」

　間近でつかれたため息は、火ノ見の脳のう裏りに否いや応おうもなくあのときの記憶を思い出させる。

　完全な形でこの世界に戻ってきた火魅子は、虚きよを突く形で火ノ見にキスをしてきた。

　それも、形式的に唇くちびるを重ねるだけでなく……舌まで絡ませて。

「おにいちゃん？」

「――」

　小首をかしげる火魅子の、艶つやめいた桜色の唇。

「大丈夫？」

　記憶の中の火魅子が、現実に顔を近づけてくる火魅子と重なり――

　ふいに。

　火ノ見は火魅子の手を振り払い、その細い身体を突き飛ばした。――自分の意志と関係なく。

「お、おにいちゃん……？」

　突然の拒否反応に、ショックを受けたようによろめく火魅子に。

　声をかけたのは火ひノの見みではなかった。

《どさくさにまぎれてなにをしようとしてる!!》

　頭の中に響く声は、まぎれもなくテュエッラのもの。

「……おい馬ば鹿か姫。おまえこそどさくさにまぎれてなにをしてる？」

『強制同どう体たい』。肉体の主導権を『憑ひよう依い者しや』が握る限定条件付きの力。

《わ、私は、火ノ見の……その、貞操の危機を感じとってだな……》

　しどろもどろに言い訳するテュエッラは、次の瞬間、決まり悪そうな表情を浮かべた状態で可視化した。

「そこのブラコン色ボケ妹に――あれ？　なんで『同体』が解けて……」

　ぺたぺたと自分の身体を触るようにして不思議がるテュエッラに。

「誰だれがブラコン色ボケ妹かな？」

　笑顔の火ひ魅み子こは、左手の指先を自慢げに動かしてみせる。

「あ――き、貴様！　いつもいつも汚いぞ！　このヘンタイ!!」

「へ、ヘンタイ？　なんでっ？」

　心外だったのか、らしくなく声を荒げた火魅子に、テュエッラは薄い胸をそらして笑う。

「は、お前のその『縁イデア』の糸、『触しよく手しゆ』とか言うんだろ？　その単語がえっちだ！　えっちな能力を使うからお前自体もえっちだ！　このヘンタイ色ボケブラコン妹！」

「…………っ、ふ、ふーん、そういうのって、『触手』っていう言葉からそういう連想しちゃうテュエのほうがえっちだって知ってる？　なにも知らない人ならえっちだなんて連想自体しないんだよ」

「う……っ」

　言い返せない上に、自分でも納得してしまったのか、かぁぁっと顔を赤くするテュエッラ。

（言い返せなくなるなら言わなきゃいいのに）

　まぁ言い返せなくなるなんて思っていないから言うんだろうけど。

「う、うるさいうるさい！　いいからお前はヒノミに近づくな！　お前は前科があるから危険なんだばかー！」

　取り乱すテュエッラは、近づいたところで触ふれられないのに、火魅子のそばへと駆け寄るようにして――



　転んだ。



　ふわり舞い上がる純白のドレス。派手に埃ほこりが舞い上がり、肌色の太ももと白い下着を一瞬だけ隠す。

「い、痛ぁ……」

　一瞬遅れて声をあげたテュエッラに。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんと声を漏らしたのは火ひ魅み子こで、火ひノの見みはいまだ、現実をしっかりと認識できていなかった。

　――いや、認識はできている。

　テュエッラが火魅子のもとへと駆け寄ろうとして、無ぶ様ざまにも転んだのだ。

　なにもないところで転ぶだなんてなかなかできることじゃない。さすがはテュエッラ姫。異世界の王女。そんな皮ひ肉にくを口にすればさぞかし怒ることだろう。

　……異世界の王女が、この世界で転ぶ？

　幻プ想シ世ユ界ケ人ーが、現象世界タルタロスの地面に蹴け躓つまずいて、転ぶ。

　そんなことがありえるのか？

　火ノ見の問いは、すでに答えが出ていた。

　ありえるありえないではない。現に起きていることなのだから。

「ぺっ、ぺっ……ううう、埃ほこりが口に入った」

　テュエッラは口元を手で拭ぬぐいながら、床に手を突いて立ちあがる。

　そうして立ちくらみでもしたかのように数歩よろめき、手を貸そうとした火ノ見の胸に飛びんでしまう。

「わ、わ――わぷっ」

「……大丈夫か？」

「へ？　――あ、ヒ、ヒノミっ？」

　慌てて離れようとしたテュエッラは、おぼつかない足取りで転びそうになり、すんでのところで火ノ見に抱きとめられる。

「……あ……ありがとう……」

　語尾を小さくして、目をそらしながら言うテュエッラに、火ノ見は真顔を崩さない。

「言うべきことはそれだけか？」

「……、な、そんな、一度抱きかかえたくらいで――え？　抱きかかえる？」

　火ノ見がテュエッラを抱きかかえるのは二回目だったが、そんな細かいことはどうでもいい。

　どうでもよくないのは。

「――――」

　テュエッラはただでさえ大きな目をめいっぱい見開き、自分の両手をまじまじと見つめると。

「に――肉体がある」

　驚きと共に呟つぶやいた。



　　　４



　テュエッラにとって、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』は、この世界に受じゆ肉にくするためのものだった。

『王位争奪戦』で勝ち、願いの力で受肉する――。それが、それだけが彼女の希望。

　その希望は思わぬ形で叶かなえられたのだが。

「え……え……？　なんで？」

　困惑するテュエッラに、すがるような眼まな差ざしを向けられ、火ひノの見みは眉み間けんにしわを寄せる。

　火ノ見にとっては元より現実感のあったテュエッラだが、やはり肉体があるとないとでは大きく違う。

　転んでついた汚れにもまったく影響を受けない、まばゆい金髪。純白のドレスの下、触ふれれば折れてしまいそうな華きや奢しやな身体。ルビーを思わせる大きな瞳ひとみは、今、ゆらゆらと揺らぎながら火ノ見を映し出している。

　なにより、一際強まった鼻び腔こうを包み込むようなラベンダーの香り。これが彼女の匂においなのだと思うと――

「ヒノミ……？」

「……あ、ああ、悪い」

　火ノ見は自然に目をそらし、浮わつく意識を現実に引き戻す。

　彼女がテュエッラであるということ。それは変わりない。

　今考えるべきことは、こんな現象がどうして起きたのか、ということだ。

　思うと同時に、火ノ見は室内奥、アエラスへと振り返った。

　一連のあいだ、ずっとうなだれたままだった彼女は、今も変わらず鎖に吊つられている。

　しかし、よく目をこらしてみると、その足は床についているようだった。

「アエラス兄様！」

　火ノ見の視線を追ってその事実に気づいたのか、テュエッラがいち早く駆け出し、火ノ見もまたそちらへ向かおうとして――思い直す。

「火ひ魅み子こ」

　声を向けた先に、悄しよう然ぜんとたたずむ妹の姿。

　この場において、唯一事態を知りうる『センター』の人間は、しかし。

「こんなの――聞いてない」

　ふるふると、力なく首を横に振る。

　火魅子は目を見開いたまま、アエラスに走り寄るテュエッラが鎖を外している姿を視界におさめ、顔を歪ゆがませた。

「聞いて、ない……！」

「…………」

　悲痛な表情を浮かべる火ひ魅み子こを見て、火ひノの見みはその言葉が真実であることを知る。

　火魅子は嘘うそもつくし、ハッタリも使うが、演技は決して得意じゃない。

　それに――。

「火魅子……」

　火ノ見は、今にもくずおれそうな火魅子の肩に手を置き、びくりと震えた彼女に尋たずねる。

「この計画の本当の首しゆ謀ぼう者しやは誰だれだ？」

「……、……え？」

　揺らぐ瞳ひとみが、頼りなげに火ノ見の姿を映し出す。

　火ノ見はそんな弱々しい妹の姿に、思わず抱きしめて頭をなで、安心させてやりたくなった。

（――ダメだ）

　今は情に流されていい状況じゃない。

　理性のくさびを深く打ち込み、意図して語気を強める。

「火魅子。おまえは聞いていないと言った。それは誰かにこの計画について説明を受けていたからだろう？」

　自分一人で遂行していたのなら、聞いていないなどとは口にしない。

　であれば。

「おまえの協力者は誰だ」

「――」

　肩を掴つかんで正面を向かせる。

　まっすぐ、自分の顔だけを見させる。

　そうして短い沈黙のあと、火魅子がためらいがちに口にしたのは、火ノ見にとって思いもよらない――見知った人物の名だった。

「……レティアだよ」
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「――火ノ見がいなくなったじゃと？」

　受話口の向こうで、レティアが驚いているのがわかった。

　舞まいは耳にしたその声を複雑な心境で受け取る。

　数週間前の、セレネが戻ってくるきっかけとなった事件。あの事件の中で、レティアは舞に協力的だった。

　その彼女を疑う。

　決して気持ちのいいことではない。

「……舞まい」

　電話の向こうからではなく、傍らからかけられた声に、舞はそちらに向き直る。

　無表情のセレネが、どこか心配そうにこちらをうかがっていた。

（……そうだ。今はそんなことを言っていられる状況じゃない）

　今、火急に必要なのは火ひノの見みについての情報。

　思って目を閉じ、薄く息を吐く。それだけで気持ちは落ち着いた。

「はい。ケータイも通じなくて。レティアさん、どこか行き先に心当たりはないですか？」

「……うーむ、心当たり、と言われてもなぁ。警察には連絡しておらんのか？」

「いえ……先に知ってそうな人に当たってみようと思って。最初にレティアさんにかけてみました」

「…………最初？」

「はい」

「なぜじゃ？」

　声が怪け訝げんそうな響きを持つ。

「舞、主もわかっていると思うが、彼方かなたが両親のもとに帰った今、わしに火ノ見との接点など――」

「『標ひよう失しつ』」

　舞は、意図して声のトーンを下げる。

　表向きは平静を装い、内心で心臓を高鳴らせながら。

　不敵に笑う。

「あなたが『標失』という技術を覚えている人間だからです」

「……『標失』じゃと？」

「そうです。おわかりでしょう？　『センター』の研究員であるレティアさん」

「……」

「あの計画に関かかわることを、誰だれもが忘れているなかで、あなただけは覚えていた。それも極めて重要な、『標失』という概念を」

　実際には、誰もが忘れているかどうかは確かめていない。だから、これは――カマかけ。

「おかしいですよね？　計画に関わることはすべて『標失』していなければならないのに、その『標失』だけは失われていないだなんて」

　計画の具体的な名称を伏せるのは、ぎりぎりの配慮だ。もし舞の思い違いで、レティアが無関係だったことが知れたときのための。

「火ノ見はどこですか」

「……」

　受話器の向こうの空気は変わらない。

　わずかに戸と惑まどったような、どうしてそんなことを訊くのかとでも言いたげな当たり前の気配だけが流れてくる。

　まだ尻尾しつぽを出すつもりがないのか。それとも本当にシロなのか――？

　舞まいの頭の中で、さらなる揺さぶりをかけろと命じる理性ともうやめろと脅おびえる感情がせめぎ合う。

　――引いてしまえば、もう二度と火ひノの見みに会えないかもしれない。

　そう自分に言い聞かせて必死に踏みとどまる。

　汗ですべりそうになるケータイをぎゅっと握りしめる。

　そうして長い沈黙のあと、レティアが発したのは。

「…………ふふふ」

　低い笑い声。

　受話器の先で冷たく笑ったレティアは、息を飲む舞に向けて静かに告げた。

「『センター』の私の研究室まで来い」
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　テュエッラ同様、実体を得ていたアエラスから鎖を外し、練れん武ぶ館かんを出た火ノ見たちを待ち受けていたのは、予想だにしない異常な光景だった。

「なんだ……これは」

　引きつった声を漏らすテュエッラに、火ノ見もまた眉まゆをひそめる。

　火ノ見たちは確かに練武館から外に出た。正確な時間はわからないが、まだ夕方、傾きかけた太陽があることは間違いない――はずなのに。

　そこはそもそも外ですらなかった。

「……学校の廊下？」

　火ノ見の呟つぶやきが示すとおり、連なる蛍けい光こう灯とうの明かりが控えめに照らすのは、リノリウムの床に低い天井。窓の外は一面暗くら闇やみの、薄暗い廊下だった。

「な、なんだ？　私たちはいつの間に校舎内に戻っていたんだ？」

　恐る恐るしゃべるテュエッラに、火ひノの見みは一通り窓が開かないことを確認し、背後の練れん武ぶ館かんを振り返りながら言う。

「いや……これは戻ったというより」

「――『異い界かい』」

　後を継いだのは、神妙な顔で廊下の先を見すえる火ひ魅み子こだった。

「『異界』と化した世界では、場所という概念も、距離という概念も意味を持たない……だからたぶん、直接校舎内につながっちゃったんだと思う」

「直接って……」

「『超速移動ハイエンド』を使うテュエなら、わかるでしょう？」

「……、……む」

　神妙な顔で、テュエッラが唇くちびるを薄く噛かむ。

『異界』。

　現象世界タルタロスと幻想世界エリユシオンの境界が曖あい昧まいになった場所。

　字面をなぞるだけだった言葉の意味が、今はっきりと目に見える形で現れていた。

「とにかく、ここでなにが起きているのか突き止めるためにも、進んでみるしかないな」

　誰だれに言うでもなく呟つぶやいた火ノ見に、他ほかの全員がうなずき、ゆっくりと歩きだす。

　幸いにして校舎内であるなら迷うことはない。ここが何階であれ、二つある階段のどちらかをくだりきり、一階の廊下の真ん中まで行けば、昇降口――つまり出口がある。

　むしろ、そう考えてみると。

「火魅子。校舎内に直接つながったことに、なにか意味があると思うか？」

「……わからない。そもそもここは現実に存在する学校じゃないのかもしれないし」

「現実に存在する学校じゃない？」

　ぎこちなくうなずく火魅子は、視線を前へ。

「『標ひよう失しつ』が世界からの認識消失であるように、あるものの存在っていうのは認識に支えられているの。これを幻想世界では『縁イデア』って呼んで、それ自体存在するよう定義づけているんだけど」

「……『縁』が認識で、存在は定義？」

　弱々しく呟いたアエラスを見て、火魅子が思い直したようにため息をつく。

「簡単に言うと、わたしたちがここを学校の廊下だと認識しているからそうなっているってこと」

　ずいぶんざっくりしていた。

　しかし、火ノ見が思う問題はそこにはない。

「どうしてそんなことに？」

「どうしてって……」

　言いよどむ火ひ魅み子こは、右手の人ひと差さし指を噛かむようにして、考え込む。

「そういえばどうしてなんだろう……。ここにいるメンバーの集合無意識が原因なら、雛ひな形がた高校に対して得体がしれないという観念を持っているから……？　でもその考え方だとわたしに当てはまらない……」

　ぶつぶつとひとりごちる火魅子を横目に、火ひノの見みもまた考える。

　雛形高校が『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画を実行する際に鍵かぎとなる場所。

　そしてその計画には、思わぬ人物が荷か担たんしていた。

（レティア、か）

『センター』の研究者であり、彼方かなたの保護者を名乗っていた彼女。

　あのときは、彼方の保護者兼カウンセラーとしか思っていなかったが、なんのことはない、フタを開けてみれば火魅子の協力者だった。

　そして、重要なヒントを自ら口にしてもいたのだ。

『標ひよう失しつ』を概念として確立した研究者。

　たぶん、そこだけは真実だったのだろう。卓越した嘘うそつきは、嘘の中に真実を潜ませる。そうして嘘と真実の境界をぼやけさせるのだ。

「嘘と真実……」

　無意識にぼやいた火ノ見は、右横を歩く火魅子を見つめる。

　火魅子は本当に嘘をついていないのか？

（……たぶん、ついていない）

　論理的に補ほ填てんもできるが、なにより目がそう言っている。

　火魅子のことだけは間違えない自信が、火ノ見にはあった。

「おにいちゃん？」

　じっと見つめていたのを気づかれ、火魅子が不思議そうに目をまばたかせてこちらを見あげてくる。

「ん……あ、ああ」

　火ノ見は話をそらそうと前を向き、突き当たり左折路の奥、ちょうど階段の辺りが暗くなっていることに気づいた。

「で、電気が切れているのか……？」

　ことさらおっかなびっくり呟つぶやくテュエッラに促され、『二階』と表示された壁を確認して、下に続く階段をのぞいてみるが。

「まったく見えないな」

　廊下の光でかろうじて最初の数段が見えるものの、その先は見通せない。

「…………まるで奈な落らくの底へとつながっているようだ」

　低く呟くアエラスに、テュエッラがぶるりと身震いをする。

「……ス、スイッチ！　電灯のスイッチは！」

　言われて壁一面を見渡してみるも、スイッチらしきものは見当たらない。

「そもそも……蛍けい光こう灯とう自体がついていないな」

　のっぺりとした天井を見あげて火ひノの見みがそう結論すると、火ひ魅み子こが人ひと差さし指を甘く噛かみながら付け加えるように言う。

「もしかすると……誰だれかの暗くら闇やみが怖いっていう認識が、この場所をそういう風に創つくっているのかも」

「だ、誰のせいだ！　お前か!?」

「え？　わたしは結構暗いのは平気だよ」

「……すまぬ、テュエッラ。わたしが少し苦手だから……そのせいかもしれないな」

「えっ？　あ、い、いえ、アエラス兄様は――」

「いずれにせよ、ここでいつまでも大声でしゃべっているほうが問題だ。進んでみよう」

　そう口にして歩きだした火ノ見を、テュエッラが引き留める。

「ま、待ってっ」

「……？　どうした？」

「え。あ、え、えっとその……」

　要領を得ない言葉。

　もじもじとうつむいて、ドレスの裾すそをいじるテュエッラに、火ノ見は首をかしげる。

「トイレか？」

「ぶっ、ち、違うわばかっ！」

「実体を持ったら、やはりそういった機能も復活するんだろうか」

「真ま面じ目めに下げ世せ話わなことを考えるなっ!!」

「どうなんだ？」

「う……そ、それは、その……まぁ……当たり前というか、なんというか」

「練れん武ぶ館かんにあったから行ってきていいぞ」

「だから人の話を聞けーっ!!」

　両手を突きあげ、わんわん声を響かせる。

「おにいちゃん……本当に、あんまりやりすぎると」

　こちらの居場所が知れてしまう。

　なにが待っているかはわからないが、居場所を知られていいことはない。

「そうだな、すまん。テュエッラ、言いたいことがあるなら今言え」

　簡潔に訊きくと、テュエッラはまた顔をうつむかせた。

「……だ、だから、あの……つまり」

「つまり？」

「て」

「て？」

「――――なんでもないっ!!」

　なんだそれは。

　火ひノの見みはそう思って、火ひ魅み子ことアエラスに視線を走らせるが、二人とも軽く首を横に振るだけだった。

「……まぁ、なんでもないならいいか」

　いまいち釈しやく然ぜんとしない想おもいを無む理り矢や理り飲み下して、階段へと足を踏み出す。

　そこは完全な暗くら闇やみだった。

　火ノ見は足先の床と指先の手すりの感覚だけを頼りに、ゆっくりと歩を進めていって――

　いきなり誰だれかに手を掴つかまれた。

　じっとりと汗ばんだ、小さな手。

「………………テュエッラ？」

「ひぅっ」

「……………………」

　強く強く右手を掴み、ぶるぶると震える誰かの手に。

「……」

　火ノ見は足を止め、背後へと向き直った。

「おにいちゃん？」

「火魅子、いったん灯あかりのあるところまで戻ってくれ」

　言いながら階段をのぼり、廊下まで戻る。

　蛍けい光こう灯とうの薄うす明あかりの下であらわになったのは、目を瞑つぶったままのテュエッラが、必死に火ノ見の手を握りしめている姿。

「「「……」」」

　全員が沈黙する中、テュエッラはうっすらと目を開け、

「あ、あれ……？　もう着いた？」

「……おい」

「なんだヒノ――って、うわっ!!」

　今気づいたかのように、慌てて手を放して飛び退り、必死に取り繕おうとする。

「こ、こここれは違うぞ？　違うんだからな？　これは、だから、つまり、その――」

　耳の先まで真っ赤にして、忙せわしなく視線を動かすテュエッラ。

　わたわたと意味もなく振られるその手を――火ノ見は無造作に掴んだ。

　そのままぎゅっと握る。

「――――え」

　ぴたりと動きを止めたテュエッラが、こちらを見あげてくる前に。

「……いなくなられても、困るからな」

　ぶっきらぼうに言い放って歩を進める。

　顔が熱い。心臓がやたらと早はや鐘がねを打つ。

　自分から手を握るだなんて、そんなことをするつもりはさらさらなかったのに。

　不安そうなテュエッラの顔を見て、本当に暗いところが苦手なのだとわかって。

　気がつくと、火ひノの見みはテュエッラの手を握っていた。

　どうして、と考えるのをやめる。

　今そんなことを考える必要はないから。

　考える必要があるのは――。

　そこまで思考を進めたところで、火ノ見はいきなり誰だれかに左手を引っぱられて、たたらを踏んだ。

　首だけ振り向ければ、そこには頬ほおをふくらませた火ひ魅み子この姿。

「むーっ」

「……火魅子？」

「わたしも！　わたしも暗いの怖いんだから！」



    

  
    
      



    

  
    
      「……いや、怖いんだからって」

　さっき平気だって言ってたのに。

　つんとそっぽを向く火ひ魅み子こは、火ひノの見みの左手をぎゅっと握る。

　右手にテュエッラ、左手に火魅子。

　あっという間にできあがったおかしな構図に、火ノ見は天井を仰ぐ。

　――幼稚園の遠足じゃないんだぞ？

「仲が……良いのだな」

　苦笑するアエラスがぽつりともらして、テュエッラが振り返る。

「アエラス兄様も」

　差し出すのは、右手。

「…………」

　アエラスは妹の手を戸と惑まどいと共に見つめ、ほんの少し迷った素振りを見せてから、観念したように笑う。

「……ああ、ありがとうテュエッラ」

　火魅子、火ノ見、テュエッラ、アエラス。

　横いっぱいに並んで歩く四人は、誰だれ一人として躊ちゆう躇ちよしない。

　そんな必要はなかったから。

　敵であるはずの火魅子やアエラス。彼女たちとも手を取り合って歩くことができる。

　火ノ見はそのことに不思議な心強さを覚えていた。

　このまま進むことができれば、どんな困難にも打ち勝てるような――錯さつ覚かく。

　そう、それは錯覚だ。

　このまま進むことなどできるわけがない。

「ん……？　誰かいるぞ？」

　最初に気づいたのはテュエッラだった。

　暗くら闇やみの階段をくだりきった先で、眩まぶしく映るリノリウムの廊下。

　そこに立ちはだかる人影は。

「……舞まい？」
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　蛍けい光こう灯とうの薄うす明あかりの下、なぜか制服姿の舞は、長い黒髪をポニーテールにしてぼんやりとたたずんでいる。

「舞……セレネはどうした？　それに、どうしてここに――」

「待てヒノミ」

　ぎゅっと握りこまれる右手。身を硬くしたテュエッラが鋭く言う。

「様子がおかしいぞ」

　見ればわかる。そう言おうとして、火ひノの見みは違和感の原因がどこにあるのか気がついた。

「――目だ」

　こちらを見ているようで、どこも見ていない虚うつろな瞳ひとみ。

　それは、透とおると呼ばれる『未デ来ユのナ子ミ供ス』に操られていたときと、まったく同じだった。

「ヒノミ！」

　気づいたのはほぼ同時。

「ああ」

　阿あ吽うんの呼吸で交わされた契約の言葉は――しかし。

「……あ、あれ？」

　いつまで待っても『同どう体たい』という形に結びつかない。

「そ、そんな、なんで」

「肉体があるからか……？」

　などと言っているあいだに、すでに『同体』状態だったのか、刀を具ぐ現げん化かした舞まいがこちらに向かって走り来る。

「ヒ、ヒノミっ！」

「――」

　火ノ見はとっさにテュエッラを背にかばい――そのさらに前に進み出た小さな背中が力強く言う。

「わたしに任せて！」

　栗くり色いろの一本髪サイドポニーを鞭むちのようにしならせて、両手を前に突き出したのは火ひ魅み子こだった。

　そうして彼女が操るのは、『縁イデア』の糸。

　敵であったときはあれほど手て強ごわかった相手が、今はそっくりそのまま心強く感じる。

　複雑に動く両手の指に合わせて、不可視の線が舞へと伸びる。

『七宝剣技ナナツサヤノタチ』を使うでもなく、まっすぐに刀を振りかぶる舞に対して、火魅子は――唐突にその手を下ろした。

「――火魅子？」

「な、なにを!?」

　火ノ見とテュエッラ、二人の声に小さく肩をすくめてみせて、火魅子はあろうことか目前の舞に背を向けた。

「――っ」

　声にならない悲鳴。

　喉のどまで出かかったそれは、舞の一いつ閃せんが火魅子に当たらなかったことで、疑問の言葉に変わる。

「……どういうことだ？」

　舞まいの振りかぶった一いつ閃せん。

　渾こん身しんの力を込めて振り下ろされたように見えた一撃は、眼前の火ひ魅み子こに当たらなかった。

　わざと外したのではない。

　いや、そもそも舞は空振ってすらいなかった。

　確かにその刀は火魅子を捉とらえ、にもかかわらず当たらなかった。

　つまり、それは。

「ま……幻？」

　テュエッラがそう呟つぶやいたときには、舞の姿自体、影も形もない。

「当たらずとも遠からずっていうところかな」

　頭をかく火魅子は、むずかしい表情で右手の人ひと差さし指を噛かむ。

「完全に『異い界かい』と化した空間では、世界の根源法則――因いん果がですらめちゃくちゃになる。だから今のはたぶん、過去の戦いの記憶なんだと思う」

「過去の戦いの記憶……？　誰だれの？」

「限定するのは難しいよ。あえて言うなら、この場所の……あるいはこの世界の、かな」

　世界の記憶。

　そんなことがありえるのだろうか。

（ありえるありえないじゃない、か……）

　大事なのは。

「どうしてそんなことが起きたんだ」

「それは…………わからない」

　火魅子はぎゅっと目を細める。

「仮説は立てられても、明確にこれだと言える解がわたしには導けない」

　力なく首を横に振った拍子に、長い栗くり色いろの髪が壁に当たって小さく跳ねる。

　重苦しく落ちた沈黙。

　蛍けい光こう灯とうの明かりもどこか白々しい。

　火ひノの見みは一つ上の階とまったく同じ形の廊下を見つめながら、悪い空気を断ち切るように言う。

「いずれにせよ、今は進むしかないな。ここから出て、すべてを知る人間――レティアを探そう」

　彼女こそがすべての元凶だから。

　火ノ見の声に、うなずいたのはテュエッラとアエラスだけだった。
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『いずれにせよ、今は進むしかないな。ここから出て、すべてを知る人間――レティアを探そう』

　火ひノの見みがそう言って、四人が再び歩きだす。

　椅い子すに腰掛ける〈彼女〉は、その様子をモニター越しに確認して、なんの表情も浮かべていない。

　ただ機械的な作業の一つとして、無表情に観察している。

「それは……どういうことなの？」

　突然背後からかけられた声。

　いや、〈彼女〉にとってそれは突然でもなんでもなかった。

　なにせ、その人物をここに呼んだのは他ほかならぬ〈彼女〉自身なのだから。

「早かったの」

〈彼女〉――レティアは、銀ぎん糸しの髪を手ですきながら椅子ごと振り返った。

「もう少しかかると思っていたが」

「――誤ご魔ま化かさないで」

　鋭い声はレティアの正面。

　学校の保健室によく似た彼女の研究室には、ベッドが二つある。そのベッド脇わきに立つ、二人の少女。

　長く艶つややかな黒髪を背中に流し、意志の強そうな瞳ひとみを険しく細めるのは、王女派『ナイト』の『被ひ憑ひよう依い者しや』、鷺さぎ浦うら舞まいだ。

　そして、そのそばにぴたりと寄り添う小柄な少女。すみれ色の短髪に、湖面の月のごとき静かな瞳をまっすぐに向けてくるのは。

「久しぶりじゃな、彼方かなた」

　一転して屈託なく笑うレティアに、セレネはわずかに目を細めて言う。

「セレネは……セレネ。彼方は――もう、いない」

「ふふ、言われんでもわかっておるよ。あれはもともと、わしが火ひ魅み子この器として用意していたものじゃからの」

　あっさりと口にされる火魅子という名前。

　舞は目配せしただけでセレネにその意志を伝え、瞬時に『同どう体たい』する。

　そうして手にするのは――具ぐ現げん化かした刀。

　その刀を、レティアの首元にまっすぐ突きつける。

「ほう、わしを殺すか？」

　なんの感慨もなさそうに、むしろめんどくさそうに口にするレティアは、ちらりと刀の切っ先を見つめただけで、それきり興味をなくしたように言う。

「無理じゃと思うがの。それよりせっかくここまで来たんじゃ。腰を落ち着けてじっくり観察していったらどうかの？」

　親指でモニターを指さすレティアは、邪気のない笑顔を浮かべている。

「……黙って」

「まぁ、正直そんなにおもしろいものになるとも思えんがな。それでもこちらに気づかない相手を一方的に見るというのは、ある種の快感を――」

「黙ってって言ってるでしょっ!!」

　焦しよう燥そうと混乱にまみれた声に、彼女はうっすらと笑う。

「わしが黙れば主はなにも知れなくなるがの。それでもいいのか？」

「……っ」

　人を食ったような笑み。

　刀を持つ舞まいの手に力が入る。

「こっちの質問にだけ答えなさい」

「ずいぶんと勝手な言い草じゃな」

「――」

　舞はぐっと歯を噛かみしめて、押し殺した声で訊きく。



    

  
    
      



    

  
    
      「あなたは……なにを知っているの？」

　漠然とした問い。

　だからこそ核心に迫る。

「なにも」

　しれっと答えるレティアに、舞まいは刀をさらに押しつけてきた。

「……とぼけないで」

「とぼけてなどいないよ。だがまぁ、無関係な主らに言うべきことではないのも確かじゃな」

「無関係……？」

「それも答える意味がない」

「……なら、火ひノの見みたちを解放して」

　素早い切り替え。

　細められた瞳ひとみに覚悟の炎が燃える。

　それでもレティアの口にする言葉に揺らぎはなかった。

「無理じゃな」

「無理なんかじゃない。あたしは命令しているの。拒否は――受け付けない」

「だからそれが無理なんじゃよ」

　レティアは手にしたキャラもののボールペンをくるりと回して、飄ひよう々ひようと笑う。

　そのまま無造作に伸ばした手が、驚く舞の手を――すりぬける。

「な……っ」

《――透過？》

　舞とセレネ、ほぼ同時にあがった声を耳に、レティアはくるくるとボールペンを回す。

「主らの存在する場から座標を変えた。もうそうなっている」

「ざ、座標って……」

　困惑する舞を尻しり目めに、立ちあがったレティアは悠々と歩み、

「申し訳ないが、主らに与えられる役ははじめからなかったんじゃ」

　舞の中を通ってドアに手をかける。

「…………これも、予定調和じゃな」

　頭の帽子を押さえ、そう寂しげに呟つぶやいた彼女は、微笑ほほえみを残してドアの向こうへと消えていった。
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「ち、ちょっとっ、待ちなさいっ！」

　銀ぎん糸しの残ざん滓しを追いかけるように、急ぎドアに駆け寄った舞まいは、けれど。

「っ、えっ？」

　ドアを掴つかもうとして、その手を空振らせる。

「え？　……え？」

　体当たりしても、蹴けり破ろうとしても、その身体がドアに触ふれることはない。

　触れられないならと無む理り矢や理り押し通ろうとすれば、途端に壁のようななにかが舞の身体を阻む。

「な、なに……これ」

《……舞、刀を》

　セレネに促されるまま、具ぐ現げん化かした刀を思いきり叩たたきつけようとするが――やはりなんの感覚もその手には返ってこなかった。

　――主らの存在する場から座標を変えた。

　耳に残るレティアの言葉を振り払い、舞はカーテンの閉めきられた窓へ近寄ると、勢いそのまま叩き斬きろうして――

「あぐっ」

　空振った勢いで派手に床に転んだ。

《舞……大丈夫？》

　セレネの声が心に痛い。

　顔を上げた舞は、諦あきらめずに何度も何度も、場所を変え品を変え、脱出を試みようとするが。

「なんで……！」

　結果はすべて同じ。

　舞は刀を消し去ると、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす。

《…………閉じこめられた》

　セレネの声が反響する室内は、モニターだけが正常な光を放っていた。
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　一階の薄暗い廊下。

　黙々と歩む火ひノの見みは先ほど遭遇した過去の記憶――舞の幻げん影えいを目にして、本物の彼女たちのことを思い出していた。

（舞とセレネは……大丈夫だろうか）

　外の時間がどうなっているかはわからないが、随分と長いあいだ待たせていることだろう。

　そうして、不審に思った舞まいたちが火ひノの見みのケータイに繋つながらないとわかったとき。

　彼女たちの取る行動は簡単に推測できた。

（……探しているんだろうな）

　火ノ見とテュエッラを。

　あらゆる手段を使って。必死に。

　うぬぼれでも傲ごう慢まんでもなく、彼女たちならそうしてくれている気がした。

（問題は……その先）

　舞たちがどこまで辿たどりつけるか。

　火ノ見たちの消息が雛ひな形がた高校で絶たれていることにはまず気付けないだろう。それだけは安心できる。

　けれど、万が一――レティアがあやしいと思ってしまったら。

　危険なのは舞たちのほうかもしれない。

　なまじ知識が中途半端なために対処ができず、先手を取られて叩たたかれるという可能性は十分に考えられる。

　そしてそれは――今の火ノ見たちにも言えることだった。

「火ひ魅み子こ」

「……え？」

　なんとなく沈黙のままに歩いていたためか、火魅子の反応は少し遅かった。

「なに、おにいちゃん」

　向き直る妹の顔には微笑。そのことに胸をなでおろして、火ノ見は訊きく。

「『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画……その骨子は、レティアが考えたものなのか？」

「――」

　唐突に核心に触ふれたためか、火魅子が目を白黒させる。

「いきなり、だね……」

「答えが得られるのなら、だ」

「……そっか。うん、まぁおにいちゃんらしいのかな」

　えへへと笑い、すぐに顔を引き締めて、火魅子は言う。

「そのとおりだよ。おにいちゃんならもう薄々感付いていると思うけど、計画自体をつくりあげたのがレティア」

　粛しゆく々しゆくと告げる火魅子は、追つい憶おくにひたるように目を閉じる。

「わたしは実行に当たって多少の修正を施したぐらいで、ほとんどのことはレティアがつくってくれてた。おおざっぱに言って、策を練るのがレティアで、実行するのがわたしって感じかな」

「そうか……」

　その事実自体は、別に驚くべきことでもなんでもない。

「でも、さっきも少し言ったけど、現象世界タルタロスと幻想世界エリユシオンの境界を完全になくす『異い界かい』化は、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の願いの力を使ってなされるはずだったし、その結果送そう還かんされるテュエたちが、よりにもよって受じゆ肉にくするなんていうのは……まったく聞かされてなかった」

　不安に曇る火ひ魅み子この表情は、火ひノの見みの知るそれよりも悲しみの度合いが強い。

「だから……確かめたい」

　火魅子はぐっと拳こぶしを握りしめ、自分に言い聞かせるように言う。

「確かめなくちゃ」

　強い決意とともにうなずいた火魅子が顔をあげたそのとき。

　行く先にふらりと生じた人影。

　薄暗く、変わりばえのしない廊下は、歩き続けていると距離感覚を失う。

　だから、火ノ見は最初それがテュエッラかアエラスのどちらかだと思っていた。

　実際には、二人とも自分たちの後ろを歩いていたにもかかわらず。

「ヒノミ！」

　後ろからかけられた声は前へと注意を促す声で、火ノ見はとっさに足を止める。

　十歩と離れていない距離で相対するのは、ノースリーブのシャツにタイトな黒のショートパンツを身につけた、赤い髪の少女。

「――榛はしばみ桐きり子こ？」

　火ノ見のかけた声に、ゆっくりと顔をあげた桐子は、先ほど遭遇した舞まいの幻げん影えい同様虚うつろな瞳ひとみを向けてきて。

　その手に具ぐ現げん化かするのは、廊下いっぱいを占有する巨大な弓。

「『狂者』の幻影か……」

　いつの間にか火ノ見の右隣に寄っていたテュエッラがどこか疲れたように言い、火魅子がその反対側について補足する。

「さっきの舞ちゃんを考えれば特に脅威になるとも思えないけど……どうする？　おにいちゃん」

「……」

　どうすると言われても、どうもしようがない。

　幻影が現実の世界に影響を与えないのは先ほど見たとおりだから、このまま無視してしまってもいいのだろうが……。

　と思っているあいだに、虚空から長大な矢を取り出した桐子の幻影が、こちらめがけて弦を引き絞りはじめた。

　火ノ見はそんな彼女の様子をモニター越しの映画でも眺めているかのように見守り、放たれた矢を――

「――っ!!」

　音が。

　火ひノの見みの顔面を叩たたき、遅れて廊下を破壊していった。

　高速で飛来した矢。

　透過し、通りすぎていくはずのそれが現実の火ノ見たちを襲い、とっさにかざされた火ひ魅み子この手によってかろうじて弾はじかれた。

「だい……じょうぶ？　おにいちゃん」

　首だけ振り向け、そう口にする火魅子が一番苦しそうな顔をしている。

　伸ばされた両手。その手の平の先に、『縁イデア』の糸で編まれた壁のようなものが、一瞬見えた気がした。

「……火魅子こそ、大丈夫か？」

「とっさだったから、ちょっとびっくりしたけど……」

　言いながら、掌てのひらを振るようにして、火魅子は手を下ろす。

「それよりも――」

「な、なぜ……？」

　結果的に火魅子の言葉を奪うような形で、テュエッラが言う。

「幻げん影えいは、私たちに触ふれられないんじゃなかったのか!?」

　今ここにいる全員が抱いている疑問。

　幻想が現実の廊下を破壊した。

　それは疑問を投げかけたところでどうにもしようがない事実。

「実体を持った幻影……無む茶ちや苦茶だな」

　あるいは、なんでもあり。

　失笑する火ノ見の視線の先で、桐きり子この幻影はこちらを嘲あざ笑わらうかのようにゆっくりと第二射の体勢に入る。

「下がって！」

　再度放たれた矢は、火魅子の広げた『縁』の盾に阻まれ、逸それた先で壁を穿うがつ。

　そしてそれは次の攻撃への布石だった。

　弓矢を消し去った桐子は、その両手に手て斧おのを具ぐ現げん化かし、一いつ足そく飛とびにこちらとの距離を詰めてきた。

「っ」

　複雑かつ高速に動く火魅子の指先。

　同時に桐子の身体が不自然に空中で止まる。――いや、完全には止まりきっていない。

　なにか頑丈な網に囚とらわれているかのように、ぎりぎりと手足が軋きしむように動いていた。

「ダメ……完全には止めきれない！」

　火ひ魅み子こが言い終わる前に、桐きり子こは左手の斧おのを消し去り、空からになった手を大きく広げる。

　瞬間、ガラスが砕けるような音と共に光の粒が散り、桐子の身体に自由が戻った。

「『寓話拒絶フエイブルキヤンセラー』……！」

　とっさに火ひノの見みの口を突いて出た言葉は、火魅子の叫ぶような声に打ち消される。

「逃げてっ、おにいちゃん！」

　自由になったはずの桐子の身体を、再度縛る火魅子の『触しよく手しゆ』。

　目の前で繰り広げられる高度な戦い。そこに妹だけが参加しているという事実に、火ノ見は躊ちゆう躇ちよした。

「だが――」

「おにいちゃん」

　戦いの最中であるにもかかわらず、火魅子の声は落ち着いていた。

「今、現実に戦えるのはわたしだけ。わたしはおにいちゃんの命だけなら背負える。でも……おにいちゃんが今背負っている命はいくつ？」

　鋭い言葉に押しやられるように、火ノ見はテュエッラとアエラスに視線を向ける。

　求められるのは合理的な判断。

　感情は、今はいらない。

「――わかった。頼む」

　短い言葉を投げると、火魅子が小さくうなずいた。

　火ノ見はそれを確認するやいなや、テュエッラとアエラスの手を掴つかみ、

「走るぞ」

　簡潔な宣言。

　了承の言葉も聞かずに、桐子の横を抜けて走り出した。



　　　４



　一階の廊下をひたすらに走り続ける。

　どこまで言っても見つからない昇降口に首を捻ひねり、仕方なく反対方向の階段まで出ると、そこにはなぜか下り階段があり、壁には『二階』の表示があった。

「……」

　わけがわからないのは今に始まったことじゃない。

　火ノ見はそう自分に言い聞かせ、冷静に暗くら闇やみの階段を駆け下りる。

　今度こそ下に続く階段がないことを確認してから廊下に出て、そのまま走り続けるものの――変わらず下げ駄た箱ばこに続く道は影も形もなく、同じように反対方向の階段には、『二階』の表示と下へ続く道があった。

　埒らちがあかない。

　火ひノの見みは階段の入口で後ろを振り返ると、桐きり子この姿がないことを確認してから足を止めた。

「ここで少し休憩しよう」

　火ノ見がそう口にした、きっかり一秒後。

　両手の先の少女たちが、同時にその場にへたり込んだ。

「だ……だい……じょうぶ……、なのか？」

　息を弾ませながら、途切れ途切れに言うテュエッラを見て、火ノ見はそっくりそのまま言い返したくなったが、追手のことを言っているのだと気づいて、軽くうなずく。

「ああ。そもそも『狂者』の幻げん影えいに本気で走られたらあっという間に追いつかれるはずだしな」

「え」

　テュエッラが身体を強こわばらせ、こちらを見あげてくる。

「そ、それって……ダメなんじゃ」

「だから、逆に言えば火ひ魅み子この足止めが成功しているということだろ。あまり離れすぎて火魅子と合流できなくなるのも困る」

「あ、ああ……そうか」

　ほっと安あん堵どの息をつくテュエッラに、火ノ見はここで足を止めたもう一つの理由を飲み込む。

　休憩をとる一番の理由は、テュエッラとアエラスの疲労度だ。このまま走り続ければ確実に潰つぶれる。そう火ノ見に思わせるまでに、二人とも異常なほど疲労が早かった。

（……肉体に慣れていないからかもしれないな）

　こちらの世界に降りてきて二ヶ月少々。ずっとふわふわと浮き続けていたのだ。それがいきなり肉体を与えられ、重力その他ほかが戻れば、つらいのは当たり前だろう。

　なんとなく宇宙飛行士のようなものを思い浮かべていた火ノ見は、ふいにテュエッラが現れてから二ヶ月しか経たっていないという事実に気付く。

　そんな短いあいだの付き合いとは思えないほど、彼女のことを知り、また自分のことを知られた。

　幼なじみである舞まいよりも、妹である火魅子よりも。

　きっと、テュエッラのほうが自分のことを知っている。

　そんな理屈ではない直感が、火ノ見の中に芽生えはじめていた。

（……だからどう、ということでもない）

　そう自分に言い聞かせてみても、すぐさま否定的な答えが返ってくる。

　どうということはある。

　でもそれは具体的にどういうことなのか――。

　火ひノの見みは無意識に、床にぺたりと座り込んだテュエッラを見ていた。

　上気した肌。ほのかに赤い顔。額ひたいを伝う汗が蛍けい光こう灯とうの光を受けてきらきらと輝いている。

「ん？　なんだ、ヒノミ」

　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが火ノ見を向いて、二度三度としばたたかれる。

「――」

「……おい？」

　不思議そうにかしげられる細い首。むきだしの肩の肌色が、無性に火ノ見を恥ずかしくさせた。

「……場所」

「場所？」

「通路のど真ん中に座っているのは、目立つ」

「ああ、なるほど。確かに」

　ほとんど口から出任せにすぎない言葉に、テュエッラは素直にうなずいて、のろのろと立ちあがる。

「アエラス兄様、お手を」

　アエラスを伴い、壁を背に座り込む姿を見て、火ノ見はどういうわけか少しだけ寂しくなった。

（……情緒不安定だ）

　冗談めかした内心の言葉は、ちっとも笑えなかった。
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　テュエッラは通路の端っこに移動すると、少しだけ気持ちが落ち着くのを感じた。

　壁を背に座っているせいかもしれない。敵がきてもすぐに確認できるというのもある。

　でも、一番の理由は――その手に握るぬくもりがあるからだ。

　左手に感じた火ノ見のぬくもり。

　そして今、右手に感じるのは――

「こうして面と向かって話すのは、久しぶりだな……テュエッラ」

　握った右手の先。

　肩口までの金髪を揺らすアエラスがこちらを向いていると知って、テュエッラは一瞬反応が遅れた。

『静せい嵐らんの王子』、アエラス。

　志高く、人望厚い、温和怜れい悧りという言葉が最も似合う人。

　自分の双子の兄で――いや。

「アエラス兄様……いえ、あなたは」

「見てのとおり、女だ」

　どこかさばさばと、アエラスは自分の胸元を大きく開けるようにして、さらしで隠しきれない二つの胸の膨ふくらみを披露する。

「……」

　それを見て、テュエッラは兄が姉だったという事実とは別のショックを受けたが、表向き気にしていないふりをして、神妙にうなずいてみせた。

「なぜ……男だと偽られていたのですか」

「第一王女派の方針、と言えば信じるか？」

「……信じられません」

　ふるふると首を横に振る。兄――姉の顔は、冗談を口にするときの表情を浮かべていた。

「ふふ、まぁそうだろうな。わたしたちは双子だ。つまり同時に生まれている。王女派云うん々ぬんの話が出る前に、性別など知れ渡るはずだ――と、そう思っているわけだ？」

「はい」

「ところがこれは事実なのだよ」

「――え？」

「そんな馬ば鹿かな、という顔をしているな」

　どこか慈いつくしむような表情を浮かべるアエラスに、テュエッラはセレネの言葉を思い出す。

　――柊ひいらぎ火ひノの見みとアエラス王子は似ている。

　なるほど、と思わなくもなかった。

　あらためて話してみると、アエラスの鋭さは火ノ見のそれに確かに似ている。

　優しさ、という点で全然違うけれど。

「元より、王家にはそういう慣習が存在していてな。双子が生まれた際には、その長子を男とするのだそうだ。これは歴史的に見ても、女王よりも王のほうが圧倒的に多いという事実に基づいているらしいが……まぁ今となってはどうでもいい話か」

　小さく笑ったアエラスは、妹のテュエッラから見ても美しい顔を皮ひ肉にくげに歪ゆがめて、寂しそうに言う。

「このような状況になってしまえば、『王おう位い争そう奪だつ戦せん』など」

　目を伏せ、立てた膝ひざに左手をのせる。まっすぐ落とした視線は、硬質な床に注がれていた。

「……」

　受じゆ肉にくを目指してきたテュエッラと違い、アエラスはずっと、純粋に王になるために『王位争奪戦』を戦おうとしていた。

　年に数回出会うときも、必ずその話をしていたし、志の高さは敵であるはずのテュエッラが憧あこがれるほどだった。

　それなのに――

「……情けない」

　吐き捨てるような言葉は、アエラス自身に向けられる。

「わたしは知略と力、己の全身全霊をかけて『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に挑もうとした。ずっとずっと、そのためだけに生きてきたんだ。テュエッラには悪いが自信もあった。……だが、現実には正当な契約者すら得られず、わけのわからぬ現象世界人ウーシアに囚とらわれる有様」

　膝ひざの上にのっていた手が、強く強く握りしめられる。

「……すまぬ、テュエッラ」

　唐突な謝罪。

　その意味するところがわからなくて、テュエッラは姉の顔を見る。

「ア、アエラス姉様……？」

　唇くちびるを噛かみ、握った拳こぶしを震わせる彼女は、悔しげな表情を浮かべていた。

「お前の……『王位争奪戦』を汚したのは、このわたしだ。驕おごり。油断。……そんなものがなければ、こんなことにはならなかったかもしれない」

　ぐっと言葉に詰まり、アエラスは力なく続ける。

「――だから」

　そのまま立てていた膝を伸ばすと、身体の向きを変え、正座の形を取って。

「ふがいない姉を許してくれ」

　頭をさげる。

　深々と。床に髪先がつくほどに。

　土下座。

　テュエッラの頭に、そんな単語が思い浮かぶ。

　目下の者が目上の者に向かってする謝罪。

　恥ずべき行為。

「――」

　憧れていた兄王子。

　崇すう敬けいの念すら抱いていたアエラス。

　彼女がそんな行動を取っているということに、テュエッラは衝撃を受けて――

「顔をあげろ、アエラス」

　テュエッラの耳じ朶だを打ったのは、この世界にきてから最も聞き慣れた声だった。

「部外者の僕が言うのもなんだが」

　頭をあげたアエラスに、火ひノの見みは鋭く言う。

「あんたの謝罪は、ただの自己満足にしかなっていない」

「――――なに？」

「テュエッラが自分をどう見ていたか、あんたは考えたことがあるか？」

「…………」

「もし考えたことがあるのなら、そんなことは絶対にできないはずだ。そして考えたことがないのなら――今のあんたの行為は自分のためのものでしかない」

　虚きよを突かれたような表情で、アエラスが目を見開く。

　立ったまま壁に寄りかかっている火ひノの見みは、一瞬だけテュエッラを見て、すぐにまた前を向いた。

「……そなた、名は？」

　薄い沈黙のあとに、アエラスが静かに訊きいて、火ノ見はこちらを見ずに言う。

「柊ひいらぎ火ノ見」

「柊……火ノ見。火ノ見……火ノ見殿か」

　アエラスは確認するように火ノ見の名を何度も口にすると、かすかに頬ほおをゆるませた。

「良い名だ」

　そうしてゆっくりうなずいて、テュエッラを向く。

「テュエッラは……良き契約者に巡り会えたのだな」

　笑顔。

　幻想世界エリユシオンで見ていたときのような、なんの含みもない、晴れやかな表情に、テュエッラはほとんど反射的に首しゆ肯こうしていた。

「――はい」

　それから、はっとして火ノ見のほうを見るが、タイミング悪く目が合ってしまって、慌てて顔をうつむかせる。

　遅れて顔に血が集まっていくのがわかった。

　アエラスに訊かれ、火ノ見の前で認めてしまったこと。なんだかそれが無性に恥ずかしくて、テュエッラは唇くちびるを強く噛かむ。

　そんなテュエッラの心中を知ってか知らずか、アエラスはくすりと笑みをもらし、

「できるなら、わたしも火ノ見殿のような良き契約者を得て、正当な形での戦いを挑みたかったな……」

　言こと葉ば尻じりに滲にじむ無念。

　それは不運を呪のろうというより、自らの失敗を悔いるような響きを持っていた。

「アエラス姉様、それは――」

「あんたのせいじゃない」

　テュエッラの言葉を奪うような形で火ノ見が言う。

「自分を責めるな」

「火ひノの見み殿……」

「……」

　言いたいことを言われた。そういう気持ちもあった。けれど、目をまたたき、心を奪われたような顔をするアエラスを見て、テュエッラが思ったのはもっと単純なことだった。

「ヒノミ、お前な……」

　いい加減にしろ。そう続けようとしたテュエッラは、けれど。

「――！」

　突然聞こえてきた音に、反射的に立ちあがって廊下の先へと振り返った。

　息せき切って駆けてくるような足音は、一定の速度をもってこちらに近づいており、テュエッラの身体を否いや応おうにも強こわばらせる。

　火ノ見がなにも言わずにテュエッラたちの前に立ち、すぐにでも走り出せるよう、こちらに目配せしてくる。

　そうして立ちこめる緊張の沈黙を破り、テュエッラの目に飛びこんできたのは――

　火ひ魅み子こだった。

　ほっと息をついたのも束つかの間ま。

　汗を拭ぬぐうこともせず、なぜか後ろを振り返った火魅子は、再度こちらに向き直ると、切せつ羽ぱ詰つまった表情で叫んだ。

「伏せてっ!!」
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「伏せてっ!!」

　火ノ見はその声を聞くと同時にテュエッラを押し倒していた。

「――ひゃぅっ」

　耳元であげられた悲鳴をこそばゆいと思う間もなく、なにかが轟ごう音おんを立てて頭の上を通り過ぎていく。

　それが桐きり子この放った王子派『ルーク』の能力だとわかったときには、火魅子の姿も桐子の姿も消えていた。

「――もう大丈夫だよ。おにいちゃん」

　声は走ってきた道からではなく、進行方向から聞こえてきた。

　振り返る火ノ見の前には、後ろ手に組んだ妹の姿。

「火魅子……」

　どうやら危機は去ったらしい。

　立ちあがった火ひノの見みは薄く息を吐き、笑顔のまま近づいてくる火ひ魅み子こに、

「――ヒノミっ!!」

　声をかけようとしたところでテュエッラに突き飛ばされ、再度床を転がる。

「な――」

「バカっ、よく見てみろ!!」

　言われて顔をあげた火ノ見は、火魅子の右足のつま先が壁にめり込んでいるのを目にして息を飲む。

　どうやらあのつま先は、火ノ見の顔面に向かって放たれたようだった。

「ヒノミ、お前の妹バカは服の違いも見落とさせるのか!?」

「……服？」

　あらためてよく見てみれば――いやよく見てみるまでもなく。

　この火魅子が身につけているのは、キャミソールにプリーツスカートで。

「――おにいちゃんっ！」

　廊下の先からこちらに走ってくる本物の火魅子の格好とは、似ても似つかない。

「ふっ！」

　ショートパンツを穿はいた火魅子が、長い足を回してキャミソール姿の火魅子の幻げん影えいに一撃を入れる。

　勢いよく転がっていく自分のニセモノには一いち瞥べつもくれず、火魅子は火ノ見に向かって手を差し出してきた。

「走るよ！」

　火魅子の手を取りながら、火ノ見は慌てて空いている手でテュエッラの手を引き――火魅子の手とテュエッラの手を繋つながせる。

「「え？」」

　同時にあがった声は、背中で聞いた。

　反転した火ノ見は、まだ座ったままのアエラスに走り寄り、彼女は立ちあがらないのではなく、立ちあがれないのだと判断するやいなや。

「両りよう膝ひざを立てろ」

「……え」

「早く」

「ひ、膝って――わっ」

　火ノ見はアエラスの背中と膝の下に腕を回し、かっさらうように抱きあげると、そのままの格好で走りだす。

「す……すまない、火ノ見殿」

　心なし頬ほおを赤く染め、申し訳なさそうにこちらを見あげてくるアエラスに、火ノ見は首を横に振る。

「謝あやまらなくていい。礼もいらない」

「し、しかし……」

「僕が助けたくて助けているだけだ」

「――――」

　テュエッラたちに追いついた火ひノの見みは、彼女たちがぼんやりと立っているのを見て、首をかしげる。

「どうした？　行くぞ」

　そう口にしても動かない火ひ魅み子こたちを横目に、火ノ見はアエラスを抱きあげたまま通路を駆けていった。



「……」

「……」

　残された二人は、遠ざかる火ノ見の背中を見つめ、どちらからともなく呟つぶやく。

「ヒノミは……一回死んだほうがいいと思う」

「……わかる。本当に死んじゃったら嫌だけど」

　同時に深々とため息をついて。

　テュエッラと火魅子は、お互いに手を繋つないでいることも忘れて、先を行く火ノ見を追って走り出した。



    

  
    
      


〈stalemate〉絶ぜつ無むに落ちる境界　Act a Lie





　　　１



　無む機き質しつな一本道。どこまでも続く廊下。

　火ひノの見みたちは文字どおり『異い界かい』と化した学校の廊下を走り、階段をおり続けた。

　ときに幻げん影えいを倒し、ときに逃れて、出口である昇降口を目指す。目指し続ける。

　しかし。

「ど――どこにあるんだ出口は……っ！」

　息を切らせたテュエッラがたまらず悲鳴じみた声をあげ、火ノ見は内心だけでため息をつく。

　それはこの場にいる四人全員の想おもいに他ほかならなかった。

　何度目かの休憩。もう見み飽あきた廊下の途中で、火ノ見は壁に背を預け、腕を組む。

　やはり実体がなじまないのか、動きのにぶいテュエッラやアエラスのために、定期的に休息を取るようにしていた。

　もちろんいつ幻影に襲いかかられるかわからないので、完全に気を抜いてはいない。

　そしてその完全には気を抜けないということが、肉体の疲労を加速させ、休憩中の空気さえ重くする。

　数えてはいないが、テュエッラの弱よわ音ねを聞くのも一度や二度ではなかった。

　最初のうちは火ノ見もいちいち合いの手を入れていたが、いまではそれもしない。

　それ以上に気になることがあるから。

（もし……外の世界も同じようなことになっていたら）

　今までは自分たちの中だけで終わっていたが、一度世界を巻き込んでしまえばもう取り返しがつかない。

『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画。世界の変革。

　火ひ魅み子この口にした言葉が、いまさらながら重みを増してくる。

　冗談ではなく世界は――

「やっぱりおかしい」

　その火魅子の呟つぶやきに、火ノ見は思わず勢いよく振り返ってしまった。

「な、なに？　おにいちゃん」

「あ……ああ、いや……それより、なにがおかしいんだ？」

「うん……えっとね、さっきから同じような場所ばかり通っているでしょ？　でも、同じような場所なだけで、同じ場所じゃない」

　確かに、何度も二階をくだり続けているけれど、幻げん影えいに破壊された廊下は必ず元に戻っている。

「それがなにかおかしいのか？」

「ん……感覚的なことだから説明しづらいんだけど、同じような場所ばかり通っているせいで、わたしたち自身も同じことを何度も繰り返しているような既視感がないかな？」

　真剣に尋たずねてくる火ひ魅み子こに、火ひノの見みは口を開こうとするが。

「なにを言ってるんだお前は……」

　床に体育座りをしていたテュエッラが、忌々しそうに火魅子を指さす。

「それがまさにお前の実行しようとしていたなんとか計画の成果なんじゃないのか」

「『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画ね……うん、確かに『共有幻想』なら場だけじゃなくて、人にだって適用されるよ。でも、『共有幻想』が人にまで適用されていれば、わたしたちのアイデンティティ自体が――あ」

　しゃべっている途中でなにかに気づいたらしく、火魅子は自分の右手の人ひと差さし指に噛かみつく。

「――そっか。場だけに適用されているってことは、まだ限定的ってことなんだ。完全な形で計画をなすためには、実行者が中心点にいる必要がある……」

「おいこら、自分一人で納得するな。実行者っていうのは――」

「レティアか」

　火ノ見のフォローに、火魅子は栗くり色いろの髪を揺らしてうなずく。

「もちろん絶対そうだとは言えないけど……レティアならそうするはず」

　自信なさげに口にする火魅子を、テュエッラがなぜか悔しげににらみつける。

「レティアはお前の仲間だったんじゃないのか」

「そ、それは……」

　核心を突かれたように、火魅子が表情を強こわばらせる。火ノ見はそんな火魅子を見て口を挟んだ。

「テュエッラ。今その話をしても仕方ないだろ」

「……おにいちゃん」

「は、ヒノミは妹のことになるとすぐそれだ」

　救われたような顔をする火魅子とは裏腹に、テュエッラはわざとらしく左肩をそびやかしてそっぽを向く。

　その反応は火ノ見にとって心外なものだった。

「なにがだ」

　鋭く声を発しても、テュエッラはこちらに向き直らない。

　火ひノの見みは組んだ手の上で指を叩たたき、辛しん抱ぼう強くテュエッラの言葉を待つ。

　そうしてテュエッラにしゃべる気がないとわかると、もう一度口を開いた。

「おい、言いたいことがあるのなら――」

「言ったらどうにかなるのかっ!?」

　跳ねあがった声は、テュエッラ自身予想していなかったものなのかもしれない。

　向き直った顔は、怒っているようで驚いているようにも見えた。

「……、…………なんでもない」

　火ノ見が何か言う前に、テュエッラは再度顔をそらす。

　それがまた火ノ見は気になった。

「そんな態度でなんでもないわけあるか。テュエッラ、おまえこそ――」

「ち、ちょっとおにいちゃん、落ち着いて。言い争いをしている場合じゃないって言ったのはおにいちゃんだよ？」

　火ひ魅み子こに止められ、火ノ見はテュエッラに向かって身を乗り出していたことに気づいた。

　助けたはずの妹にたしなめられる。本末転倒だ。

「……すまん」

　小さく謝あやまった火ノ見に。

「妹の前でなら素直になるんだな」

　ふてくされたようなテュエッラの言葉。

「――なに？」

「ちょ、だから……もうっ、舞まいちゃんの気持ちが手に取るようにわかるよ」

「……？」

「なんでそこでマイが出てくる？」

　同じことを思った火ノ見は、続く火魅子のセリフに反発せずにはいられなかった。

「おにいちゃんとテュエの痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれる被害者仲間だから」

「「痴話喧嘩って――」」

　きれいにそろった声。

　思わずテュエッラの顔を見ると、向こうもまたこちらを見ていて、目が合うと同時に顔をそらした。

「……それで否定しようとしているほうが逆にびっくりだよ」

　呆あきれるように息をつく火魅子は、一転して瞳ひとみにあやしげな光を灯ともすと、火ノ見の腕に自分の腕を絡めてくる。

「ま、わたしは舞ちゃんと違って、どれだけ見せつけられても引いたりはしないけどね」

　しなをつくり、流し目を向けてくる妹に、火ノ見はうろたえる。

「……火魅子」

　遠えん慮りよなく身体をすり寄せてくる火ひ魅み子この、小さくはない胸。はっきりとわかる二つの膨ふくらみが、火ひノの見みの理性に直接訴えかけてくる。

「どぉ？　おにいちゃん」

　上目づかいに見あげてくる妹の、悩ましげな吐と息いき。

「どう……って」

「むーね。――テュエにはできないことでしょ？」

　妖よう艶えんさと同居する無邪気さ。

　相あい反はんするはずの魅力が火ノ見の全身を熱くして――不意に反対側の手を思いきり引っぱられ、水を差される。

「……うぅぅ、なんだそんな脂し肪ぼうのかたまりっ！」

　そう叫んだのは、うっすらと涙さえ浮かべているテュエッラだった。

「お、おい……」

　火ノ見の制止の言葉も聞かない。テュエッラは口をへの字にして、ぐいぐいと火ノ見の手を引き続ける。

「ふふん、負けおしみだね」

　反対側の腕を抱きしめる火魅子が、負けじとその場に踏みとどまろうとする。

「武器は一つでも多いほうがいいんだよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……う、うぅぅっ、動機が不純だ態度が不ふ善ぜんだ発想が不ふ埒らちだ！」

「…………」

　綱引きの綱よろしく、火ひノの見みは彼女たちの真ん中で引っぱられ続ける。

　なにがどうなってるんだ……そんな心中の嘆きなど、彼女たちは汲くみ取ってくれそうにない。

　仕方なくされるがままになっていると。

「――！」

　唐突に手をはなした火ひ魅み子こが、火ノ見を突き飛ばした。

「う」

「え？　――あぅっ」

　釣り合っていた均きん衡こうが一気に解け、火ノ見はテュエッラを押し倒すような格好で床に伏せる。

「――はぁぁっ！」

　同時に聞こえてきたのは、なにかを打ち倒す火魅子の声。

　火魅子に弾はじき飛ばされ、火ノ見の視界に入ってくる複数の人影は、どうやら『未デ来ユのナ子ミ供ス』らしき幻げん影えいだった。

　火ノ見の目の前で消えていく彼らは、すでに見慣れたもの。

　物音が止やむのを待ち、火ノ見は床を見つめた格好のままテュエッラに声をかける。

「……大丈夫か？」

「――――」

「……？　おい、テュエッラ？」

　無言の返答に、火ノ見はほんの少し上体を起こして、テュエッラと視線を合わせる。

　そして、それは失敗だった。

　顔に吹きかかる吐と息いき。途中で息を止めたような不自然な表情。睫まつ毛げの一本一本までも数えられるほど至近にある、テュエッラの顔。

「――」

　テュエッラに覆おおいかぶさる格好だった火ノ見は、思わぬ近さにそのままの体勢で固まってしまう。

　鼻び腔こうをくすぐる甘い香りは、いつも嗅かいでいるラベンダーのそれだけでなく、かすかに汗のにおいが混ざる。

　女の子のにおい。

　そう思ったと同時に、頭の奥に痺しびれるような刺激が走った。

　テュエッラの肩に触ふれている手。その手が無意識に動いて、彼女の身体をびくりと震わせる。

　そんな小さな反応一つ一つに、火ひノの見みはテュエッラの肉体――現実に存在する身体を強く意識した。

　くびれた腰。艶なまめかしい太もも。触ふれれば折れてしまいそうな腕。

　戸と惑まどった表情を浮かべる顔。ゆらゆらと揺れる瞳ひとみ。うっすらと開く桜色の唇くちびる。

　火ノ見はなにか目に見えない力に促されるように、顔を近づけて――

「へぇ、キスしちゃうの？」

　すぐそばから聞こえてきた声。

　弾はじかれたように声のするほうを見れば、屈かがみ込んだ火ひ魅み子こがこちらをのぞきこんでいた。

「――っ」

　急ぎ立ちあがった火ノ見は、ちっとも笑っていない笑顔の火魅子を目にして、慌てて口走る。

「あ――ああ、いや、ひ、火魅子……す、すまん」

「その謝罪はなにに対するものなのかな？」

　小首をかしげ、唇の端をつりあげただけの微笑ほほえみが、火ノ見の背せ筋すじを冷たくした。

「し……謝罪じゃなくて、その、僕はテュエッラを……いや、そうだ。テュエッラを助けてくれてありがとう、火魅子」

「わたしはテュエを助けたんじゃなくておにいちゃんを助けたの」

　ぴしゃりと言いきられ、二の句が継げなくなる。

「はぁ……わたしだけしか戦えないって、やっぱり不公平だなー」

「火魅子――」

　あからさまなため息。

　唇をとがらせる火魅子に、火ノ見は声をかけようとして。



「そのやりとり、四度目だな」



　思わぬところから入った横よこ槍やり。

　振り返る火ノ見は、床に座り込んだ格好で彫ちよう像ぞうのようにじっとしていたアエラスに視線を向ける。

「ア、アエラス姉様……？」

　テュエッラの言葉にも、アエラスはじっと床を見つめ続けるだけ。

　不自然に落ちた沈黙は、火魅子の軽口が破った。

「……あは、まぁこんなやりとり四回どころか――」

「違う」

　遮さえぎる声は厳しかった。

　肩口までの金きん糸しの髪を揺らし、不思議そうな顔をする三人を見回すと、冷静に言う。

「わたしの記憶するかぎり、貴き殿でんらはまったく同じやりとりを四度行っている」

「――え？」

　狐きつねにつままれたような顔をするテュエッラに、アエラスは平然と続けた。

「わたしがこの言葉を口にするのも三度目だ」

　嘘うそや冗談は言っていない。真顔のアエラスを見て、火ひノの見みはそう結論する。

　その上で、テュエッラと火ひ魅み子こに訊きいてみた。

「まったく同じやりとりをした記憶があるか？」

　顔を見あわせた二人は、ほんの少し躊ちゆう躇ちよするような間を置いてから言う。

「そんな記憶、あるはずがない」

「似たようなことをしたっていう印象はあっても、まったく同じやりとりっていうのは……」

「……そうか」

　火ノ見と同じ認識。

　にもかかわらず、アエラスだけは違うと言う。

　この場合、客観的に正しいのはどちらか。

　……客観的？

「僕たちのやりとりを傍観――客観的に見ていたアエラスだけは、正確な認識ができている……？」

　火ノ見の閃ひらめきに、アエラスが苦笑する。

「火ノ見殿のそのセリフを耳にするのも三度目だ」

「――――」

「もっとも、わたしが違和感を得てからの話だ。それ自体、繰り返されているのかもしれないがな」

　どこか諦あきらめたような口調で言うアエラスに、火ノ見は背中に冷たいものが這はうのを感じる。

　同じようなことを思ったのか、火魅子が人ひと差さし指を噛かみながら続けた。

「わたしたちもこの場の記憶に取り込まれているってこと……？」

　幻げん影えいが過去の記憶であるように、火ノ見たちの過去の行動も世界に記憶され、繰り返されている。

　永遠に。

「そ、そんな……それじゃあ――私たちはどうすればいいんだ？」

　テュエッラの問いかけに、誰だれも答えを返せない。

　言いようのない閉へい塞そく感かん。

　さながら、メねビじウれスたの円輪環のごとく、脱出不可能な迷路は、挑戦者の意志を予定調和にねじ伏せる。

「……囚とらわれている」

　唇くちびるを噛かむ火ひ魅み子この呟つぶやきもまた、この場にいる全員が抱く想おもいに他ほかならなかった。



　　　２



「ダメ……出られない」

　何度目になるかわからない突とつ貫かん。

　その失敗を目の当たりにして、舞まいは具ぐ現げん化かした刀とともに膝ひざを落とす。

　保健室に閉じ込められた舞もまた、およそ考えられるかぎりのあらゆる手段で脱出を試みていた。

　窓やドアにかぎらず、壁や床、ベッドや机なども斬きりつけてみたが、そのすべてがなんの手て応ごたえも返さない。

　普通に触ったり掴つかんだりする分には問題ないのに、こと脱出の意図を持った攻撃に移った途端、物理法則がそっぽを向く。

　世界が舞を拒むような感覚。

「なんなのよ……」

　徒労につくため息は重く、疲労を加速させる。

　ふと視線をあげれば、机の上のモニターが、もう何度目になるかわからない火ひノの見みたちの危機を映し出していて――

「あぶないっ」

　舞が悲鳴をあげると、画面の中で火魅子が動き、幻げん影えいを打ち払った。

　その様子を見て、舞はほっと胸をなでおろすが。

（次もうまくいくとは限らない……）

　そんなネガティブな考えが脳のう裏りをよぎって、深く沈み込む。

　声をあげるだけで、その場に駆けつけることのできない無力な自分。

　肝心なときに役に立てない。自分の関かかわれないところで事態が進行していってしまう。

　いや、弱気になっていても仕方がない。今できることを全力で――

　そう思ってさんざんに試した結果が、これだ。

　冷たい現実が舞を打ちのめし、立ちあがる気力を奪う。

　いつの間にか、無意識に視線を床に落としていた。

　モニターの向こうにはどうせ手が届かない。手が届かないなら見たくない。

　見ればつらくなるから。

（……弱いな、あたしは）

　自分は弱い。

　嫌になるほど。

　でも、もうできることはすべて試したのだ。試したのに、どうにもならないことはある。

　あるのだ、きっと。

　だから、あきらめたい。あきらめさせてほしい――。

　そう思ったとき。



「あきらめないで」



　耳を打つ声に、舞まいは弾はじかれたように顔をあげた。

　電灯の消えた部屋の中。

　すみれ色の短い髪。月光を思わせる静せい謐ひつな瞳ひとみ。一切の無駄をそぎ落としたような細い身体。

　薄布を天使の羽のように揺らがせ、まっすぐにこちらを見おろすのは、『水月の騎士』。

「舞……あきらめないで」

『同どう体たい』を解いたセレネの、気づかわしげな言葉に、舞は自分が泣いていたことにやっと気づいた。

「……セレ、ネ」

　震える声は、後に続く言葉を失わせる。

　ぎりぎりのところで堰せき止めていた感情が、涙と共に流れ出してしまっていた。

　舞は唇くちびるを噛かんで、必死に声を殺す。

　忍び泣く舞を、セレネは黙って待っていてくれた。

　そうして出しきった涙を、舞が乱暴に拭ぬぐっていると。

「セレネが、外に、出てみる」

「……え？」

　何気なく、けれど確かな決意のこもった言葉に、舞は驚いてセレネを見る。

「セレネ、だけなら……出られるかも、しれない」

「――」

　確かに、それは試していなかった。

　というより、試しても仕方がないのだ。

　幻プ想シ世ユ界ケ人ーであるセレネが外に出ても、現実世界には干渉できないのだから。

「でも、セレネだけ出られても」

「なんとかする」

「な、なんとかするって……」

「火ひノの見みを助けたい気持ちは、セレネも同じだから」

　強い、言葉。

　具体的なことはなにもない。

　ただ想おもいだけがある。

「舞まい。セレネを――信じて」

　助けたいという気持ち。信じる想い。

　それだけあれば――他ほかになにが必要だというのだろう？

「……」

　舞は目を閉じ、大きく一つ深呼吸をする。

　涙は引いた。弱気も引いた。あとは、押すだけだ。

　目を開き、強くうなずいてみせる。

「お願い」

　手は握れないから、じっと見つめて。

　想いを伝える。

　伝えてもらう――。

　うなずき返したセレネは、ドアの前まで移動すると、一度だけこちらに振り返り、



    

  
    
      



    

  
    
      「まかせて」

　微笑ほほえみを残して、ドアをすり抜けていった。



　　　◆◇



　ドアの外に出た瞬間、セレネの身体を襲ったのは、懐かしい感覚だった。

　肌を刺激する空気。足裏にしっかりと感じる地面。ずっしりと重い自分の身体。

　数週間前まで、当たり前だと思っていた感覚。

　実体がある。

「……」

　セレネは掌てのひらで壁の冷たさを確認すると、百八十度回転して閉めきられた研究室のドアに手をかける。

「……開かない」

　ドアは、それ自体が壁であるかのようにびくともしなかった。

　おそらく舞まいがさんざんに試し、不可能だったことが、受じゆ肉にくして実体を持った自分にも適用されたのだろう。

　この部屋に起きた異変と同じことが、『センこターこ』でも起きている。

　セレネは冷静にそう結論づけると、ドアから手をはなして自分に課せられた使命を確認する。

（火ひノの見みを、助ける）

　言葉にすると、胸の奥に熱いものが広がった。

　火ノ見を助ける。舞のため――セレネのため。

　言い聞かせるたびに体中の血が沸き立ち、気力がみなぎる。

　火ノ見たちがいたのは、学校の廊下だった。

　セレネも見覚えのある、雛ひな形がた高校の廊下。

　ここからだと少し遠い。急がなければ。

　セレネは『彼方かなた』だったころの記憶を思い出しながら、『センター』の廊下を駆け抜けていった。
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　歩き続けて数時間。

　あるいはすでに一日以上経たっているのかもしれない。

　時間感覚の狂った世界で、火ノ見たちの疲労は限界に達していた。

「……なにが、間違ってたのかな」

　唐突な火ひ魅み子この言葉に、火ひノの見みは足を止めて聞き耳を立てる。

　しゃべることが思いのほか体力を消費するとわかってから、沈黙の時間が長くなっていた。

　火ノ見が続きを待っているあいだに、テュエッラが口を挟む。

「……お前の話は、わかりにくい。そんなところばかり、アホヒノミに似ているな」

　軽口にも元気がない。

　つらいのならしゃべらなければいいのに。変なところで律りち儀ぎだった。

「この状況――『異い界かい』に取り込まれたことか？」

　火ノ見は息の荒いテュエッラを横目に見ながら、火魅子へと言葉を向ける。

　火ノ見同様、壁に背を預ける火魅子は、小さく首を横に振った。

「そうだけど……そうじゃない」

　微妙な言い回し。

　眉まゆをあげる火ノ見に、火魅子は低く呟つぶやくように言う。

「レティアのこと」

「……レティア？」

　火ノ見の問い返しに、火魅子はこくりとうなずいて、寂しそうに笑った。

「あのね、おにいちゃん。わたしは……レティアとはずっと前から、知り合いだったんだよ」

「まぁ、そうなんだろうな」

「……怒らないの？」

「怒る？」

「隠していたから……おにいちゃんには隠しごとをしないって、決めてたのに」

「……そうだったのか？」

「そうだよ。おにいちゃんに隠しごとをしないっていうのは、わたしがわたしと交わした約束事」

　だったら全然気にする必要なんてない――そう言おうとして、火ノ見はふいに火魅子とずっと昔に交わした約束を思い出した。

　なにが起きても、絶対に自分を忘れないでほしい。

『標ひよう失しつ』する直前に火魅子が口にしたその約束は、文字どおり彼女の拠より所どころになった。

「レティアとは、『センター』に通ってすぐに仲良くなって、おにいちゃんにも言いたかったんだけど……レティアが黙っていてほしいって言ってたから黙ってたの」

　罪の告白をするように後ろめたそうな火魅子を見て、火ノ見はくすぐったい気持ちになる。

　火ひノの見みには隠しごとをしない。

　そんな約束、わざわざ守ろうとしていたことのほうが驚きなのに。

「あ、もちろん、おにいちゃんが教えてほしいって言ってたら、きっと言ってたよ？　それはほんとだよ」

「それじゃあ、レティアとの約束を破ることになってたんじゃないのか？」

「あ……う、うん、そうだけど」

　からかうように言った火ノ見に、火ひ魅み子こは勢いをしぼませる。

「わたしは……いつだっておにいちゃんが一番だから」

　顔をうつむかせて、火魅子はその場にずるずると座り込む。

　長い手足を折りたたんで、膝ひざを立ててその上に両腕をのせる。

「おにいちゃんが一番だけど……でも、レティアも友達だったの。少なくともわたしはそう思ってた」

「――火魅子は？」

　火ノ見は、口に出してからしまったと思った。そんなことは聞き返さなくともわかることだったのに。

「そう……わたしは。――レティアはそうじゃなかったみたい」

　大人ばかりの『センター』。いくら天才とは言え火魅子は子供だ。『未デ来ユのナ子ミ供ス』もいたかもしれないが、面倒を見てくれたのはレティアだったのだろう。

　面倒見のいいお姉さん。そんな印象を持っていたのかもしれない。

　少なくとも火魅子は。

「レティアはね、決してわたしに心を開いてくれなかった。わたしがおにいちゃんとずっと一緒にいたいって、そう一生懸命訴えても、そうかって言うだけで、自分のことは話してくれなかった。どうして計画を手伝ってくれるのって訊きいても、別に、って……」

　悲しみに声を滲にじませる火魅子は、自分の膝をぎゅっと抱きしめるようにする。

「だから――だから、裏切られたのかも、しれない」

　震える唇くちびる。

　蒼そう白はくな火魅子の顔は、次の瞬間くしゃりと歪ゆがむ。

「……わ、わたし……なにを、間違っちゃったのかなぁ……？　もう……ダメなのかなぁ……」

　ぽろぽろと。

　大粒の涙がこぼれて、床を濡ぬらす。

　背中を震わせ、火魅子は幼おさな子ごのように泣く。

　昔と同じように。

「……」

　火ひノの見みはそんな彼女の横に腰を下ろして、ゆっくりと口を開いた。

「火ひ魅み子こ。僕は、おまえの……おまえたちの考えや計画には共感できない。だから止めようと思っている。それは変わらない……けれど」

　躊ちゆう躇ちよは一瞬。

　思い出すのは、十年以上昔の記憶。

　火ノ見が伸ばした手はうつむく火魅子の頭を引き寄せ、その胸に抱きしめる。

　ほのかに香るのは、懐かしいシャンプーの匂におい。

「言ったはずだ。たとえ間違えても、やり直せばいい。そうして何度でもぶつかればいい。そうやって、人と人は絆きずなを深めるから」

　だから。

「間違えたから、そこで終わりだなんて思うな」

　そこまで口にしてから、火ノ見は恥ずかしさで顔に血が集まるのを感じた。

　その言葉が、もともと誰だれによって口ずさまれたものなのか、もちろん火ノ見は覚えている。

　今、その人物がこの場にいるということも。

　そして、その言葉の持ち主ぬし――テュエッラは。

「シスコン」

　そうのたまうと、ふてくされたように火ノ見の顔を正面から指さす。

「ヘンタイ兄！」

　ヤケクソ気味にそう口にする彼女は、どうやら覚えていないようだった。

「…………」

　火ノ見は安心するやらがっかりするやらで、深くため息をつき、投げやりに言う。

「妹が好きでなにが悪い」

「んな……っ!?」

　度肝を抜かれたような顔で、テュエッラは指を突きつけたまま後あと退ずさる。

「お、おま、お前っ……！」

　そのままなぜか泣きそうになる顔を見て、火ノ見は再度嘆たん息そく。頭をがりがりとかき、やはり少し迷ったあと、思いきって言ってしまう。

「おまえも妹だろ」

　ぶっきらぼうな言葉。

　乱雑に言おうと思ったわけでもないのに、自然にそうなってしまった。

　その理由を意図的に頭の奥に追いやっていると――口を半開きにしていたテュエッラが、徐々に顔を赤くするのがわかった。

「妹が好きで……私も妹だからって――え？　そ、そそ、そ……それ、って……、それって、つま、り……」

　声を裏返すテュエッラに、こちらにまで赤せき面めんが伝染する。

　顔をそむけるのはなんとなく不本意で、意地でもまっすぐ前を向いていると、横から顔をかっさらわれた。

「……、……火ひ魅み子こ？」

　抱きしめていたはずの火魅子が、火ひノの見みの首に腕を回し、火ノ見を抱きしめる。

「うん……わかったよ、おにいちゃん」

　まだ少し涙声の火魅子は、それでも精一杯明るく言う。

「何度も何度もぶつかって、人と人は絆きずなを深めるんだね」

「…………ああ」

「じゃあ、何度も何度もぶつければ、おにいちゃんとの絆も深まるんだね？」

「あ、あ……？」

　ぶつける？　――なにを。

　そう思う間もなく、膝ひざ立だちになった火魅子はそのまま火ノ見の頭を抱え込むようにして、胸の二つの膨ふくらみを押し当ててきた。

「――っぷ、ひ、火魅子っ？」

「発想の転換だよ、おにいちゃん」

「……は、はぁ？」

　すっかりいつもの様子に戻り、火魅子はいたずらめいた笑顔を浮かべる。

「何度も何度もぶつかる。ただぶつかればいいってわけじゃないから、いろいろ試す。それは押してもダメなら引いてみろってことだよね？　だからわたしは――もっと押してみることにするよ」

　――意味がさっぱりわからない。

　そう言いたかったが、火ノ見は胸に顔を挟まれ、それどころじゃなかった。

「こ、こらぁぁっ!!　なにをしているヘンタイ妹!!」

　救世主。火ノ見は火魅子を突き飛ばしたテュエッラを、一瞬だけそう思った。

「えー、発想の転換だよテュエ」

「どこが転換だっ、なんだそのアホな発想は！」

「まぁテュエにはできないことだもんね。しょうがないけど」

「ぐぐぐっ、こ、この、胸胸むねムネと……っ、その発想自体を転換しろぉっ!!」

　火魅子の代わりなのか、壁をがんがん殴るテュエッラを見て、火ノ見は確かに発想の転換も大事だと――

　……発想の転換？

　壁を叩たたくテュエッラ。

　ふと、火ひノの見みの脳のう裏りに電撃のような閃ひらめきが走った。

「――そうか！」

「……？　ヒノミ？」

　いきなり立ちあがった火ノ見に、テュエッラが不思議そうな眼まな差ざしを向けてくる。

　その眼差しに不敵な笑顔で応こたえ、火ノ見は全員を見渡して言う。

「発想の転換だ」

「――なにか思いついたの？」

　即座に先を促す火ひ魅み子こは、すでに真剣な表情に戻っている。

　火ノ見は頼もしい妹にうなずき返しながら、口を開いた。

「そもそも現状が停滞しているのはなぜだ？」

　問いは、確認。

「……いつまでたっても出口が見えてこないからだろう？」

　訝いぶかしげに答えるテュエッラに、人ひと差さし指を立ててみせる。

「そう。出口がないから。僕たちは今までその考えに囚とらわれていた。その上で、もしかしたら出口など用意されていないのかもしれないとまで考えるようになった。――それが間違いだったんだ」

　立てた人差し指を、壁に突きつける。

「発想の転換だ。出口がないのなら――作ればいい」

「…………はぁ？」

「あ――な、なるほどっ」

　テュエッラが意味をはかりかねている横で、火魅子が手をうち合わせた。

「そっか……そっか！　どうして今まで考えつかなかったんだろう……！」

　火ノ見同様立ちあがった火魅子が、すぐに両手を前に突き出し、集中するように瞳ひとみを閉じる。

「え……え？　な、なにが？」

　いまだについてこれていないテュエッラが、ひとり慌てふためくようにして、火ノ見は簡潔に言う。

「僕たちは自分で自分を盤上の駒こまにしていたんだ。自らそう思い込むことで」

「……？　い、意味がわからん」

「最初からヒントはすべて用意されていたんだよ。幻げん影えいも『異い界かい』と化したこの場所も、僕たちが創り出した」

　幻影は火ノ見たちの戦った『手て強ごわい相手』で、雛ひな形がた高校は『なにが起きてもおかしくない場所』。

　だから幻影は際限なく現れ、火ノ見たちは雛形高校に囚われ続けた。

　つまり、これらはすべて、火ひノの見みたちが創つくり出した勝手なイメージ。火ノ見たちは自ら創り出した悪夢の中にいたのだ。

「紙に書いた迷路を考えてみろ。自分で書いた迷路だ。ゴールを書き忘れた迷路をクリアするにはどうしたらいい？」

　火ノ見の問いに答えたのは、ずっと黙り込んでいたアエラスだった。

「ゴールを書き足せばいい」

　そう。ゴールがないという思い込みを書き換える――。

　答えと同時に、火ひ魅み子この編んだ『縁イデア』の糸が火ノ見たち全員を取り囲み――次の瞬間、開けた視界には、夜の闇やみに沈む練れん武ぶ館かん前の光景があった。
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　窓から差し込む月光は、広いこの場所――体育館の中を、どこかノスタルジックに彩る。

「結局……予定調和、か」

　呟つぶやいたのは、銀ぎん糸しの髪を黄昏たそがれ色に染めた少女。

　白衣を揺らすレティアは、体育館前面のステージ、その中央に置かれた黒いグランドピアノの天てん蓋がいに腰掛けて、乾いた笑いを響かせる。

　足を組む彼女の左手側には白黒のチェスボードが置かれ、右手側には整然と鍵けん盤ばんが並ぶ。

　白と黒の鍵盤。白と黒のチェスボード。

　チェス盤の上には白のクイーンと黒のクイーン、二つの駒こまだけが対たい峙じしていて、中央でにらみあう二つの駒は、レティアの振るったキャラもののボールペンに両方ともなぎ払われた。

　残ったのは、手に持ったボールペンだけ。

「ふふふ……くだらないお遊びだったな」

　冷めた物言いをする彼女は、頭の帽子に手をやり、深く深くかぶりなおす。

　そうして視線を落とした拍子に、白のクイーンが目に入ったが、鼻で笑って唇くちびるをつりあげた。

　レティアは自分以外の誰だれにもわからない理由から、火ひノの見みとテュエッラ白のクイーンに賭けていた。

　あるいは、彼らなら、運命を切り開けるかもしれない。

　自分に代わって、復讐を果たしてくれるかもしれない。

　そんな淡い期待を、少なからず抱いていた。

　そうすれば――

「……ふん」

　帽子をずらす彼女は、小さくかぶりを振る。

　もしもの話など、なんの意味もない。

　現実は、常に突きつけられるか切り開くものだ。

　だから、これは彼女の望んだ結末。

　予定調和を壊す予定調和。

「――そうだろう？　我が末裔」

　問いかけ、顔をあげたレティアの前に、火ノ見たち四人の姿があった。
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「……レティア」

　最初に口を開いたのは、栗くり色いろの髪を切なげに揺らす火ひ魅み子こだった。

　きゅっと握りしめた拳こぶしを胸に当てて、ステージ上の共犯者を伏し目がちに見る。

　一いち縷るの望み。まだレティアは自分のことを考えてくれていて、これも計画の一部だったと言ってくれる――。

　そんな淡い期待は、けれど。

「その顔は、まだなにもわかっていないという顔だな」

　嘲あざけりを含んだ笑み。刺すような眼まな差ざし。

「レ……レティア――」

「そもそも、私はレティアじゃない」

　突き放すような冷たい声が、火魅子の希望を打ち砕く。

「……え？」

「レティアというのは偽名だ。この世界に受じゆ肉にくしたとき、そう名乗ることに決めた」

　彼女の告白に反応したのは、火魅子ではなく、テュエッラだった。

「受じゆ肉にく、だと……？」

「そうだテュエッラ」

　平然と、初対面であるテュエッラの名を呼ぶ彼女は、優雅に両手を広げる。

「お前の悲願を体現した幻プ想シ世ユ界ケ人ーであり、王族で唯一『標ひよう失しつ』したとされている存在――それがこの私だ」

「な――」

　幻想世界人。唯一『標失』した王族というフレーズ。

　それはテュエッラのみならず、アエラスをも驚かせた。

「では、貴女あなたは……」

「――アレーティア大おお叔お母ば上うえ？」

　アエラスの言葉をテュエッラが引き継ぐ。

　彼女たち二人にしてみれば、予期せぬ祖父親の妹類との邂かい逅こう。

　そして、組んだ足の上に肘ひじをのせ、皮ひ肉にくげに笑む少女からすれば。

「お前たちは私の兄上の孫……大おお姪めいということになるのだろうな。まったく感慨などないが」

「――」

　傍はたから見ている火ひノの見みからすれば、親子どころかまとめて三人の姉妹にしか見えない少女たち。

　けれど――そう考えてみれば。

　レティアが幻想世界人であれば、『標失』という技術を、あるいは幻想世界エリユシオンと現象世界タルタロスの境界を取り払うなどということにも、説明がつく。

　だから、説明がつかないのは――彼女の目的。

　なぜ、彼女はこんな大それたことを企てたのか。

　思って、火ノ見が口を開く前に、すぐそばのテュエッラが戸と惑まどいの声をあげる。

「ほ、本当に……前々回、一四〇年前の『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を戦われた、あの大叔母上……？」

　信じられない。いや、信じようのない事実に、テュエッラより幼い外見をした彼女は、軽く肩をすくめてみせる。

「嘘うそをつく理由がない」

　おどけた仕草。愛あい嬌きようのある笑顔。

　外見相応の振る舞いは、一瞬後に浮かべられる冷れい淡たんな表情が台無しにする。

「テュエッラ、お前ならわかるだろう？　争いがないゆえに、成熟と老いから見放された肉体。受肉し、一四〇年もの年月が経たって、それでもなお変わらぬ外見を保つのは、幻想世界人でなくなんだというのだ？」

　黙り込むテュエッラの代わりに、火ノ見が疑問を口にする。

「……老いない身体？」

　幻プ想シ世ユ界ケ人ーは、成熟しない？

「成熟せずとも、命の危険は存在しないからな」

　レティア――アレーティアの言葉に、火ひノの見みはテュエッラやアエラスを見て、セレネを思い出し、納得する。

　争いのない幻想世界エリユシオン。それは幻想世界人の肉体形成にも関かかわっていた。

「じゃあ、私は……受じゆ肉にくしたところでこのまま成長しないのか……？」

　テュエッラの切実な問いは、けれど。

「そもそもお前はまだ正式な形で受肉もしていない。それは異い界かいと化したこの場所だけの限定的なものだ」

　目を見開くテュエッラの前で、彼女は唇くちびるに半円を描く。

「――ああ、そうだった。テュエッラ、兄上の孫にして、受肉を望む、愚かな我が末まつ裔えいテュエッラ。お前にはもう一つ押しつける現実がある」

　小さな身体で、大きく広げられる両腕。

　告げられる声は、小さくも大きくもなかった。



「お前が、もし真の受肉を望むのなら――火魅子を憎み殺せ」



「……は？」

「……レティ、ア？」

　テュエッラと火ひ魅み子こ。

　驚くというより、唖あ然ぜんとする二人を見て、アレーティアは笑う。

「冗談を言っているわけでも、無理を言っているわけでもない。それが受肉の真実であるというだけのことだ」

「う……嘘うそ、だ。そんな話は――」

「聞いたことがない、か。では、お前が知る受肉の手段とはなんだ？　それは誰だれから耳にした？」

　テュエッラには答えられない。わからない。

　それがわからないからこそ、受肉の手段に『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の願いなどという不確かなものを選んだのだから。

　そして。

「私は、現に受肉している」

「……っ」

　テュエッラの混乱を楽しむかのように、彼女は淡々と続ける。

「その私の言葉を信じないのか？」

「し――信じない！　私を騙だまそうとしているかもしれない！」

「そうすることで私になんの意味がある？　なんの利益がある？」

「……、……」

「なんの意味も利益もない。――それはただの事実だからな」

　幼い外見に老成した内面を持つ少女は、謳うたうように言う。

「事実なんだよテュエッラ。私は契約者……愛する人間の妹を憎み殺して、この世界に受じゆ肉にくした」

　ふわりと翻ひるがえる白衣。

　グランドピアノの天てん蓋がいから降りた彼女は、達観した眼まな差ざしを火ひノの見み、火ひ魅み子こ、そして己の末まつ裔えい――テュエッラへと差し向ける。

「契約者の……妹？」

　突とつ拍ぴよう子しもない話。

　それなのに――妙に今の状況と合致した逸話。

　声を失ったテュエッラや火魅子を横目に、レティアへと尋たずねかけた火ノ見は。

「無む論ろん、同じ契約者の妹だから殺せというわけじゃない。もっと決定的な共通点――柊ひいらぎ火魅子が実の兄である柊火ノ見に、愛という強い『縁イデア』を結んでいるから、それを奪えと言ってるんだ」

「――」

　愛という、強い『縁』。

『標ひよう失しつ』の憂き目にあってなお、火ノ見の記憶に残り続けた火魅子の『縁』。

「幸いにして、今のお前には仮とはいえ肉体もある。殺すために必要な道具も与えよう」

　そう言って天蓋の蓋ふたを開くと、彼女はその中から大振りのナイフを取り出し、テュエッラの足元に投げつける。

　床に突き刺さったナイフは、磨きあげられた銀の鏡面に、目を見張るテュエッラの顔を映し出した。

「な……なん、で」

「ずっと火ノ見のそばにいたいんだろう？」

「――――」

「ならば、やれ。それだけが唯一絶対に保証された受肉方法だ」

　突きつけられる言葉のナイフ。

　わななくテュエッラは、半ば放心状態で問う。

「ど――どうして……殺す、必要が」

「違う。ただ殺すんじゃない。憎み殺せ」

　低く響く声。アレーティアの口にする言葉自体が、憎しみや殺意に彩られる錯さつ覚かく。

「もっとも強い『縁イデア』は人の想おもいだ。そしてもっとも強い想いは、愛と憎しみ。純然たる愛を抱く人間を、純然たる憎しみをもって殺し、強固な『縁』を結ぶ。それだけが――この世界に受じゆ肉にくするただ一つの方法だ」

　熱を持った言葉。

　それだけで人を動かすに足る、強い意志。

「――」

　友と信じていた人間に突き放され、悄しよう然ぜんとたたずむ火ひ魅み子こは動けない。

　そして、悲願の成就方法を耳にし、その手はずまで整えられたテュエッラは。

「……」

　一瞬。

　火ひノの見みの右隣に立つ火魅子へ――願いを叶かなえるための礎へ、凍えるような冷たい視線を向けて。

「……嫌だ」

　強く、首を横に振る。

　一瞬前とは打って変わった、熱のこもった眼まな差ざしを。

　アレーティアに叩たたきつける。

「そんな形で受肉しても、ヒノミのそばにはいられない」

「……テュエッラ」

　火ノ見の呟つぶやきには振り返らず、テュエッラはまっすぐ先駆者だけを見つめる。

「あなただってそうじゃなかったのか」

　愛する人の妹を奪って。

　そうまでして、受肉したところで――どうしてその人の隣にいることができるだろう？

「そんな方法で受肉して、あなたは愛する人の隣に立てたのか！」

　責めるテュエッラの言葉に、アレーティアは無表情と沈黙を選び、頭に載せた大きな帽子を目ま深ぶかにかぶりなおす。

　そうして浮かべたのは、哀かなしげな笑顔。

「……ふふふ、そうだな、そのとおりだ。私はあいつの隣に立つことができなかった」

　深くかぶった帽子のつばが、彼女の笑顔に影を落とす。



「私が受肉したとき、あいつはすでに殺されていたから」



「殺……、され……」

　思いもよらない言葉に、テュエッラは絶句し、隣に立つ火ノ見に振り返る。

　アレーティアの経験を、自分に置き換えてみたのかもしれない。

　唇くちびるを噛かむテュエッラが、そのままうつむいて拳こぶしを握りしめるのを見て、火ひノの見みはテュエッラの代わりに――そして、自分自身のために尋たずねた。

「おまえは……なにが目的なんだ？」

　根源にして、根本。

　火ノ見の問いに、なぜか優しげな笑みを浮かべた彼女は、静かに言った。

「世界への復ふく讐しゆう」
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「世界への、復讐？」

「突とつ拍ぴよう子しもないと思うか？」

　問い返されて、テュエッラは言葉に詰まった。

　突拍子もないことなんて、すでに起きすぎている。

　だから。

「昔話をしよう」

　アレーティアがそう口にしても、聞き耳をたてることしかできなかった。



　――一四〇年前。

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に王女派として参加したアレーティアは、度重なる戦いの中で自らのパートナーと恋に落ちた。

　互いに心を通わせ、いつしか願いの内容は現象世界タルタロスでの受じゆ肉にくとなる。

　もちろん、過去に例がなく、成功する確証もない。それ以前に、願いを叶かなえるためには王子派に勝つことが絶対条件だ。

　道は困難で、だからこそアレーティアは信じ続けた。

「願いは、思い続けていれば絶対に叶う」

　そう口にするパートナーが、いつもそばにいたから。

　そうして迎えた『王位争奪戦』の終盤。彼女の願いは現実味を帯びてくる。

　敵方である王子派が『キング』一人になったとき、アレーティアたち王女派には『ビショップ』が残っていた。

『ビショップ』の契約者はパートナーの実じつ妹まいで、アレーティアが嫉しつ妬とするほど兄妹きようだい仲が良かった。

　契約者同士の結びつきは、戦いにおいて最高の連携を発揮する。

『キング』一人だけが敵である以上、『王位争奪戦』を制するのは時間の問題。

　アレーティアは受じゆ肉にくの夢に期待を膨ふくらませ――そしてそれは思いもよらない形で破られた。



　パートナーが殺されたのだ。実じつ妹まいの手によって。



「なぜ……っ!?」

　声を張り上げたテュエッラに、アレーティアは苦笑する。

「同じことを私も思った。だが」

　実妹は、パートナーがアレーティアを愛していると知って、嫉しつ妬との狂気に駆られたのだ。

　手に入らないのなら、殺してしまえ。

　そんな単純な考えだったとは信じたくない。

　信じたくないけれど。

「理由はどうあれ、あいつは殺された。――愛していたはずの妹に」

『強制同どう体たい』をする間もなく、一撃で。

　実体のあるナイフに抗する力を、実体のないアレーティアは持っていなかった。

　すぐ目の前で起きた惨劇。

　最愛の人間を失ったこと。愛していたはずの人間が殺したこと――そのすべての事実が、つらく、哀かなしく、悔しく…………憎かった。

　憎しみ。憎悪。

　それが、拠より所どころであるパートナーを殺され、今にも送そう還かんされそうなアレーティアを支配する、ただ一つの感情だった。

「そこから先は、私もはっきりとは覚えていない。気がつけば、私は妹の肉体を奪い取り、この世界に受肉していた」

　憎き相手を殺し、手に入れた実体。

　思わぬ形で叶かなえられた願いも、パートナーが生きていなければなんの意味もない。

　これ以上ないほどの皮ひ肉にく。

　アレーティアの口からもれる乾いた笑い声は、徐々に大きくなり――悲痛な泣き声に変わった。

「これが、前々回『王おう位い争そう奪だつ戦せん』の真実だ」

　そう結ぶアレーティアの顔に、表情らしきものはなにも浮かんでいない。

　一四〇年。長すぎる月日に、感情がすり切れてしまったのかもしれない。

　けれど。

　今を生きる彼女は静かに笑う。

「そして、その先に――復ふく讐しゆうの理由がある」

　誰だれ一人知り合いのいない孤独な世界で、アレーティアは抜け殻のように生きた。

　愛する人のいない世界。ただここにいるというだけで、楽しい――つらい想おもい出がよみがえってくる。

　彼女が幻想世界エリユシオンに帰ろうと思うのは自然な帰結だった。

　どうすれば幻想世界に戻ることができるか。

　考えて、すぐに思いついたのは『王おう位い争そう奪だつ戦せん』だ。

　定期的に行われることが約束され、現象世界タルタロスと幻想世界が交わる唯一の機会。

　なにかきっかけがあれば、戻れるかもしれない。

　明確な目標を定めてはじめた『王位争奪戦』の研究は、けれど驚きよう愕がくの事実を彼女に突きつけた。

「知っているか？　過去一度として、『王位争奪戦』は失敗したことがない」

「……、あ、当たり前なんじゃ……」

「なぜ当たり前だと思う？」

「え……」

　即座に訊きき返されて、テュエッラはほんの少しだけ考える。

「『王位争奪戦』は、王子派にせよ、王女派にせよ……どちらかが勝てばそれで終わりの戦いだから……勝者のいない戦いなんてない」

「本当にそう思うか？」

　再度問い返され、返答に迷うテュエッラの代わりに。

「『王位争奪戦』の勝者が、この世界にとどまりたいと願えば……矛む盾じゆんが生じる」

　火ひノの見みが重苦しく答える。

「――あ」

　テュエッラは今の今まで考えたことのなかった矛盾点にまみえて、小さく息を飲んだ。

「そうだ。……そしてそれは、現実に起こったことだった」

　なぜ今までそのような事例がなかったのか。そう思ったときに、アレーティアは気づいた。

『王位争奪戦』における敗者は、幻想世界に送そう還かんされる。しかし、ときに幻想世界に戻ってこられない者もいた。

『標ひよう失しつ』。

　人々の記憶からも忘れ去られる現象。

「どうして『標失』などという現象がある？」

　問いかけは、火ひ魅み子こに向けられていた。

　実際に『標失』した少女。

　火魅子は、アレーティアの威圧するような空気に脅おびえる様子を見せ、小さな声で答える。

「世界が……『縁イデア』を、切るから……？」

　恐る恐る口にした火ひ魅み子こに、アレーティアは床を踏みならして声を大きくする。

「――そう。『縁』を切っているのは世界そのものだ」

　世界は意志を持っている。その意志にもとづいて――『標ひよう失しつ』させる。

　そこまで考えて、アレーティアはさらに気がついた。

　なぜ今までその考えに思い至らなかったのか。『王おう位い争そう奪だつ戦せん』は数千年前から続いているというのに――。

「簡単なことだ……気づいてしまえばな」

　体育館の天井を仰ぐアレーティアは、もう誰だれにも問いかけない。独白のように呟つぶやく。



「その考え自体を、世界に『標失』させられるからだよ」



「考え、自体を……？」

　テュエッラはちらりと横に視線を動かして、火ひノの見みを見る。

『標失』は人にだけ適用されるわけじゃない。

　異い界かいに取り込まれてすぐ。火ノ見は練れん武ぶ館かんのことを忘れ『標失』していた。

「そんな腐った事実を看かん破ぱして」

　アレーティアの声が、元のボリュームに戻る。

「私は耐え難い真実に至った」

　世界の意志は、なにを基準にして『標失』させるのか。

『標失』させられた敗者は、どういう理由で『標失』させられたのか。

　彼ら、彼女たちは、本当に敗者だったのか。

　自分のようなケースが、本当に過去一度も起きなかったのか。

「……『王位争奪戦』は、過去一度として失敗していない。これはまぎれもない事実だ。完かん璧ぺきなシステムとして機能している」

　最初の言葉を繰り返すアレーティアの顔に、自じ嘲ちようめいた笑みが浮かぶ。

「システム……？　王を選ぶための？」

　火ノ見の問いに、彼女はうなずかない。うなずかずに続ける。

「そのシステムを創つくりあげているのが――他ほかならぬ世界だとしたら？」

　世界には自浄作用がある。異物を排するようにできている。

　かつて透とおると名乗った『未デ来ユのナ子ミ供ス』が口にしたこと。

「じ、じゃあ……その、異物を排除する機能の一つが――『標失』？」

　テュエッラ自身信じがたいような考えを、アレーティアはあっさりと肯定した。

「『標失』は世界の自浄作用であり、異物を排除する機能。汚いものは吐き出し、忘れ去る。そうして出来あがったのが――この予定調和な世界だ」

　予定調和。

　帳ちよう尻じりを合わせ、なにごともよしなにすます、ご都合主義の世界。

　唾を飲み込むテュエッラの前に、いつの間にか火ひノの見みが立っていた。

「……『王おう位い争そう奪だつ戦せん』は、単に王を選ぶのではなく、王を選ぶことでもっと大きな――世界を安定させるシステムだというわけか」

　火ノ見の確認を、アレーティアは聞かない。だから彼女が口にするのは、はじめから一方通行の言葉。

「なぜ、あいつは死ななければならなかった……？　妹があいつを愛していたのは事実だし、狂気の果てに殺すというのも確かに取りうる行動だった」

　でも。

　アレーティアは世界の意志を考える。

「あいつが死んだことでなにが起きた？　あいつがあのまま生きていれば、私たちが『王位争奪戦』の勝者となっただろう。そうして叶かなえられる受じゆ肉にくの願いは、世界にどんな影響を及ぼす？」

　勝者は王になる。けれどその勝者が現実世界に残ると願えば――王になるべき存在がいなくなる。

　矛む盾じゆん。

『王位争奪戦』の失敗。

　そのとき世界になにが起きるのか――それはわからない。

　なぜなら、そんなことは起きないようにできているから。

「『王位争奪戦』はなにをどうしようと正式に履り行こうされる。システムとして、世界がそう意志するから。そのために――あいつはあそこで死ななければならなかった！　世界の意志があいつを殺したんだ!!」

　跳ねあがった声は体育館にこだまし、やがて消えていく。

　すべてはゼロに戻る。予定調和な世界の意志。

「ふ、ふふ、ふふふふ、バカげた話だ……なによりバカげているのは――こんなバカげた話が現実だということだ！」

　吐き捨てた言葉に、こめられる感情は憎しみ。

　アレーティアの内う面ちで燻くすぶっていた憎しみの炎が大きく燃えあがる。燃やすべき相手を見つけて、踊り狂う。

　彼女の復ふく讐しゆうする相手は、この世界そのもの。世界を形作る絶対普遍の意志。

「だから、私は考えた。――世界に復讐するための方法を」

　そうして考えついたのは。

「予定調和なこの世界を、完かん膚ぷなきまでに破壊しつくすこと……！」

　アレーティアは羽織っていた白衣を脱ぎ捨て――その腕に走る異様な刻こく印いんをあらわにした。
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　白衣の下のドレス。

　あらわになった両りよう袖そでの付け根から、華きや奢しやな白い腕が伸びている。

　そうしてそこにびっしりと刻まれていたのは――青く明めい滅めつする六つの幾き何か学がく紋様。

「――『憑ひよう依い者しや』の、『縁イデア』」

　目にしたと同時に火ひ魅み子こが声をもらし、火ひノの見みはそちらに顔を振り向ける。

「僕たちの……いや、狂者の吸収した『縁』か」

「う、うん……『王おう位い争そう奪だつ戦せん』で勝者に願いを叶かなえさせる力で……『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画を発動させるために使うって」

　だとすれば、今の彼女がその力を身に纏まとっている理由は。

「それが世界を破壊するための力というわけか……」

　火ノ見の呟つぶやきに、アレーティアは目を細めて、唇くちびるを笑みの形に歪ゆがめる。

「世界は、相あい反はんする二つの形――不完全な現象世界タルタロスと完成された幻想世界エリユシオンの相互補完という形式によって、調和が保たれている」

　呟かれる言葉に、火ノ見は耳をかさない。

　今考えるべきは、別のこと。

　すなわち――彼女の取る行動に対して自分はなにをすればいいか。

「現象世界は『縁』に満ちた幻想世界から存在の『理想モデル』を与えられ、幻想世界は頂点王が代わる『揺らぎ』を不安定な現象世界で解消する。完全な世界と不完全な世界の互恵関係だ」

　謳うたうような響きを口にして、アレーティアはこちらに背を向けると、グランドピアノの椅い子すに腰掛け、刻印で青く光る両腕を大きく広げる。

「だから、世界を破壊するには――そのバランスを崩してやるだけでいい」

　言って、彼女は両手を鍵けん盤ばんに打ち付けた。

　白と黒の鍵盤。

　相反する二つの色が叩たたき出すサウンドは、とても音楽と呼べるようなものではない。

　文字どおりの、破壊的な音、音、音。

　連ならない、一つ一つが主張し合うだけの、不安定な不協和音。

　それが、徐々に。

　結びつき、絡み合い、溶けていく。

　ただの『音サウンド』が『音楽メロデイ』へと昇華されていく――。

「な、なんだ……？」

　最初に気づいたのはテュエッラだった。

　遅れて、火ひノの見みも感じる。体育館全体、あるいは地面全体を揺らす震動を。

　震動は鳴動に変わって、ぴりぴりと肌を粟あわ立だたせる。

　鳴動は徐々に広がり、やがて大気にまで伝染していき、火ノ見に生物的な危機感を喚かん起きした。

　これは――まずい。

　理屈ではなく、感覚で悟る戦せん慄りつ。

　ごくごく自然に、世界の終わりという言葉が脳のう裏りをよぎった。

「終わりの序曲。出ス口テのイなルいメ逃イ走トでかき乱された不安定な『縁』サウンドを、強大な『憑ひよう依い者しや』の『縁イデア』によって無む理り矢や理り完メ全ロなデ形イにする。この地を……より正確には私を中心として奏でられる、復ふく讐しゆうの旋せん律りつだ」

　そう口にする彼女の表情は、驚くほど冷静だった。

　青の明めい滅めつは痛々しいほどに彼女の腕を走り、周囲の空間はいかなる仕組みなのか、歪わい曲きよくして見える。

　それでも彼女は、口元に余裕の笑みを浮かべて、誘うように言う。

「止めてみるか？　世界の意志を継ぐ者として」

「――――」

　その言葉と同時に。

　動いたのは火ひ魅み子こだった。

　栗くり色いろの髪を鞭むちのようにしならせ、『縁』の糸を繰って、その身をステージ上に躍らせる。そうして、アレーティアの座るグランドピアノへと向かって――なにかに弾はじかれ、ステージ下まで吹き飛ばされた。

「火魅子……！」

　火ノ見はおぼつかない足取りで床に伏せる妹のもとに駆けつけ、そのまま抱きあげようとしたが、

「レティアっ!!」

　がばりと顔をあげた火魅子は、必死の表情で、ピアノを演奏する少女に視線を振り向けた。

　どれだけ見続けてもアレーティアはこちらを振り返らず、火魅子は奥歯を噛かみしめる。

「……っ、どうして……！」

「私も思ったよ、火魅子」

　返ってきた答えは冷たく、向けられる眼まな差ざしは鋭い。

「一四〇年前にな」

　アレーティアが見るのは、火ひ魅み子こであって火魅子ではない。

「お前は、本当に自分勝手で、兄の――火ひノの見みのことしか考えていなかった」

「それは……、でも！　わたしたちは同じ『共きよう有ゆう幻げん想そう』を目指して――」

「お笑いぐさだな」

　少しもおかしくなさそうに、彼女は言う。

「はじめから存在していない幻想を、どうして共有できる？」

「――――」

　決定的な言葉。

　最初から、アレーティアは火魅子と同じものなど見ていなかった。

　彼女は、ずっと――火魅子を利用していたのだ。

「最初から、最後まで。お前だけは好きになれなかったよ火魅子」

　叩たたきつけられた決別に。

　火魅子の肩が力なく揺れ、倒れる寸前で、火ノ見の手に支えられる。

　火ノ見のすぐそばには、テュエッラが寄り添った。

「大おお叔お母ば上うえ……」

　テュエッラは、苦しみとも悲しみとも怒りともつかない複雑な表情を浮かべて、先駆者を見る。

「あなたは……おかしい」

「私からすれば、お前たちのほうがおかしくて――どうしようもなく正常だ」

　矛む盾じゆんした言葉を口ずさみ、アレーティアはどこか皮ひ肉にくめいた表情を浮かべる。

「さぁ、お前たちも世界の意志に翻ほん弄ろうされるか？　予定調和な世界に騙だまされ、自らの意志だと思い込まされ、異物イレギユラーとなった私を排除するか？」

　唇くちびるをつりあげ、挑戦的な笑みを形作る。

　それが彼女の義務だとでも思っているかのように。

　だから。

　テュエッラが黙ってこちらを見てきたことは、火ノ見を強く強く励ました。

　想おもいは、伝わっている。

　火ノ見は、その確信を慈いつくしむような気持ちで、金色の髪を揺らす彼女にしっかりとうなずき返すと、唇だけに笑みを浮かべる。

　テュエッラと見つめあったのは、一秒未満。

　彼女は再度振り仰ぐようにステージに向き直ると、深く息を吸って。

「アレーティア大叔母上」

　はっきりと口にした。



「私たちはあなたを排除しようとは思わない」



　それは事実上の敗北宣言。

　アレーティアという、悲運の少女の前に、屈服する態度表明。

「――――」

　言われたアレーティアのほうが、信じられないような表情で、火ひノの見みとテュエッラを交互に見てくる。

　そうして、それ以上言葉が続かないとわかったのか、ふいに笑い声をもらした。

「ふ――ふふ、ふ、はは、ははははははははははっ!!」

　高らかに笑う彼女は、一度鍵けん盤ばんから手をはなし、腹を抱えるような仕草を見せる。

　笑って、笑って、笑って。

　心ゆくまで笑い転げたあとで。

「――――そうか」

　寂しげな余韻を残す。

「ならば……そこで黙って世界の滅びゆく様を見ていればいい」

　言って、彼女は再び『縁イデア』の絡まる手を振りおろし――



「それも無理な話だな」



　火ノ見の言葉に、止まる。

「………………なに？」

　細められる瞳ひとみ。

　訝いぶかしげにこちらを見つめる彼女に、火ノ見は端たん然ぜんと立ちあがって、

「聞こえなかったか？」

　強く告げる。



「僕たちはおまえの言葉を受け入れるつもりはない」
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「……受け入れるつもりはない？」

　驚いたというよりは、なにを言っているのかわからないという顔で、アレーティアはこちらを見る。

　手を止め、眉まゆをひそめ、口を閉ざす。

　それは火ひノの見みが望んでいたとおりの反応だった。

　興味を惹ひかなければ、言葉は届かない。言葉が届くのなら、話を聞かせることができる。そして、こちらの話を聞くつもりがあるということは――そこまで考えて、表情を引き締めた。

　ここからが柊ひいらぎ火ノ見の戦いだ。

　そう自分に言い聞かせ、火ノ見は口を開く。

「あんたの考えは、間違っている」

　シンプルな言葉。単純な想おもい。

　アレーティアは表情を変えない。細めた瞳ひとみに鋭い光を宿しただけ。

「ほう……どう間違っているんだ？」

　律りち儀ぎに問い返してきた彼女に。

「どうもこうも」

　火ノ見は言う。

「全部だ。――あんたのすべてが間違っている」

　対面するアレーティアは目を見張り、一拍の間を作ると、腕の青い刻こく印いんに指を滑らせておおげさに笑う。

「ははは、それはまたご大層な話だな。私のすべてが間違っている？　――ふふ、なるほど。確かに私は間違っているだろうな……世界の意志から見れば！」

「その考え方が間違っているんだよ」

　あらかじめ予測していた言葉に、火ノ見が動じる理由はなかった。

「世界は意志なんて持っていない。人が意志を持つから、世界が動くんだ」

　逆。

　彼女の考えとは、真ま逆ぎやく。

　世界はそうできている。

「……ふん、つまらないな柊火ノ見」

　アレーティアの返す答えは、落胆だった。

「そんな誰だれもが考えているような当たり前の可能性を、どうして私が考えなかったと思う？」

「……それは」

「ああ、確かに常識的に考えれば、当たり前に思考すれば、世界は人の意志によって動く――そうとしか思えない。だが、どうしてそうとしか思えないんだ？　なにがそうとしか思わせないんだ？」

　熱を帯びる声に、おおげさな身振り。

　さながらオーケストラの指揮者のように、彼女はタクト感情を振りおろす。

「世界の意志だ！　動かされているはずの世界が、そうとしか思えないように思わせる……人の意志を踏みにじって！」

　体育館中に反響する声。

　アレーティアの原初憎のし想いみ。

　それは、けれど。

「違う」

　立ちあがったのは、テュエッラ。

　白いドレスを静かに翻ひるがえし、自らの血縁をどこか哀かなしげに見つめる。

「……違うんだ、大おお叔お母ば上うえ」

　ゆれる金きん糸しの髪。細められる紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　ぎゅっと唇くちびるを噛かむテュエッラを目にして、火ひノの見みは胸が痛むのを感じた。

「なにが違う？　なにが違うと言うテュエッラ！　このまま世界が続けば、異物イレギユラーとなるお前にも悲運が待つ！　そのときになって後悔しても……っ」

「後悔しているのはあんただろう、アレーティア」

　火ノ見の言葉は冷や水となって彼女を止める。燃えたぎる感情に水をさす。

　沈黙と緊迫。

　連なる感情の波を縫うように、火ノ見は言葉を重ねる。

「世界は意志なんて持っていない。人がそう思うから、世界が動く。そうでなければ――」

　ぐっと声に力をこめて。

「アレーティア。あんたのその考え自体、世界の意志だと言えることになるはずだ」

「…………なんだと？」

「世界は意志を持つ。人を意のままに動かそうとする。だからそんな世界を壊そうと思う――そう考えること自体が、世界の意志になりえる」

　自じ壊かい。

　世界は、自らの破壊を望んで、アレーティアにそうとしか思えないように思わせている。

「なぜ、その可能性だけはあらかじめ排除されているんだ？」

「――それは」

「世界は自己保存の本能を持っている。生物がそうであるように。もしそうなのだとしたら、生物がそれにもかかわらず自ら命を絶つように、世界にだって自壊の衝動はあるかもしれない。――どうしてあんたはそう考えることだけは拒否しようとしているんだ？」

「それ、は……」

　アレーティアが言い淀よどむのが堪えられないように、テュエッラが言葉を挟む。

「あなたが求めたのは、憎しみの……想おもいの、はけ口だ……！」

　目を見開くアレーティアに。

　テュエッラのほうが傷ついた顔をした。

　きつく唇くちびるを噛かんで。それでも続けようとするテュエッラを見て、火ひノの見みは彼女の震える左手を握る。

　向けられる眼まな差ざしに小さくうなずいて、握り返された手に想いを込める。

　二人でなら。そう呟つぶやく声が、確かに聞こえた気がした。

「……あなたが求めたのは、復ふく讐しゆうの相手。パートナーを理不尽に殺されて、その理不尽さの理由を、世界に求めた。――でも」

　一息。

「求めたのは、あなた自身なんだ……」

　世界じゃない。

　パートナーや、妹でもない。

　アレーティア自身が求め――その理由を創つくり出した。

「……………………馬ば鹿かな」

　そう口にしたアレーティアの声は、引きつっていた。肩が震え、唇はわななき、顔は強こわばって、表情には困惑と虚きよ勢せいが入り乱れる。

「は……は、そんな……馬鹿げた、ことを――」

「あんたはずっと信じていた」

「――――」

　アレーティアの視線を意識しながら、火ノ見はテュエッラに目配せする。

　テュエッラは小さく顎あごを引くようにすると、いまだ床に膝ひざをついたままの少女へ手を伸ばした。

「ヒミコ」

「……、……テュエ」

「…………ふん、私は別に……お前が嫌いなわけじゃない」

「――」

　そっぽを向いたまま。唇を突き出して言うテュエッラに、火ひ魅み子こはほんの少しだけ笑みをもらし、

「説得力、ないよ……」

　力なく言いながら、その手を取って立ちあがる。

　火ノ見はテュエッラと手を繋つなぎ、テュエッラは火魅子と手を繋ぐ。

　三人が、一つに繋がる。

「『縁イデア』は、人と人のあいだにも結ばれるから」

　現象世界人ウーシアと幻プ想シ世ユ界ケ人ーのあいだ。

　そして、敵同士だった間あいだ柄がらにも。

「あんたは……そのことも否定するのか？」

　人と人。敵同士――パートナー同士。

　アレーティアとそのパートナーのあいだに結ばれた『縁イデア』。

　それも、否定できるのか。

「……」

　言葉をなくしたアレーティアは、抵抗する力もなくしたように、ゆっくりとその両手を膝ひざの上に落とす。

　彼女のその動作に呼応して、震動もゆるやかに収まっていった。

　確かな説得の手て応ごたえ。

　静かな戦いの終結に。

　火ひノの見みは細く息をつくと、強こわばった身体から力を抜いて――

　だから。

　思いもよらないその襲撃に、対応が一瞬遅れた。
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　アエラスの目的は、ずっと変わっていなかった。

　降こう界かいと同時に囚とらわれの身となり、正式な形の契約者を得ることができなくても。

　ずっとずっと諦あきらめずにいた。

　チャンスは必ず訪れる。そう信じて疑わなかった。

　テュエッラたちに助けられ、実体を手に入れて。

　彼女は表面上悲ひ嘆たんを装いながら、悲劇を演じながら、そのときを待った。

　肉体の疲ひ弊へいを偽り、可能な限り体力を温存して、息をこらしてそのときを待った。

　アレーティアの投げたナイフを目にして、はやる気持ちを抑えながらそのときを待った。

　――そして、そのときはきた。

　なぜそこまで『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を履り行こうしようとするのかと訊きかれれば、彼女は即座にこう答えるだろう。

　それがわたしの生きる意味だから、と。

　アエラスにとって、王になることは己の存在意義そのもの。

　父王を継ぎ、幻想世界エリユシオンをよりよいものにする――彼女は自らの意志でそう考え、それだけを考え続けて生きてきた。

『王位争奪戦』を勝ち抜き、王になる。

　それはだから、彼女の必然だった。

　さながら、世界がそう意志しているかのように。

「はぁぁあっ！」

　アエラスは声を張りあげて、テュエッラに襲いかかる。振りかぶったナイフを突き刺そうと動く。

「――」

　こちらに振り返ったテュエッラは、あまりに遅すぎて。

「テュエッラ!!」

　そう叫びながら割り込んでくる火ひノの見みも問題にならなかった。

『憑ひよう依い者しや』が死のうと、『被憑依者』が死のうと、『クイーン敵』が死ぬことには変わりない。

　唯一、攻撃手段を持った火ひ魅み子こだけは相手にしたくなかったから、そのタイミングだけは注意した。

　そしてそれは、うまくいっていた。

　火魅子はやっとこちらに気づいた程度だ。

　アエラスは冷静に己の勝利を確信し――

　その確信は見知らぬ乱入者に揺らがされる。

「――っ」

　肉に突き刺さるナイフ。押し殺された苦鳴。

　それらはアエラスの予測したとおりで、突き刺さった相手と場所だけが違った。

「……セレネ!?」

　火ノ見のあげた声にセレネは振り返らず、アエラスもまた気にしない。

　肩に突き刺したナイフを引き抜きながら、セレネを蹴けり飛ばす。

　それは計算通りに火魅子を巻き込んで吹き飛び、火ノ見たちに再び隙すきを作る。

「……くっ！」

　それでもとっさに動くことのできた火ノ見は優秀と言えるのだろう。

　ただ、こちらに向かってくるのではなく、呆ぼう然ぜんとするテュエッラを護まもるように動いたのは明らかな失ミ敗スだが。

　契約者である火ノ見が死んでも、テュエッラは送そう還かんされる。

　そのことに彼は気づかなかったのかもしれない。

　アエラスは頭の片隅でそんなことを考えながらナイフを振りかぶる。

　彼女には、迷いもためらいもなく、信念だけがあった。

「ひ――ヒノミっ！」

　遅れて響く、妹の悲鳴。

　そんなものは、彼女の行動になんの影響も与えない。

　まっすぐ振り下ろされたナイフは、目にも鮮やかな紅あかい軌き跡せきを描いて――

　深く、その胸に突き刺さった。



　　　６



　したたり落ちる紅くれないは、あっというまに血だまりを作る。

　流れ出す命の量は、それが致命傷であることを簡単に教えて――彼女に声を漏らさせた。

「……なぜ、だ」

　自分の手を伝う血が信じられないかのように、アエラスは首を横に振って、叫ぶ。

「なぜ……なぜ――あなたが彼をかばう!?」

　アエラスが振り下ろしたナイフ。

　胸に深く突き刺さり、柄の部分から血を滴したたらせるナイフ。

　そのナイフの先には――血を吐き出すアレーティアの姿があった。

「――残念、だったな」

　凄せい絶ぜつに笑う彼女は、六つの刻こく印いんが宿る手でナイフの柄を握りこみ、決定的な言葉を告げる。

「アエラス……、お前の、今の契約者は――私だ」

「……!!」

　腕の刻印を見せつけるようにして、言う。

「送そう還かんされた、『憑ひよう依い者しや』は……五人。だが――」

　刻まれた青い刻印は、六つ。

「――――」

　アエラスはその絶望的な事実を目にして、呆ぼう然ぜんとナイフから手をはなし――

「――どいてくれ」

　火ひノの見みはそんなアエラスを押しのけ、アレーティアの身体を支えようとするが、その甲斐なく彼女は膝ひざからくずおれた。

「アレーティア！」

　火ノ見が声をあげて、アレーティアは血に濡ぬれた唇くちびるの端を皮ひ肉にくげに持ちあげる。

「ふ、ふ……これ、も、予定調和なら――とんだ、喜劇だ」

『異い界かい』と化した場と、『憑依者』たちの『縁イデア』で奏でる破壊の旋せん律りつ。

　彼女が死ねば、その計画は根本から潰ついえる。

　火ノ見はその出来すぎたシナリオに背せ筋すじを冷たくした。

　まさか、本当に世界の意志が――？

　そう考えかけたところで。

「大おお叔お母ば上うえ……」

　胸を押さえるようにしてひざまずくテュエッラに。

　唇くちびるを噛かみしめ、悲しげな表情を浮かべる彼女を見て、我に返る。

　……そうだ。自分まで飲み込まれてどうする。大事なのは、目の前で起きた現実。

　火ひノの見みは小さく息を吸って、彼女に尋たずねる。

「なぜ、かばった」

　突とつ拍ぴよう子しもない、なんの利益もない行動。

　アエラスが戸と惑まどい、火ノ見もまた抱いた当然の疑問に、彼女はふいにレティアに戻ったかのように表情をやわらげ、唇をとがらせた。

「おまえたち、が……似すぎている、せいだ」

　口にすると同時に、血を吐く。

　銀ぎん糸しの髪が自らの血で赤く染まった。

「……レティア」

　いつの間にか、すぐそばまで火ひ魅み子こが近づいてきていた。

　その手には、飛ばされていたアレーティアの大きな帽子がある。

　複雑な表情でうつむく火魅子を見て、アレーティアは薄く笑った。

「私は……一四〇年前の、あのとき……、あいつを――護まもれなかった」

　愛いとしい人を襲った凶きよう撃げき。

　それは、今アレーティアの胸に埋まっているナイフによって為なされた。

「ずっと……、ずっと……後悔して、いたのかもしれない。……あのとき、私に、肉体があれば――そうすれば、助けられたのに」

　詮せん無ない願い。

　ぎゅっと自らの胸に刺さるそれを握って、彼女は祈るように天井を見あげる。

　浅くなる呼吸。目に見えて青白くなる顔。

　残された命を振り絞るようにして、口を開く。

「だから、今度こそ……、助け、たかった」

　はにかんだ笑顔は、火ノ見ではなく、その先の――彼女のパートナーに向けられたもの。

　火ノ見はその満足げな笑顔を見て、彼女が自分たちに賭かけていたのは、このときのためだったのだと悟る。

　愛しい人の命を奪った妹でも、その筋書きを作った世界でもなく。

　アレーティアが復ふく讐しゆうを――やり直しを願っていた相手は。

　あのとき、大事な人を助けられなかった――アレーティア自身。

　彼女は、ずっとやり直すために生きてきた。

「……ふざけるな」

　火ひノの見みは悔しさではなく、悲しさで奥歯を噛かみしめる。

「あのときの再現？　僕を、自分のパートナーに見立てて、代わりに死ぬ？　そんなこと――そんなことは」

「許さ、ない？」

　声は、もうほとんど聞き取れないほどに小さくて。

「……ふふ、あいつも……そう、言った……かも、しれない、な」

　もう目ま蓋ぶたをあけているのもつらいのか、うっすらと目が閉じ始めている。

　火ノ見は自分が強く強く唇くちびるを噛みしめていることに気づき、そんな自分を見てアレーティアがかすかに笑うのを目にする。

「異物イレギユラーが、……異物イレギユラーとして、消えるんだ……その程度の、ことは……、見逃せ」

「……勝手な、ことを」

　声が震える。目の奥が熱くなる。

　もう声も聞こえていないのかもしれない。

　それでも彼女は――微笑ほほえんだ。

「そう、さ……私は――私たちは、勝手、なんだ……勝手に、この世界に、降りてきて、勝手に……恋をした。――そうやって、世界を、ひっかきまわす」

　アレーティアの瞳ひとみに映るのは、涙をいっぱいに溜ためるテュエッラ。

「だから……翻ほん弄ろうして、…………翻弄、して……、……その……さき、に――……絆きずな……を――――」

　事切れる声。

　最後まで紡がれなかった言葉。

　その先を再現するかのように、火ノ見とテュエッラは強く強く互いの手を握り合い――

　唐突にその感覚が消失する。



　　　７



「……え、……え……？」

　テュエッラの声はどこか間が抜けて聞こえた。

「肉体が……、消えた？」

　そう呟つぶやくのは、同じようにもはや地面に足の着いていないセレネで。

　火ひ魅み子こがアレーティアの帽子を抱きしめるようにして言う。

「『王おう位い争そう奪だつ戦せん』に……決着がついたからだよ」

　幻想世界エリユシオンと現象世界タルタロスを結ぶ唯一の機会であり、いわば開かれた扉のような役目を果たしていた『王位争奪戦』。

　その扉が閉ざされたことで、『異い界かい』化が解除された。

「……じゃあ」

　すべての異変は解消されるのか。そう続けようとした火ひノの見み自身の身に、異変が起きる。

　膝ひざの上に載せていたアレーティア。

　その両腕に光っていた刻こく印いんが、すべて火ノ見の腕に移動していた。

「――っ」

　どくりと刻印一つ一つが鼓動し、熱さとも痛みとも違う不思議な感覚が火ノ見を襲う。

「も、もしかして――これが」

「願いを、叶かなえる……力」

　テュエッラの後をセレネが引き取るようにして、火ひ魅み子こが小さくかぶりを振る。

「ううん……これは、願いを叶える力をさらに凝縮したもの。普通に『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を勝つだけじゃ、得られないもの」

　火魅子の真剣な眼まな差ざしを受けて、火ノ見は自分の身に宿った力を正確に理解する。

　つまり、これが火魅子の『共きよう有ゆう幻げん想そう』計画を完成させる力であり、アレーティアの目指した世界を破壊する力。

　光る刻印は八つ。おそらく王女セ派『ナレイトネ』もまた、一度は敗退したとみなされたのだろう。

　この世界に降りた八人の『憑ひよう依い者しや』、そのすべての『縁イデア』が火ノ見の手にある。

「……世界を意のままにできるな」

　両手を見つめ、冗談めかして言う火ノ見に、火魅子が悲しそうに首を横に振る。

「意のままには無理だよ。……死んだ人をよみがえらすことだけはできないから」

「…………」

　考えていたことを読まれて、火ノ見は浮かべていた笑みを消す。

「……わかってる。そう都合よく世界はできていない」

　世界にとって都合がよいことは起きても。

　思って、火ノ見は不安げな表情のテュエッラに向き直る。

「テュエッラ……おまえはどうしたい？」

　その問いかけは卑ひ怯きようだった。

　自分で判断するのではなく、相手に判断を任せる。

　アレーティアの話を聞く前であれば、テュエッラはきっと即答していただろう。

　受じゆ肉にくするに決まっている、と。

　けれど、今の彼女は、その結果世界に起こる矛む盾じゆんに気づいてしまっている。

「わ……私、は」

　テュエッラの視線はアエラスに向く。

　愕がく然ぜんとたたずむ彼女は、誰だれもなにも見ていない。

　生きる意義を、文字どおりに自ら打ち砕いて、自失している。

「……」

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』を勝ち、王になるべきはテュエッラだ。

　王になることだけを考えて生きた少女は王になれず。

　王になることを望まない少女は王になることを強制される。

　これが世界の意志なのだとしたら――

「そんな世界、壊れてしまえ……か」

　苦笑してひとりごちた火ひノの見みに、テュエッラが心配そうな顔を向けてくる。

「ヒ、ヒノミ……？」

　視線を落とした火ノ見は、安らかに瞳ひとみを閉じたアレーティアを見る。

　世界の破滅を望んだ少女。

　彼女が本当に望んでいたのは――

　そう考えて、火ノ見の脳のう裏りに思い浮かんだのは、すべてを丸く収めるための願い。

　すべてを丸く収めるからこそ――私情は今ここで吐き出しておかなければならない。

　これが最後のチャンスかもしれないから。

「テュエッラ」

　顔をあげた火ノ見は、すぐそばのテュエッラに向き直ると、一息も入れずに言いきる。



「僕はおまえが好きだ」



　言った瞬間、目をまたたいた端たん麗れいな少女は。

「――――――――へ？」

　間の抜けた声をもらした。

　そうしてその顔が耳まで真っ赤に染まっていくあいだに、火ノ見は続ける。

「おまえとずっと一緒にいたい。心の底からそう思う。それが僕の本音だ。――だけど」

　だからこそ。

「僕はおまえの受じゆ肉にくを願いにしない」

「え……」

　一転して戸と惑まどいの表情を浮かべる彼女を目にして、火ノ見は自分でもびっくりするほど自然に微笑ほほえむ。

「僕が願うのは、レティアの願いだから」

　レティアの願い。予定調和の願い。

　それは。

「当たり前の願いだ」



　そして、世界に起きたのは――



    

  
    
      



    

  
    
      


〈Epilogue〉流れ続く意志に　With You





　夏休みが終わり、新学期の始まる九月一日。

　その日は、火ひノの見みにとって色々な意味で記念すべき一日になるはずだった。

　――寝過ごしさえしなければ。

「……完かん璧ぺきに遅刻だ」

　そうひとりごちて、火ノ見はため息と共に通学路を歩く。

　すでに始業式は始まっている時間だ。あまりの大遅刻に急ぐ気にもなれない。

　夏休みにさんざん夜よ更ふかしをしていたせいか、まったく目が覚めなかった。

　あれだけ朝は正確に起きられていたのに……これはもう、目覚ましをセットしなければダメなのかもしれない。

（それはそれで屈くつ辱じよく的だな……）

　思って、火ノ見は眩まぶしい太陽を腕でさえぎるようにする。

　九月に入ったとはいえ、まだまだ残暑は厳しい。

　腕があぶられるような感覚に、火ノ見は自然にひと月前のことを思い出していた。



　――望むべき者に、望むべき道を。



　そう願った火ノ見は、次の瞬間目も開けていられないほどの光に包まれ――気がつけば、一人きりで体育館の床にひざまずいていた。

　望むべき者に、望むべき道を。

　その場にいた人間それぞれに願いの力を託した火ノ見は、急に聞こえてきた蝉せみの鳴き声に、どうしようもなく寂しい気持ちになったのを覚えている。

「あれからひと月か……」

　再度呟つぶやいた火ノ見は、今現実に聞こえる蝉の鳴き声に想おもいを馳はせる。

　そうして、感傷的な気分で角を曲がると、



「遅いっ!!」



　耳じ朶だを叩たたく甲かん高だかい声。

　顔をあげた火ノ見が目にするのは、太陽を照り返す黄金の髪、日焼けなど無縁の輝く白い肌。整いきった顔は、つりあがった目とへの字に曲がった口が台無しにしていた。

「――なんだ、いたのかテュエッラ」

　あっさりとそう口にしてみせた火ひノの見みに、テュエッラはなにを言われたのかわからないような顔をして、大きな瞳ひとみをまたたく。

「……い」

「い？」

「言うにことかいてそれかっっ!!」

　火ノ見は、怒ど髪はつ天てんを衝つくという言葉の意味をその直後に知った。

　なるほど暴れれば逆立った髪が天をつくこともある。

　さんざんに地団駄を踏み、息を荒くしたテュエッラは、とりあえずそれで満足したのか一度深呼吸をすると。

「スカート、まくれてるぞ」

「……っ!?」

　火ノ見の指摘に顔を真っ赤にして、慌てふためく。

「ど、ど、どこっ？　どこ――あ、み、見るな!!」

「見ないでどうやって教えればいいんだ」

「な、なんとかしろっ!!」

「無む茶ちやなことを言う……まぁそもそもスカートまくれてるって嘘うそなんだけどな」

「――っ!!　どっちが無茶だ!?」

「テュエッラだろ？」

「お、おおおまえぇ……っ」

「遅刻した人間をわざわざ待つのは無茶じゃないのか？　転入生」

「――」

　そう、テュエッラが着ているのは、いつものドレスではなく――雛ひな形がた高校の制服だった。

　ひと月前。自らの望むままに受じゆ肉にくした彼女は、再び『センター』に潜り込んだ火ひ魅み子この力を借りて、雛形高校の一年に転入したのだ。

　今日はその記念すべき初登校の日。

「転入生が初日から遅刻か……なかなかいい度胸をしてるな」

「う、ううるさいうるさい！　ヒノミが遅れてくるのが悪いんだ!!」

「いつ僕が一緒に行くだなんて言った？　おまえからも聞いてなかったよな？」

「そ、それはその……待ち伏せて驚かせようと思って」

「……普通、僕が遅れてるのがわかったら先に行くと思うけどな」

「だ、だって……」

　テュエッラはちらちらとこちらを見ながら、小さな声で続ける。

「ヒノミと……一緒に行きたかったから」

「――」

　一瞬、心臓が止まったかと思った。

　火ひノの見みは内心の動揺を悟られまいとゆっくり顔をそらしながら、わざと深いため息をつく。

　情けないやつだな――そう言おうとして。

「……それなら仕方ないな」

　口をついて出た言葉は、まったく別のもの。

　火ノ見は自分の失態にうめきそうになるのを堪こらえながら、言い直そうとテュエッラに向き直り、

「ほ、本当か！」

　鼻の奥にふわりと香るラベンダーのにおい。

　目と鼻の先。まさにそんな言葉が当てはまるような距離に接近していたテュエッラに、戸と惑まどったまま答える。

「あ……ああ」

「よかったぁ、断られたらどうしようかと――って別にヒノミと一緒に行きたかったわけじゃ…………なくも、ない」

「…………」

　なにが言いたかったのかはよくわからないが、とりあえずテュエッラの顔が真っ赤なのを見るに、なにかを失敗したのだということはわかった。

「う、うううう……、こんなはずじゃなかったのに……っ」

　頭を抱えるテュエッラが、一人で苦しんでいるのを見て、火ノ見は以前から思っていた疑問を再浮上させる。

　テュエッラとの再会は、願いを叶かなえた翌日になされた。何食わぬ顔をして『センター』の研究者と雛ひな形がた高生の二足のわらじを履く幻儀火ひ魅み子この遠い親しん戚せき、幻まぼろ儀ぎテュエッラ。彼女の表向きの肩書きはそういうことになっていた。

　もちろん記憶がなくなっていたわけではない。ないはずなのに――。

（こいつ……僕が言ったことを覚えていないのか？）

　火ノ見は、願いを叶えるあの場で、テュエッラに想おもいを伝えたつもりだった。

　ほとんどその場の勢いで。無む理り矢や理りに。

　もちろん、自分の想いを伝えることで、テュエッラがこの世界にとどまりたくなるかもしれないという打算もあった。

　けれど、あのときはらしくなく、昂たかぶった気持ちに押しきられるような形で想いを吐露してしまったのだ。

　今では少し後悔もしている。だから、その意味では告白した後もなんら変わりなく接してくるテュエッラに安心しているのだが――

　釈しやく然ぜんとしないのも事実。

　告白損。そんな変な言葉が火ひノの見みの脳のう裏りをよぎる。

「……まぁいいか」

　火ノ見はいつものように結論とも言えない結論を口に出して、小さく伸びをする。

　なるがままになる。それは、決して悪い考え方じゃない。

　そんなとき、思い出すのはアエラスと『未デ来ユのナ子ミ供ス』のことだ。

『王おう位い争そう奪だつ戦せん』のあと、彼女たちは残らず幻想世界エリユシオンに送そう還かんされていった。

　もちろん幻想世界のことを知る術はもうないので、推測の域は出ない。

　けれど、アエラスがこちらの世界に残る理由はないし、『未来の子供』も元は幻プ想シ世ユ界ケ人ーだ。火ノ見の願いを最も有効に利用できたのは、彼女たちに違いない。

　特にアエラスは、存在理由そのものを取り戻したとさえ言える。

　幻想世界の王になること。

『王位争奪戦』に負けたアエラスはその権利を一度なくした。

　だが、火ノ見の願いによって、彼女には再びその権利が戻ったはずなのだ。

　もし、世界の意志とやらが本当に存在して、世界の存続を願うのなら、アエラスの願いほどその意志に合致したものはない。

　そうして、アエラスが王になることで、テュエッラが受じゆ肉にくしても問題のない状況もできあがる――出来すぎた世界の出来すぎた結果。

　ご都合主義も、ここまでくれば苦笑するしかない。

「世界は意外と都合よくできているのかもしれないな……」

「そのとおりだよ、おにいちゃん」

　ひとりごちた火ノ見に答えたのは、すぐ隣に立っていた制服姿の火ひ魅み子こだった。

「――うわっ、お、お前……ヒミコ、いつの間にっ!?」

　火ノ見のみならずテュエッラもその接近に気づいていなかったということは、相当に注意して近づいてきたのだろう。

　ふりふりと揺れる栗くり色いろのサイドテールは、目立つはずなのだが。

「まぁまぁそんな細かいことは置いておいて。わたしもおにいちゃんの意見には大賛成！」

　ぱん、と両手をうち合わせて、火魅子は上目づかいに火ノ見を見あげる。

「書類上はもう妹じゃないから、これでわたしも堂々とおにいちゃんと結婚ができるしね！」

「――はぁっ？　ってお前、どさくさにまぎれてヒノミに抱きつくな!!」

「えー？　悔しかったらテュエもやったらぁ？　まぁどうしても胸の辺りに差が出ちゃうと思うけどねー」

「……、……ヒミコお前今私にケンカを売ったな？　売ったよな？　売ったんだなっ!?」

　叫び、にじり寄るテュエッラの背後から――いきなり現れる第三、第四の影。

「――それは、セレネも、捨て置けない」

「ち、ちょっとセレネ……まだ出ないでって言ったのに……！」

　雛ひな形がた高校の制服をそれぞれ着た、鷺さぎ浦うら舞まいと鷺浦セレネの姉妹。

　鷺浦家の養子となったセレネが、受じゆ肉にくしてこちらの世界に残ったことは、火ひノの見みの中で一番の謎なぞだった。

「いや、というか……なんで舞たちまでいるんだ？」

　セレネも今日が初登校――ということになっているはずだ。

　そしてなにより、優等生である舞が理由もなく遅刻なんてことを許すはずがない。

「え……えっと、それは……なんていうか、火ノ見を迎えに行く途中でテュエを見つけちゃって」

「姫様を、見張っていたら、こんな時間に」

「セ、セレネ！」

「……見張り？」

　テュエッラが遅刻した火ノ見を待ち続けていたのもたいがいだと思ったが、そのテュエッラを見張る舞たちは意味がわからなすぎる。

「――馬ば鹿かだな」

　火ノ見は思わず声に出して笑ってしまい――この場にいる全員から注視を浴びる。

「…………なんだ？」

　その視線の鋭さ……痛さに、まばたきを多くすると。

「……ヒノミ。そもそもお前が寝過ごさなければ、この場にいる誰だれ一人として遅刻しなかったということはわかっているよな？」

「………………いや、ちょっと待」

「待たない」

　セレネの声の厳しさは、テュエッラの比じゃない。

「火ノ見……あたし、前々から火ノ見に言いたかったことがあるんだけどね？」

　ちっとも笑っていない笑顔の舞に詰め寄られ、いよいよ火ノ見は冷や汗をかきだし――

「あ、じゃあさ、もう今日は学校はやめにして、今からわたしの研究室でおにいちゃん会議でもするっていうのはどうかな？」

　無邪気に手をあげる妹の、無慈悲な提案。

　女子三人が無言でうなずくのを見て、火ノ見は信じられない想おもいで天を仰ぐ。

　――やっぱり世界は少しも都合良くできていない。

　そう思いながら、それも悪くない気がして、火ノ見は誰にも気づかれないように小さく笑った。



    

  









    
      


あとがき





　毎度ありがとうございます。刈かり野のミカタです。

　おかげさまで、プシュケープリンセスも無事三巻まで辿たどり着くことができました。

　本巻では『キング』を探すために火ひノの見みたちが遊園地へ出かけたりします。同伴するメンバーはもちろんテュエッラ、舞まい、セレネですね。なんというハーレム。うらやましい限りです。

　ところで刈野、恥ずかしながらあまり遊園地などに行ったことがありません。いえ、行ったことはあるらしいんですが記憶に残っていません。

　そんなわけでこのシーンを書くのに大変困っていたのですが……なんと偶然にも水族館デートのお誘いを受けたのです。

　というわけで行ってまいりました水族館！



　――男二人で。



「わー、らっこかわいい！」（野太い声）

「あ、アザラシ！」（野太い声）

「ばっか、あれはアシカだよ！」（野太い声）

「あ、そっかー、間違えちゃった☆」（野太い声）



　……いえ、楽しかったですよ？　ほんとほんと。涙とか全然流してません。

　ただまぁ、デート気分は味わえなかったです。残念ながら。当然ながら。

　どちらかというと……罰ゲーム？

　ほら、修学旅行とかでやるじゃないですか。告白ゲーム。ジャンケンで負けた人が指定された異性に告白して、実は嘘うそでしたーみたいなの。告白っていうか酷薄ゲーム。

　――ええ、よく考えたら酷薄のところしか合ってませんでした。

　滞在時間がたった三十分だったのも察していただければ幸いです。

　まぁでもその悲……楽しい想おもい出でをこうしてあとがきに書けたので、無駄にならずにすみました。めでたしめでたし――という話を担当編集ｓｓさんにしたところ。



ｓｓ「……嘘を吐つくなリア充が」



　――刈野はどうしたらｓｓさんの誤解を解くことができるのでしょうか。



　以下、恒例の謝辞となります。ちょっぴり真ま面じ目めです。



　まずは、担当編集ｓｓさんこと庄しよう司じ智さとし様。いつもいつもご連絡いただくたびに長電話になってしまって、大変申し訳ありません。けれど、庄司様からいただく叱咤激励その他で、刈かり野のはスターをとった某髭配管工のような状態になれるんです。無敵です！　……数十秒しか保もたないのがタマにキズですが。悩んでいるときには絶妙なアドバイスをくださり、いつもながら感謝の言葉もありません。これからもどうぞよろしくお願い致します。

　そして、萩はぎ原わら音おん泉せん様。三巻の表紙絵をいただいたときのテンションのあがり具合ときたら！　あやうく家族が病院に電話するほどの奇声をあげてしまったことは言うまでもありません。また、萩原様のアイデアに助けられたこともありました。本当にありがとうございました。

　そういえば、友人の荒あら木き智さとしくん。こちらが話を振る前から「なに？　ルビ？」と言うのはやめてください。悲しくなってきます。

　それと、今回もゴミ箱こと岩いわ波なみ零りようくん。平日の昼間から君と二人きりで水族館に行った経験がこのとおり役立ちました。東京まできて水族館!?　と激しく突っ込んだのも今はいい想おもい出です。次に上京した際にはちゃんと東京の名所を案内しますね。



　また、三み坂さか編集長をはじめとしたこの本の出版に関わってくださった方々。見えるところも見えないところも、たくさんの方々に支えられて、ここまで辿たどり着くことができました。ありがとうございます。

　そしてなによりも――ここまでお読みくださった読者の皆々様。

　皆様のおかげで、物語を無事終着点まで導くことができました。

　心からの……感謝を。



　ありがとうございました！

刈野ミカタ
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